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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　この世界には、昼と夜の狭はざ間まを生きるものたちが、人知れず暮らしている。

　人間たちよりずっと少なく、人間たちより長命で、人間たちにはない様々な力を持つ。

　昼と夜の狭間。黄昏たそがれに棲すむ血族クラーン。

　彼らが存在していることを、ほとんどの人間たちは、知らない。

　人間によく似た姿で、人間たちの中にとけこみながら生きる彼らを、

人間たちは物語の中の生きものと考え、あくまでも空想の存在と認にん識しきしている。

　しかし実際は、彼らは人間たちを『隣人ナハバール』と呼び、ひそかに共存しているのだ。




　人間たちから『モンスター』と呼ばれる彼らには、鉄則がある。




　血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。




　もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、

速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ。




　そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩かれ。
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　純銀の燭しよく台だいに灯ともったロウソクの灯りに、室内は柔やわらかく照らされていた。

　本来は、灯りなど必要ない。ヴァンピーアの目はどんな暗くら闇やみでも、昼日中のように世界を映し出す。

　この部屋の主あるじエーアストは、ヴァンピーア・クラーンの中でもっとも長い時を生きている。フォアツァイト・クラーンとも呼ばれる古いにしえのモンスターだ。

　彼は、天てん蓋がいのついたキングサイズのベッドで、クッションに背をもたせかけ、ベッドサイドに立つ青年に微笑ほほえみかけた。

「なるほど。……アナトリアの最長老が……」

　頷うなずいた青年は、アナトリアの最長老と呼ばれるヴァンピーア、アトラ・ハシースの従者だ。名はセム。数百年前、クラーンの牙きばを受けることにより、昼の世界を自らの意思で去った。

　胸の前で組んだ手をもてあそぶようにしながら、エーアストは視線を落とす。

「アトラ・ハシースから、もうひとつ。エーアストの答えを乞こうと」

「何をだい？」

「ベルンシュタインの養い子。──あれは何者か、と」

　エーアストの端たん整せいな瞼まぶたがぴくりと動く。数千年の時を重ねている古のヴァンピーアは、やがて重い息を吐はきだした。

「何者、とは。……穏おだやかじゃないね」

　彼はゆっくりと、太古の紫むらさきと呼ばれる色の瞳ひとみをアナトリアの最長老からつかわされた使者の青年に向けた。

「あれは、情に篤あついカール坊ぼうやが、長老衆の反対を押し切って引き取った、彼の溺でき愛あいする娘むすめだよ、セム」

「……では、そのように」

「ああ」

　セムは顔色ひとつ変えずに一礼すると、荘そう厳ごんな寝しん室しつをあとにした。

　寝室の外に控ひかえていたセイレーンに、少し休むので呼ぶまで邪じや魔まをしないようにと告げたエーアストは、揺ゆらめくロウソクの炎ほのおを見つめた。

「……そうか、あの子に会ったのか」

　長らく会っていない友に語りかけたエーアストは、ベッドから降りると、寝室の奥にある別室につづく扉とびらを開けた。

　灯りのないその部屋には、家具らしきものはあまりない。中央に暖だん炉ろを備えた壁かべには、見事なタペストリーが二枚飾かざられている。

　暖炉の右横、タペストリーに隠かくされていた壁のレリーフの一部を押す。と、小さなきしみを上げながら、暖炉の前の床ゆかが下がり、下につづく階段が現れた。

　エーアストは階段を下りていく。

　暗闇の中、しっかりとした足取りで階段を下りていった彼は、やがて地下特有の重い空気に満ちた廊ろう下かにたどりついた。だいぶ降りた感覚があるが、どれほど深いのかはエーアストにもわからない。

　エーアストが両手を広げてもまだ壁に届かないほど幅はばの広い石いし廊ろうは、天てん井じようも高い。三メートル近くあるだろう。

　彼は石廊を進み、最奥の扉を迷いなく開けた。

　深しん淵えんの闇やみのような部屋の中、エーアストは足を進め、壁にかかった絵画の前でようやく立ち止まった。

　光の射ささない地下の部屋に隠されたこの絵の存在を知る者は、エーアストをはじめとしたフォアツァイト・クラーンと呼ばれる者たちだけだ。

　そこに描えがかれているのは、古からともに生きてきた血族たちの姿。

　ゴルゴン三姉妹や、若い姿のアトラ・ハシースもいる。

　中央に、まだ「始祖エーアスト」と呼ばれる前の彼と、ひとりを挟はさんだ反対側に彼と全く同じ面おも差ざしの青年。

　そして、彼らの間で、クラーンの者たちの中央で。たおやかな花のように微笑む少女。

　ケーニヒスブラオと呼ばれる青い石が、彼女の胸むな元もとに輝かがやいている。

「……アトラ。きみはもう、わかっているんだろう？」

　そっと手をのばして、少女の面差しに触ふれるようにしながら、消え入るように呟つぶやく。

　絵画の中の少女は、何も答えず静かに微笑むばかりだ。

　エーアストは目を閉じた。

「あれは、彼女の娘だよ、アトラ」










　もしもこの場に、クラーンと懇こん意いにしているナハバールの少年東とう條じよう要かなめがいたなら、目を見開いたままぽかんと口を開けただろう。

　遠い遠い昔に描かれたはずの絵画。

　フォアツァイト・クラーンに囲まれて、まるで彼ら全員から守られているようなその少女の面差しは生き写しなのだ。

　人間の両親に捨てられてヴァンピーア・クラーンの長おさであるカールの養い子となったとされている、司し堂どう咲さく夜やに。
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　もしも自分に妹がいたら、きっとこんな気分だろう。

　ジルをちらと見て、咲夜はひとつ頷いた。

　咲夜はいつも家族の中で一番年下で一番か弱い存在で、一番守られるべき立場だった。

　が、いまは違ちがう。自分より小さくてか弱いジルがいる。

　ベルンシュタイン家マインツ邸ていの離はなれである日本家屋で、ジーンズ姿の咲夜は縁えん側がわに座って庭を眺ながめていた。

　六月下げ旬じゆんのドイツ、マインツはさわやかな陽気だ。照りつける初夏の陽ひ射ざしは眩まぶしいが、肌はだを刺さすほど強くもなく、日光浴をするのにちょうどいい。が、雨が降ると震ふるえるほど寒くなるから、常に上着を用意しておく必要はある。

　日本人である東條要に言わせると、日本よりだいぶ気温が涼すずしく、何よりも梅雨つゆがなくてからっとしているのがいいそうだ。

　咲夜のルーツは日本にあるが、まだ一度もかの国に足を踏ふみ入れたことはない。

「……一度くらいは、行ってみたいわよね」

　そう、いっそいますぐにでも。

　呟いた咲夜の面おも持もちは、さわやかで眩しい陽射しとは対照的に、どよんと暗く重かった。

　縁側で膝ひざを抱かかえるように座っている咲夜の目は、庭先で戯たわむれている金きん髪ぱつの少女ジルと、友人である東條要、そしてオリエンタール・ヴァンピーア、トーゴに向けられている。

　芝生しばふの上に膝をついたジルと要の前で、トーゴが小刀を使って竹を手て際ぎわよく削けずっているのだ。何かの遊び道具を作ると言っていた。日本の竹製のおもちゃだそうだ。

　ジルの実際の年ねん齢れいはわからない。クライスの実験施し設せつで何らかの実験体にされていたらしいということはわかっているが、それ以上のことは咲夜の許もとには届いていない。

　三月の終わり、咲夜たちの乗った豪ごう華かクルーズ船マリー・クリスティーネ号がノルウェー海に沈しずんだ。クライスに与くみしたケッツァーが爆ばく発はつ物を仕し掛かけ、マリー・クリスティーネ号ごと海に沈めようとしたらしい。その最下層には様々な機材や器具、データファイルやアンプルなどが並ぶ実験施設のような場所があり、そこには石化した実験動物と、棺ひつぎのような箱の中に眠ねむる少女がいたのだ。

　クライン。おそらくそう呼ばれていた彼女に、咲夜は新しい呼び名をつけた。

「咲夜、見て！」

　目を輝かせてこちらを振ふり返った少女の声は、まるでフィンガー・シンバルジルの音色のように高く澄すんでいる。

「さっきから見てるわよ」

　苦く笑しようする咲夜に見せるように、ジルは手にした竹のおもちゃの軸じくを両手で挟むようにすると、手のひらを素す早ばやくこするようにする。と、細い丸竹ひごの軸は回転し、その上についた竹のプロペラが回って、空に飛び立った。

「へぇ…」

　咲夜が感心して目をしばたたかせると、その傍かたわらにアルベルトが腰こしを下ろしながら眉まゆ根ねを寄せた。

「またあれか……」

「また？」

　首を傾かしげる咲夜にアルベルトは頷うなずく。

「昔、城でもよく作っていた。……というか、作らされた」

　曰いわく、小刀やナイフを自在に扱あつかえて損はない、加えてこれはバランスが取れていなければどれほど見かけの出で来き栄ばえが良かろうと決して飛ばない、そもそも細やかな作業ができないのは問題だ、というわけでやれ。

　何が、というわけで、だったのかはよくわからないが、どこからか太い孟もう宗そう竹ちくを持ってきて、のこぎりや鉈なたとともに小型の折り畳たたみナイフを渡わたされた。

　アルベルトとしては気乗りがしなかったのだが、その竹を刀で無造作に切断するトーゴの腕うでには感かん嘆たんした。あれを会え得とくしたかったので、仕方なく竹細工もやった。

「へぇ。あれ、なんなの？」

「竹トンボというそうだ。日本の子どもたちが昔はあれで遊んでいたらしい」

　咲夜とアルベルトはジルと要を見た。

　日本の元子どもは、初めて見るような顔で竹トンボが飛ぶ様に目を輝かせている。

「……」

　咲夜が怪け訝げんそうな面持ちをして黙だまったまま要を指さす。

「トーゴが日本にいた頃ころの話らしいからな。要の時代には、ああいったものはもうなくなってたんじゃないか」

「そっか。そういうことなら…」

　頷いて、咲夜はトーゴに目をやった。

　オリエンタール・ヴァンピーア。四百年くらい前に日本を出て海を渡ってきた男は、クラーンの牙きばを受けて黄昏たそがれの住人となった。

　以来、モンスター・クラーンの頂点に立つヴァンピーアの始祖、エーアストが住む黄昏の城の食しよつ客かくとして滞たい在ざいし、たまに世界のあちこちを放ほう浪ろうしたりしていたらしい。アルベルトが城に住まわされた十年間は、リューゲン島のザスニッツに足を運ぶ以外では城から長期間姿を消すことはなかった。

　この離れはいま、彼の住まいになっている。

　そこになぜ咲夜たちが集まっているのかというと、邸やしきに来客があるからなのだった。

　ヴァンピーア・クラーンの長ベルンシュタイン家に次ぐ家いえ柄がら、カルネオル家の嫡ちやく男なんザムエルだ。外見は三十歳程度だが、実じつ年ねん齢れいは三百四十七歳で、カールの経営する貿易会社「デメルング」の系列で、材木関係の会社を任されている。

　咲夜をベルンシュタイン家から排はい除じよしようとしているクラーン長老衆の中で、もっとも頑がん強きようにそれを主張しているのが、ザムエルの父親で、カルネオル家の長老、オイゲンだった。

　オイゲンも、ザムエルも、咲夜にはとても冷れい淡たんだ。咲夜も彼らを嫌きらっている。できるだけ関かかわらないようにしてきた。

　それが、急に連れん絡らくがあり、来訪してきた。

　ベルンシュタイン家がこのほど引き取った少女の身み柄がらを城へ引き渡すようにと、カルネオル家は要求してきたのだ。そして、どうせなら一いつ緒しよに咲夜もと。

　あれほど咲夜を追い出そうとしていたのに、今度は手を変えてきた。城へ上がり、クラーンの牙を受けろと迫せまってきたのだ。

　人間であることをやめればクラーンとして認めてもいいと、表向きは態度を軟なん化かさせてきたのである。

　本館の応接間で、カールとルイが応対をしている。

　ザムエルが訪おとずれる少し前に、何も知らない東條要がひょいとやってきて、一同はこの離れに逃にげてきたのだった。

　同じ敷しき地ち内に自分を排はい斥せきしようとしている者がいる。それが、咲夜の心を重く固いものにしていた。気持ちがそのまま顔に表れている。

　彼らの言い分など何の強制力もない。咲夜はエーアストから、既すでにクラーンとして認められている。それが名目だけのものであっても、エーアストが銀のブローチとマントを与あたえた時点で、咲夜はモンスター・クラーンの一員となったのだ。

　しかし、クラーンの者たちにとって、咲夜はやはりナハバールで、牙を受けないナハバールのまま黄昏に生きるクラーンに迎むかえ入れることは、心情的にできないのだろう。

　クラーンの者たちは結束が固く、排はい他た的だ。クラーンの者が伴はん侶りよとして選んだ者は、牙や血を受けて昼の世界と決別する。決別することがクラーンの一員となるための通過儀ぎ礼れいなのだ。

　咲夜は目を伏ふせた。

　カールの妻エミーリアは、ナハバールのまま病気で死んだ。彼女は最さい期ごまで牙を受けることを拒こばんだ。ゆえに、死したいまも、カールの伴侶と認められていない。彼らの間に生まれたダンピールのアルベルトは、長老衆の要よう請せいでカールの許から離され、城でエーアストから十年教育を受けた。それでも、クラーンの証あかしを与えられ、ベルンシュタイン家の正式な後こう継けい者しやと認められたのはつい最近だ。

　遊んでいるジルと要を一いち瞥べつする。ナハバールの少年。自分は彼と同じ昼の世界に生まれた。

　いままでは、ナハバールのままでいいと思っていた。無理に昼の世界と決別しなくてもいいと。

　けれどもいまは、ジルがいる。みんなが咲夜を守ってくれていたように、咲夜はジルを守れるようになりたい。そのためには、少しでもリスクは減らすべきだ。頭ではわかっている。

　長老衆が提示してきた条件。ヴァンピーアの牙を受けて、名実ともにクラーンの一員となる。そうすれば長老衆にあそこまで邪じや険けんにされることもなくなるだろうし、少しくらいはこちらの意向も汲くんでくれるように、なったらいいけどたぶん無理だろうなと考えている。

　アルベルトがそっと手をのばして咲夜の頭を撫なで、そのまま自分に引き寄せた。咲夜はされるまま、アルベルトの肩かたに寄りかかる。

「ザムエルの奴やつ、早く帰ればいいのに……」

　咲夜は呟つぶやいて、深いため息をついた。










　微かすかな音を立てて回転しながら芝生に落ちた竹トンボを拾ったジルは、トーゴと要のところに駆かけて行き、そっと咲夜の様子を窺うかがった。

　アルベルトの肩によりかかる咲夜の表情は曇くもっていて、見ているだけで胸の辺りがきゅうっと苦しくなっていく。

「……咲夜は、どうしたの？」

　そうっと尋たずねるジルにトーゴが答えた。

「会いたくない客が来ているから、それを考えて嫌な気分になっているんだろう」

　ジルは唇くちびるを引き結んだ。

　それは、自分にとってのジーンのような人、だろうか。

　そう考えて、ジルは小さく身み震ぶるいした。ジーンのことを思い出すだけで、怖こわくて動けなくなる。なのに、時折思い出してしまう。勝手に彼のところから離はなれた自分を責める声が聞こえるのだ。思い浮うかぶジーンはいつも笑っている。

　その笑えみはとてもやさしくて、とても冷たい。ジルがどれほど嫌いやがっても、泣いても、悲鳴を上げても、彼はいつも笑っている。

　黙り込んで青ざめたジルの手から、要が竹トンボを引き抜ぬいた。

「ちょっと寒くなっちゃったかな。天気はいいけど、風が結構冷たいし」

　ジルの小さな手を要の大きな手のひらが包む。ジルは瘦やせていて小こ柄がらで、手足も小さい。

　いま彼女が身につけているのは、咲夜が子どもの頃に着ていた衣服だという。確かに、ジルが着るにしては少し雰ふん囲い気きが合わないデザインのものばかりだ。

　ジルは一いつ瞬しゆん体を固くしたが、すぐに首を振ふった。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶよ。冷たいのは、いつもだから……」

　強こわ張ばった顔で笑う少女に、トーゴが首を振って立ち上がった。

「中で茶でも飲もう。グレーテルが用意した菓か子しがある」

　ザムエルが来訪すると決まったとき、ルイとグレーテルは、咲夜たちが夜まで離れにいる可能性を考こう慮りよして、菓子と軽食を用意した。

　竹トンボを左手に持った要は、右手でジルの腕を引く。

「おおー。楽しみだなぁ、きっとうまいよ、ジル」

　初めのうちは、咲夜以外の全員に対してひどく警けい戒かいし、怯おびえていたジルだったが、先月のトルコでアルベルトとルイに慣れ、戻もどってきてからの一か月余りで、ベルンシュタイン家の者たちと、しょっちゅう遊びに来るナハバールの少年にも少しずつ打ち解けてきた。

　まだ反射的に強張ってしまうことはあるが、当初に比べれば随ずい分ぶんましになった。

　玄げん関かんに向かいながら、要はふとトーゴに尋ねた。

「そういえばトーゴさん、日本のどの辺りの出身ですか？」

　肩かた越ごしに振り返ったトーゴが怪訝な顔をする。

「なんだ、藪やぶから棒に」

「うちのじいちゃんの母方が、昔神奈川の辺りで刀かたな鍛冶かじだったらしくて。ほら、前に、刀鍛冶の里にいたって言ってたから、もしかして近かったりしてと思って」

　竹トンボの軸じくを片手で回すと、ぶんと小さな音がする。

「まぁでも、日本も広いし、まさかねー、あははははー」

　同じところだったらもしかしたら血がつながっていたかもしれなくて、そうだったら要はご先祖様と対面していることになる。それはなんだかとても興味深い、言ってしまえば面おも白しろい。

　とは思うが、要自身が言っているように、可能性は限りなく低いのだが。

　少なくとも、要はそう思っていて、話のタネに口にしただけだった。

　ジルが不思議そうな顔で要とトーゴを交こう互ごに見た。見た目は幼くても、ジルは賢かしこい。知識はないが、勘かんが良いのだ。つたないながらもものを考えることができるし、それが正しいかどうかを判断できるだけの知能を持っている。

　彼女の視線に気づいた要は、目をしばたたかせてからトーゴを見た。

　オリエンタール・ヴァンピーアは、奇き妙みように静かな面おも持もちで言った。

「───相そう州しゆうだ」

「は？」

　耳慣れない言葉に、要は反射的に訊きき返す。

「相州……相模さがみの国くに。いや、いま神奈川と呼ばれている辺りの、まぁ、それなりに名の知れた刀とう匠しようのいた辺りだ」

「へ……？」

　自分はいまきっとかなり間ま抜ぬけな顔をしていると、要は一応自覚があった。

　まさかねーと軽い気持ちで言ったのだが、これはもしかして、ひょうたんから駒こまというやつだろうか。

　なんとなく三人とも玄関の前で立ち止まってしまった。

　要は恐おそる恐る尋ねた。

「ええと……トーゴさん、本名は……？」

　トーゴはひとつ瞬まばたきをして、ふいににやりと笑った。

「さあな。……随分昔だから、もう忘れた」

　言葉を失う要に、トーゴは目を細める。

「まぁでも、こんな遠い異国で縁えんがあるんだ、もしかしたら本当に血がつながっているかもしれないな。それはそれで面白い」

　何しろ、十代遡さかのぼれば軽く千人を超こえる。それだけの人々の遺伝子が連綿とつながって、いま東條要という存在を作っているのだ。どこかで彼らの遺伝子につながりがあってもおかしくはないだろう。

　廊ろう下かに上がったトーゴの背を眺ながめながら、要は思った。

　そうか、うちの両親にはそれぞれに親がいるんだから、どんどん遡ったらそれだけたくさんの先祖がいて。一代がまぁ五十年としたら、十代、五百年前に俺の先祖は千人超えなのか。

「……すごいなぁ…」

　東條家だけでなく、たくさんの家のたくさんの人の血が、俺の中に伝わっている。そう考えると、自分の体はものすごくたくさんの命の先にあって、これからもきっとつながっていく連れん鎖さのひとつのパーツなんだ。

　そうしてふと、考えた。

　司堂咲夜にも、当然実の両親がいる。彼女にも、たくさんの人の遺伝子を経て伝わってきたものがきっとある。

　もしもいつかクラーンの牙きばを受けてナハバールであることをやめたとしたら、それはそこで元の形を失ってしまうことになるのだろうか。

「…………」

　難しい顔で考え込んでしまった要の手を、ジルが何度も引っ張る。すると彼はジルを見て、それから慌あわてて玄げん関かん扉とびらをくぐった。










　陽ひが完全に暮れてから、ザムエルはようやくマインツ邸ていをあとにした。

　重い会談の場となった応接間からリビングに移動したカールは、暖だん炉ろの前の毛皮の敷しき物ものにダイブした。グリズリーの毛足は長く、六月のいま、少し暑い。

　四し肢しを敷物に投げ出したままうつ伏ぶせで微び動どうだにしないカールの頭に、呆あきれ半分の声が降ってくる。

「まぁカール坊ぼつちゃま、お行ぎよう儀ぎが悪いこと」

　カールの肩かたが動く。両りよう腕うでを支えにして上体を起こしたカールは、トレイを持った老婦人を渋じゆう面めんで睨にらむ。

「坊ちゃまはやめてくれ、ばあや」

「はいはい。じゃあ起きてくださいまし。お召めし物が埃ほこりまみれになってしまいます」

「埃がどうした。私はいまこのグリズリーを倒たおしたときのことを頭の中でシミュレーションしてだな、次にザムエルが姿を見せたら絞しめあげようとだな」

　昔々。ナハバールの感覚では相当昔。クラーンにとってはひと昔。

　出しゆつ奔ぽんして世界中を放ほう浪ろうしていた若き日のカールは、カナダで野営中に平均の三倍はあろうかというグリズリーに出会った。

　おりしも餌えさのない初冬。カールはたまたま保存食を持っていた。そしてグリズリーは、その保存食もカールもおいしく頂こうと考えた。

　結果、グリズリーは返り討うちにあい、カールは勝者の証あかしとして毛皮を頂いた。

　後日、この件を聞いたグレーテルはさすがに目め眩まいを起こしてしゃがみこんでしまった。何しろ相手はグリズリー。ヴァンピーアであっても無傷でいられたのは奇き跡せきのようなものだ。彼らの前まえ脚あしはひと振ふりで人間の頭を吹ふき飛ばす。向こうは撫なでているつもりでも鼻から上がごっそり削そぎ取られる。

　クラーンから出奔していたものの、グレーテルにだけは定期的に無事の連れん絡らくをこっそり入れていたカールだったのだが、戦利品の毛皮を送ったときだけは、お願いですから無む茶ちやはやめてくださいと散々泣かれ、最後には脅おどしめいたことまで言い渡わたされた。

　カールは渋しぶ々しぶと約束した。わかった、とりあえずもうヨーロッパは出ない。グリズリーのような獰どう猛もうな野生動物と戦うこともできるだけ避さけるようにする。

　当時のことを思い出したのか、ラウンドテーブルにトレイを置いたグレーテルは、頰ほおに手を添そえてふうと息をついた。

「ザムエルごときにそんな手間をかけるようでは、そのグリズリーが化けて出そうじゃありませんか。どうせだったらもっと手て際ぎわよくなさってください」

「……止めないのか、ばあや」

「止めてほしいんですか」

「いや、全然」

　ふてくされた子どものような態度で、カールは敷物の上に胡坐あぐらを搔かく。

「いまになってジルを引き渡せだの咲夜を寄よ越こせだの、奴やつら何を考えている」

　渋面のカールに、グレーテルは険しい面持ちを向ける。

「わかりません。ですが……。最近、カルネオルに妙みような動きがあるようです」

　カールの目が物ぶつ騒そうに細められた。

「妙、とは？」

「アナトリアの最長老が咲夜様とアルベルト様を呼び寄せたのとほぼ時を同じくして、十六年前のことを密ひそかに調査しているようだと、城のセイレーンが知らせてくれました」

　トルコに住むヴァンピーア・クラーン、アトラ・ハシースの居城「箱舟ゲミ」には、セイレーン・クラーンの姫ひめ、アレキサンドラ・ヘリオドールが住んでいる。

　過日、そのアレキサンドラが行方ゆくえ知れずとなった。

　彼女の恋こい人びとであるルイとともに、咲夜とアルベルトがアナトリア高原の東に位置するゲミに呼び寄せられ、アレキサンドラを捜さがし出した。そして、アナトリアの最長老との対面を果たしてきた。

　セイレーン・クラーンは、ヘリオドールの姫を無事に助けるため尽じん力りよくしたベルンシュタイン家の子どもたちにいたく感謝し、カルネオルのおかしな動向を察知して、ひそかに報じてくれたのだ。

　セイレーンたちは城の最深部にいて、集つどってくるクラーンたちの接待や世話をし、家事雑事の一いつ切さいを取り仕切る役目についている。広大な庭園はエレメンタル・クラーンのノームが手入れを欠かさない。

　城には常に幾いくつかのクラーンの者たちが滞たい在ざいしている。エーアストを補ほ佐さするためだが、城にいるということは、世界中から集められるクラーンの情報を得ることのできる立場でもあるのだ。

　カルネオルは、城の記録庫を密かに調べ、当時のことを知っている者たちから、さりげなく話を聞きだしているらしい。

　ベルンシュタイン家が引き取ったナハバールの赤子。いま、養女となっているエリアンヌ・クリスティーネについて。

　ソーサーにのったティーカップをカールに渡しながら、グレーテルは眉まゆをひそめた。

「いつだったかに、アルベルト様にクラーンの姫を娶めとらせろと言ってきた愚おろか者がいましたでしょう。あれももしかしたら、カルネオルが手引きをしていたのでは……」

　ソーサーを受け取ったカールは、唇くちびるを引き結んだまま答えなかった。
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　七月に入る直前の休日。

　咲夜はジルとグレーテル、トーゴとともに買い物に出かけた。

　トーゴはマインツのベルンシュタイン家に籠ろう居きよ、敷しき地ちから一歩も出てはならないという厳命が下っている。が、クルーズ船マリー・クリスティーネ号沈ちん没ぼつ事件に際しての超ちよう法規的措そ置ち以来、事が起こったときは必ずしもその限りではない、ヴァンピーア・クラーンの長おさベルンシュタイン公の裁量にゆだねる、というエーアストからの許可が下りた。

　マリー・クリスティーネ号での彼の働きを盾たてに、カールが長老衆を黙だまらせたのである。

　おかげでトーゴは、かなり自由に外出が可能となった。長老衆、とりわけカルネオル家は、それも不満に思っているようだが、彼らがそれを表だって主張したことはいまのところない。

　今日、グレーテルと咲夜はジルとともに三人で出かけるつもりだった。そこでたまたま話を聞いたトーゴが同行を申し出た。女子どもには優やさしいトーゴなので荷物持ちを買って出てくれたのだ。

　ジルの服を新しく揃そろえるのが外出の目的だ。ずっと咲夜のおさがりを着せていたのだが、やはり彼女のために何枚か買ってあげようと、グレーテルと咲夜は相談をした。

　咲夜は自分のお小こ遣づかいから出すつもりで、一方のグレーテルも使い道のない預金の中から出すつもりだった。

　すると、好きなだけ新調しておいでと、カールが資金を出してくれた。ついでに咲夜もばあやも好きな服を買ってきなさいと言われた。

　ジルは遠えん慮りよしたが、咲夜とグレーテルが強ごう引いんに連れ出した。

　実はジルは、このところずっと浮うかない様子をしているのだった。なんとか理由を聞きだしたところ、毎晩夢を見るのだという。

　暗くて古い大きな石の建物の中で、月明かりが射さしている。冷たい廊ろう下かを必死で進んでいると、木の扉とびらがあって、それを開くとアーチの窓が見えて、その横に誰だれかが立っている。

　振ふり返ったその人の面おも差ざしは青白い逆光で影かげになっている。そして、後ろから笑えみを含ふくんだ声がする。

　クライン、ここに来てはいけないと言っただろう───？

　怯おびえて振り返ると、窓から射し込む月つき影かげの中に、ジーンが立っているのだ。

　夢はいつもそこで終わる。そして、全身汗あせびっしょりになって目が覚める。

　繰くり返し繰り返し、彼が自分を呼んでいる。

　クライン、クライン。いい子だから帰っておいで。

　優しく穏おだやかな彼の声が、手足を縛しばる鎖くさりのように絡からみついて離はなれない。

「ほら、これとかジルによく似合う」

　暗い面おも持もちでうつむいていたジルは、顔をあげた途と端たんにワンピースをあてられた。ノースリーブで膝ひざ下した丈たけのワンピースだ。白地にバラの花と葉がプリントされて、ウエストの切り替かえから下は大きくプリーツが入っている。

　金きん髪ぱつで色白のジルには、こういった淡あわい色の華はなやかな柄がらがよく似合った。

　咲夜は地模様の入った生き地じや、柄のない濃こい色の服を好む。幼い頃ころからシンプルな服が多かった。

　一方のジルは、グレーテルやステンノとのつながりがあると思われるだけあって、白やクリームといった淡い色が合うのだ。

「やっぱりジルには優しい色がいいわね。あたしのだと、ちょっと顔色が悪く見えるからなぁ」

　いまジルが着ているのは、咲夜のおさがりの青いチェック柄のワンピースだ。青が濃い目なので、顔色が悪く見えてしまっている。

「あとは、動きやすいパンツと、上着もいるだろう」

「靴くつも揃えましょうね。これからの季節はサンダルも必ひつ需じゆ品ですし、きちんとした場で履はく靴もないと」

　大人たちがあれこれと言いあっては幾つもの店を回る。ジルはすっかり着せ替え人形だ。

　昼過ぎに邸やしきを出て、五時を回った頃にはトーゴの両手は紙かみ袋ぶくろでいっぱいになっていた。

「トーゴ、少し持とうか？」

　咲夜の言葉にオリエンタール・ヴァンピーアは首を振る。

「これくらい軽いもんだ。それに、お前に荷物持ちをさせたなんてアベルに知れてみろ、あとが怖こわい」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　つい笑ってしまった咲夜に、グレーテルが言った。

「そろそろお邸に戻もどりましょうか。ジルも疲つかれたでしょうし」

　こんなに人のいるところをジルが歩いたのは、イスタンブールのグランド・バザールカパル・チヤルシユ以来だ。

　トーゴが運転する車で邸に戻ったのは、六時になろうという頃だった。

　門を通過する車中の助手席で何気なく空を見上げた咲夜は、一匹ぴきのコウモリが邸に飛んでいくのに気づいた。

「使い魔ま…」

　あれは、城からの使いだ。足に皮かわ袋ぶくろを下げた、いつものコウモリ。

　ケッツァーが出たのかと、咲夜は緊きん張ちようした。この一カ月と少し、毎日は平和だった。カルネオルのザムエルが来訪したときは神経が張り詰つめたが、それ以外では何事もなく時間は穏やかに流れていった。

　そんな平和は、しかし長くはつづかないだろうことも彼女はわかっている。

　車を降りた咲夜は、荷物とジルをグレーテルとトーゴに任せて、まず書しよ斎さいに向かった。休日のこの時間、カールはいつも書斎で読書か調べものか、クラーンに関する仕事をしている。

　扉を三度ノックすると、入るようにと促うながされた。

　木の扉を開けると、カールとアルベルト、ナッツの缶かんを持ったルイ、デスクの上でナッツを嬉うれしそうにほおばるコウモリがいた。

「咲夜様、お出で迎むかえもせずに申し訳ありません」

　詫わびるルイに気にしないよう手を振って、咲夜は父の手にある羊皮紙を見る。

「城からだよね？」

　カールは無言で頷うなずいた。その表情が、いやに固い。苛いら立だっているのが見て取れる。

　アルベルトが肩かた越ごしに咲夜を一いち瞥べつする。彼の面持ちも固かった。いや、どちらかというと、渋じゆう面めんと評したほうが正しいような気がする。

　デスクに詰め寄りながら、咲夜は怪け訝げんそうに首を傾かたむけた。ケッツァーに関する命令を受けたにしては、カールたちの雰ふん囲い気きが、何かおかしい。

　違い和わ感かんを覚える咲夜に見せないように、カールはさりげなく羊皮紙をデスクの引き出しにねじ込もうとした。

「……父さん？」

　訝いぶかる咲夜の目が険しくなる。非難がましい視線は、自分を除のけ者にするのかと暗に父を責めているものだ。

　カールはアルベルトとルイを順に見回して、不ふ機き嫌げん丸出しの息をつく。

「ケッツァーが出たのね？　どこ？　あたし？」

　もはや狩かりは自分の領分だと言いたげな咲夜に、しかしカールは渋面のまま頭かぶりを振った。

「父さん？　……城から、何を言われたの？」

　カールは再び、アルベルトを一瞥した。アルベルトの表情が剣けん吞のんさを増す。咲夜は彼の様子に気づき、その顔を見あげるように距きよ離りを詰めた。

「アベル？　なに？」

　アルベルトは咲夜を見つめて、物言いたげな目をする。

「───カルネオルをはじめとしたヴァンピーア・クラーンの者たちから、ベルンシュタイン家の後こう継けい者しやとするならば、アルベルトの結けつ婚こん相手を即そつ刻こく決定されたしと、直じき訴そがあったそうだ」

　咲夜は一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。

「……は…？」

　デスクに置いた両手を組み、忌いま々いましげに眉まゆ根ねを寄せている父を顧かえりみて、咲夜は混乱しながら口を開く。

「え、ちょっと、待って。だってアベルは、エーアストにブローチとマントをもらったときに、次代のヴァンピーア・クラーンの長おさとして認められたんだよね？」

　今年初めての新月の晩に行われた新月祭で、アルベルトはダンピールであることを不問とし、ベルンシュタイン家の後継者として正式に認められたのだ。

「ところが、クラーンの一派が難なん癖くせをつけてきた」

　嘆たん息そくまじりの言葉はアルベルトのものだ。

　曰いわく。たとえ後継者として認められても、ダンピールであることは動かしようのない事実だ。ヴァンピーア・クラーンの頂点に立つものがダンピールでは、いずれは不満に思うクラーンも出てくるだろう。それを回かい避ひするためにも、アルベルトはヴァンピーア・クラーンの正統な血筋の姫ひめを伴はん侶りよとすべきである。

「それは、確か、前に同じことを言ってきたクラーンがいたわよね」

　咲夜が確かめると、三人はいっせいに頷いた。

　ヴァンピーア・クラーンのひとり、パウル・マルモアが、長老衆の意向だというこの案件を持ってマインツ邸ていに訪おとずれたのは、一月の終わりだった。

　あのときカールはこれを一いつ蹴しゆうしたのだが、長老衆はベルンシュタイン家を抜ぬきに、ついにエーアストに要求を突つきつけたということになる。

「パウルのバックについていたのは、カルネオルか」

　なるほど、それならばあの男があそこまで強きよう硬こうな姿勢に出られたのも納なつ得とくがいく。ヴァンピーア・クラーンのナンバー２がいるのだ、カールに多少睨にらまれてもクラーン内部においての彼の立場はなんとか守られる。

　アルベルトがダンピールなのは事実だ。彼の立場をより強固なものにするために、正統なクラーンの姫を娶めとるというのは、クラーンの側から見ればこれ以上ない最良の選せん択たくだろう。

「どう、するの」

　できるだけ平静にと思うのに、どうしても声が震ふるえる。父が子どもたちの意思を無視することはないとわかっていても、不安は募つのる。ただでさえカールは、咲夜を養女としていることで、クラーン内部での反発を強めている。

「結婚相手として提示されたのが、誰だれだと思う」

　咲夜は瞬またたきをした。不機嫌さを隠かくさないアルベルトの台詞せりふは、彼が珍めずらしく本気で怒おこっていることを示している。

　カールとルイも、隠しているが心情はアルベルトとほぼ同様だろう。

「だれ？」

「カルネオル伯はく爵しやく家け令れい嬢じよう、アンゼルマ」

　今年二十二歳になった、カルネオル家の末娘むすめだ。

　咲夜は記き憶おくを手た繰ぐった。確か、今年の新月祭に列席していた中に、アンゼルマの顔もあったはずだ。

　美しいが勝気そうな面おも差ざしが浮うかんだ。自分も充じゆう分ぶん気の強そうな顔をしている自覚のある咲夜だが、カルネオルの末娘は、己おのれの出自を誇ほこっている上に、家族に目いっぱい愛されて何不自由なく育った者特有の絶対の自信にあふれた雰囲気をまとっていた。

　あれは、咲夜には持ち得ないものだ。それがうらやましいとはまったく思わないが、あんなふうにどんな相手からも自分が愛されないはずがないと信じ切っていられるのは、純じゆん粋すいにすごいと思う。

　そうやって育っているから、彼女はクラーンの中では比ひ較かく的てき咲夜に親切だった。それは、恵めぐまれた者がそうでない者に対して抱いだく憐あわれみゆえのものだが、押しつけがましさがなかったので、咲夜は彼女に嫌いやな思いはあまり抱いていない。

　カルネオルに言わせれば、年ねん齢れいも釣つり合いが取れているし、何よりもアンゼルマは純血のヴァンピーアだ。彼女が伴侶となれば、ヴァンピーア・クラーンだけでなく、クラーンすべてのものたちも、アルベルトが自分たちの頂点に立つことを納得するだろう。

　それは、確かにその通りだった。モンスター・クラーンにとっては、これ以上ない良策だ。しかしベルンシュタイン家やアルベルト本人の意思が完全に排はい斥せきされている。

　カールやアルベルトは、それが許せない。

　これを受け、かつ、咲夜にクラーンの牙きばを受けさせろ、というのが、カルネオルを筆頭にした強硬派の要求だ。

　彼らはそれほどに、人間である咲夜を受け入れがたく思っている。

　強こわ張ばった面おも持もちの咲夜の手を、アルベルトが取った。何も言わずに力を込められた手は、お前は何も心配するなと告げていた。

　咲夜はその手をぎゅっと握にぎり返す。このままだとアベルをまた奪とられる。今度こそ、手の届かないところに連れて行かれてしまう。

　カールがおもむろに立ち上がった。

「城に行ってくる。アルベルト、お前も来なさい」

「父さん」

「お前は待っていなさい」

　自分もと言いかけた咲夜をさえぎって、カールは優やさしく笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。奴やつらの言い分は、とりあえず聞いた。その上で、いい加減にしろと言い渡わたしてくる。それに」

　アルベルトを一瞥し、視線を戻もどしてから片目を瞑つぶる。

「これがそうそう簡単に言いなりになると思うことが愚おろかしい。エーアストはそれを充分知っているはずだ、カルネオルの思惑おもわく通りにはいかないよ。安心しなさい」

　ずっとデスクで一同を眺ながめていたコウモリが、キイキイと鳴く。その通りとでも言いたげだ。

　ルイが苦く笑しようした。

「どうもこのコウモリ、カルネオルのディートリヒに先日追い回されたらしいんですよ。だいぶ根に持っているらしくて、あんな奴ら大だい嫌きらいだと、ナッツをかじりながら喚わめいていました」

　ディートリヒとは、カルネオル家の次男だ。先日この邸やしきに来訪したザムエルの歳の離はなれた弟で、出来はあまりよくないという。父のオイゲンが兄と、最近になって生まれた妹ばかりを可愛かわいがるので、すっかり拗すねてひねくれているのだ。

　城に上がることはあっても、エーアストに会わせてもらうこともほとんどなく、あの兄に比べて弟は、というクラーンの者たちの評価も彼自身よく知っている。

　たまたま庭先で仲間たちとくつろいでいたコウモリを見つけたディートリヒは、嗜し虐ぎやく心をあおられて、乗馬用の鞭むちでコウモリたちを追い払はらい、逃にげようとするのを叩たたき落とすと、傷と痛みで動けなくなった姿を見て笑い転げたという。

　もちろん、彼のその悪行はすぐさま家族たちの知るところとなり、手ひどく叱しつ責せきされた。それもまた彼の鬱うつ屈くつとした怒いかりの火に油を注いだということだ。

　自じ業ごう自じ得とくじゃないかと咲夜は思うが、自分勝手で自分がいかに哀あわれかしか頭にないディートリヒには、わからないのだろう。

　そんなことがあったおかげで、使い魔またちはカルネオル家を嫌っているらしい。もともと使い魔たちに対しての扱あつかいも悪かったので、拍はく車しやをかけて大嫌いになったのだ。

　使い魔たちにはそれぞれ担当するクラーンと家が割り当てられているのだが、ベルンシュタイン家は使い魔の扱いが良いので、どうにかして担当変へん更こうをと画策するものもいるのだという。

　実は意外なところで使い魔たちの熾し烈れつな争いが繰くり広げられているのであった。

「ルイ、会社には……」

「手を打っておきますので、ご心配なく」

　にこりと笑う執しつ事じに頷うなずいて、カールは咲夜の頭を撫なでた。

「二、三日留守にする。大丈夫、おとなしく待っておいで」

　不安そうな様子の咲夜を安心させるように言い聞かせ、カールは書しよ斎さいをあとにする。

　その背につづいたルイが出ていくのを見送った咲夜は、アルベルトを見あげた。

「……あたし、ヴァンピーアになってもいいよ」

「咲夜」

「だって、きっとこれからもこういうことを言われるわ。だったら、ナハバールでいつづけるより、クラーンの牙を受けたほうがいいに決まってる。それに」

　アベルを誰かに奪られるのは、もう嫌だ。

　そう言いかけた咲夜をさえぎるように、アルベルトが抱だきしめた。
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「それ以上は言うな。そんなことにはならない」

「でも」

「俺が帰るのは、いつでもお前のところだけだ」

「けど……」

　なおも口を開きかけた咲夜の顔を自分の胸に押しつけるように、アルベルトは腕うでに力を込める。

「エリーとも約束した。ほかの誰のところでもなく、俺はお前のところに帰ってくる」

　エリー。エミーリア。実の母を、アルベルトは名前で呼ぶのだ。

　エミーリアが死の床とこに就ついたとき、ふたりだけで話をした。咲夜のことを頼たのまれた。頼まれなくても守るとずっと決めていた。約束をしたのは、エミーリアを安心させるためだった。

　妹だと思ったことはない。咲夜がベルンシュタイン家に引き取られたときから、いつかこの子が自分を選ぶようにと願っていた。

「………もし、カルネオルの奴らがここにいたら」

　咲夜が静かに呟つぶやく。目をしばたたかせるアルベルトの耳に、次いで届いたのは厳おごそかな宣言だ。

「銀の弾だん丸がんを撃うちこんでやるのに」

　そうしたら、カールとアルベルトがわざわざ城に出向くことはない。首しゆ謀ぼう者しやが消えれば一挙解決ではないか。

　アルベルトは目を丸くして、小さく苦笑した。

　咲夜が守られているだけのか弱い女だったら、カルネオルの者たちは苦労しなかっただろう。身を引けと脅きよう迫はくするだけで彼らの思惑通りに事が運んだに違ちがいない。

　どんなに叩かれても、追い詰つめられても、決して膝ひざを折らなかった。何度でも顔をあげた。

　カルネオルを筆頭にした一派がここまで強きよう硬こう手段に出たのは、それ以外方法がなくなったということでもあるのだろう。

「何があっても、誰だれが何を言っても、あたしは諦あきらめないわよ。父さんが母さんを諦めなかったように、絶対諦めないんだから」

　顔をあげて力強く断言する咲夜の瞳ひとみには、先ほどの弱気はもはやない。

　頷いたアルベルトは腕を解ほどくと、デスクで気をきかせてずっと後ろを向いていたコウモリを摑つかんだ。

「お前も行くぞ」

　キイとひと鳴きしたコウモリは、まぁ自分に任せておけと言わんばかりに、咲夜に翼つばさを振ふって見せた。
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　夏の陽ひ射ざしはまだ高いが、そろそろ風が冷たくなってきた。

　広い庭の芝生しばふの上で、赤ん坊ぼうが遊んでいる。その近くには、その子の姉だろう、十歳になろうかという少女がいて、ボールを転がしていた。

　赤ん坊は姉の転がしたボールを受けて、きゃっきゃと笑い声をあげる。

　少女が顔を上げて、リビングの壁かべにかかっている時計を確かめた。七時を回っている。

「そろそろおしまいよ、リーサ」

　と、リビングの窓から母のクラーラが顔を出す。

「ウィルヘルミネ、クラリッサ、そろそろ中に入りなさい」

「はーい。ほらリーサ、おいで」

　一年前に生まれた妹に手をのばしておいでおいでをすると、クラリッサは不満そうに眉まゆ根ねを寄せて、ボールをウィルヘルミネに放ほうり投げた。まだまだ遊ぶという抗こう議ぎだ。

　ウィルヘルミネは腰こしに手を当てて目を怒いからせた。

「こら。怒ったってだめよ、もうおうちに入るんだから」

　そのとき、何かが弾はじけるような音がして、ウィルヘルミネがつんのめるように倒たおれた。

　クラリッサは目を丸くする。

　倒れたウィルヘルミネの腰の辺りに、赤いものが広がっていく。風に乗って鉄の臭においが運ばれ、異変に気づいたクラーラと父のミヒャエルが慌あわてて顔をのぞかせる。

　倒れたまま動かない姉を茫ぼう然ぜんと眺ながめていたクラリッサは、悲鳴を上げて駆かけ寄ってくる母と、娘むすめの名を叫さけんでいる父を見て、火がついたように泣き出した。
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　夕食の片づけを終えたグレーテルは、キッチンの窓からとっぷりと陽が暮れた空を見上げて、ふうと息をついた。

「早くお戻もどりになるといいけれど……」

　そのとき、ダイニングにあるアンティークの電話が鳴った。

　ふいにグレーテルは、嫌いやな予感を覚えた。誰だろう。

　呼び出し音はすぐに切れた。ルイが受話器を取ったのだろう。

　窓を閉めるグレーテルの耳に、ルイの声が途と切ぎれ途切れに聞こえてくる。語気がどんどん硬かたく、切せつ迫ぱくしていくのがわかった。

　グレーテルは手を止める。ダイニングに向かうと、食後のお茶を飲んでいた咲夜やトーゴが、青ざめた顔でルイの様子を窺うかがっていた。

　ルイは受話器を置くと、血の気の失うせた顔で振り返った。

「ルイ、何？」

　咲夜の問いに、執事は一度深呼吸をした。

「ミヒャエルの娘が、何者かに狙そ撃げきされて重体だと……」

　できるだけ平静にと努めながら告げたが、少しだけ声が震ふるえる。

　咲夜は瞬またたきをした。ミヒャエル、聞き覚えはあるが、誰だったか。

　トーゴが椅い子すを倒して立ち上がった。愕がく然ぜんとした面おも持もちが、衝しよう撃げきの深さを物語っている。

「リューゲン島の…？」

　確かく認にんする声こわ音ねは固い。頷くルイに、トーゴはさらに畳たたみかける。

「どっちだ。ミーネか、リーサか」

「ミーネ…ウィルヘルミネだと」

　リューゲン島に住むヴァンピーアのミヒャエルとクラーラは、トーゴの旧友だ。彼らのふたりの娘はトーゴによく懐なついていた。

「誰がそんな」

「わかりません。霧きりの森の魔ま女じよを呼んで治ち療りようをしているということですが」

　一いつ旦たん言葉を切って、ルイは目を泳がせた。

「血が止まらない…、傷が、一向にふさがらないのだと」

　これには、全員が息を吞のんだ。

「なんですって…？」

　咲夜は思わず声をあげる。

「待って。ミヒャエルとクラーラの娘ってことは、純血のヴァンピーアよね？」

　頷うなずいたルイに、咲夜は思わず席を立って詰め寄った。

「どうして？　銃じゆうで撃たれたにしても、すぐにふさがるはずだわ。だってヴァンピーアなのよ？　人間の武器は通じない……」

　そこまで口にしてから、咲夜はふと目をしばたたかせて息を吞む。

「……なのに…傷がふさがらない…？」

　それが何を意味しているのかを理解して、咲夜はぞっとした。

　ヴァンピーアに効果のある弾丸が使われた。ミヒャエル・ハインツの一家が人間ではない、モンスターだと知っている者の仕し業わざではないのか。

　そんな弾丸を作れるのは、咲夜の知る限り、クライスしかない。

　リューゲン島では以前、クライスによる石化実験が行われたことがある。その際、シュトラントヴァルトの村で生じている異変を最初に察知したのがミヒャエルだった。

　もしクライスが、あの事件の折に、ハインツ家のことを知ったのなら。それに、クライスには離り反はんしたクラーン、ケッツァーが何人も与くみしている。その中の誰かが彼らの情報をクライスに漏もらしていても不思議はない。

　だが、何のためにだ。どうして非力な子どもが狙ねらわれたのだ。理由がわからない。

　次々に生じる疑問に咲夜の思考は席せつ巻けんされる。

「……ちょっと、待って。落ちつかなきゃ…」

　自分に言い聞かせながら、咲夜は必死で考えた。

　そんな咲夜に、ルイが静かに言った。

「どうされますか、咲夜様」

　はっと息を詰める。ルイも、グレーテルも、トーゴも、自分に視線を注いでいる。

　彼らは待っているのだ。咲夜が判断するのを。カールもアルベルトも不在のいま、ここでもっとも強い発言権を持っているのは、ベルンシュタイン家の養女である咲夜なのである。

　これまで自覚していなかったが、そういうことだ。ひとたび事が起こったとき、彼らは長おさの命令に従って行動する。

　そしていま、事が起こった。

　三対の視線を受けながら、咲夜は懸けん命めいに考えた。

　どうする。

「……ええと…」

　いまの状じよう況きようとわかっている情報を整理する。

　ミヒャエルが連れん絡らくしてきたのは、カールに報しらせるためだ。ヴァンピーア・クラーンの長に助けを求めるために。

　しかしカールは不在だ。城に向かって移動中。使い魔まのコウモリも一いつ緒しよに行ってしまった。

「そうだ、なんとかして父さんに連絡しなきゃ」

　一同を見み渡わたした咲夜の言葉に、グレーテルが応じた。

「シルフに頼たのみましょう」

「お願い。それと、トーゴ」

　オリエンタール・ヴァンピーアは、血の気の失せた顔で唇くちびるを引き結んでいる。

「きっと父さんなら、あなたをリューゲン島に行かせると思う」

　リューゲン島はドイツの北方に位置する。ハインツ夫妻はトーゴの旧友で、ザスニッツの近くにあるシュトラントヴァルト村には彼の恋こい人びとが住んでいる。トーゴは彼らのことを案じている。顔には出していないが、握にぎり締しめられた拳こぶしがそれを物語っている。

「……いいのか」

　トーゴは低く問うた。

　いくら自由な外出が比ひ較かく的てき許されるようになったとはいえ、それは近場での話だ。マインツからリューゲン島までは相当の距きよ離りがある。

　カールやエーアストの許可なしでは、後々問題とされる可能性は充じゆう分ぶんにあった。

　だが咲夜は断言した。

「いい。きっと父さんだってそうする。ううん、本当はきっと、あなたと一緒に自分も行くって言うと思う。けど、あたしは行けない。だから代わりにあなたが行ってきて」

　旧知の仲のヴァンピーアが来てくれれば、ハインツ夫妻も少しは心強いだろう。

「わかった」

　トーゴはすぐさま身を翻ひるがえし、ダイニングを飛び出していく。

　咲夜は深呼吸して、ひとつひとつ情報を整理しながら自分のやれることを考えた。

　ミヒャエルの家とこの邸やしきは連絡が取りやすい。情報は逐ちく一いちここに入れてもらう。それをシルフを通じてカールに伝える。

　そうしているうちに、カールが何か手を打ってくれるだろう。そして、抱かかえている問題をできる限り速すみやかに片づけて、帰ってきてくれる。咲夜はそれまで持ち堪こたえればいい。

　悔くやしいが、咲夜にはそれしかできないのだ。

　トーゴが出ていくのをグレーテルが見送りに行く。彼女はそのままシルフとコンタクトをとるだろう。

　エレメンタル・クラーンのシルフ。その王パラルダのことは、シュトラントヴァルト石化事件の折に、ザスニッツのホテルで垣かい間ま見みた。直接話をすることはできなかったが、姿ははっきりと覚えている。

　彼が咲夜に向けた視線に、非好意的な色はなかった。それでも、咲夜の頼みを聞いてくれることはないだろう。グレーテルがいてくれて本当に良かった。

　咲夜はふらりとよろめいて、テーブルに手をついた。その肩かたをルイが支えてくれる。

「咲夜様、ご立派でした」

　決断は上に立つ者の役目だ。誰だれにも裁量をゆだねられない。頂点に立つ、その責任は重い。

　だからこそベルンシュタイン家は莫ばく大だいな財産と権力を持っていられるのである。責任と権利は表ひよう裏り一いつ体たいだ。

「……ルイ、新しいお茶を淹いれてくれる？　喉のどが渇かわいた」

「かしこまりました」

　咲夜の言葉に、ルイは一礼してキッチンに下がっていく。その背を見ながら、深い嘆たん息そくが自然に漏れていた。

　凄すさまじい疲ひ労ろう感かんが両りよう肩かたにのしかかってきた。こんなことは初めてだ。たったあれだけのことしかしていないのに。自分は采さい配はいしただけだったのに。実際に動いているのはみんななのに。

　情けない。

　椅子に座りこんで唇を嚙かむ。

「……」

　息を殺すようにして様子を窺うかがっていたジルが、そっと近づいてきた。そして、咲夜の手をそっと握って、不安そうな顔をする。

　咲夜ははっとして、ジルと視線の高さを合わせた。

「ごめん。びっくりさせたね」

　ジルは頭かぶりを振ふり、恐おそる恐るといった様子で口を開く。

「撃うたれた子…どうなるの…？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、きっと……。だって、ヴァンピーアなんだから」

　そう告げながら、しかし咲夜の心には黒い霧きりのような不安が広がっていくばかりで、それを消すことはどうしてもできないのだった。
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　一夜明けた平日の午後、東條要が何やら困った顔でベルンシュタイン家にやってきた。

「あれ？　アルベルトさんとトーゴさんは？」

　出で迎むかえた顔ぶれの中に、いつもだったら並んでいるはずの顔がないことを訝いぶかる要に、咲夜は唸うなりながら返した。

「ちょっと…色々あって、出かけてるの」

　その口ぶりから、何かクラーンの中であったみたいだなと感じた要はそれ以上の言げん及きゆうを避さけ、話題を変えた。

「聞いてくれよー。なんか、おかしなことになってさー」

「は？」

　声をあげたのは咲夜で、お茶を用意してきたルイは黙だまったまま目を丸くする。

　グレーテルお手製の、焼きあがったばかりのスコーンとフィナンシェを前に手を合わせた要は、眉み間けんにしわを寄せた。

「それがさぁ…あち、あちち…おお、おいしそう」

　ふたつに割ったスコーンは、ふっくらとしたクリーム色で、ほかほかと湯気を立てながら甘いバニラの香かおりをふんわり漂ただよわせる。添そえられたジャムとクロテッドクリームも勿もち論ろんグレーテルのお手製だ。

　濃のう厚こうなクロテッドクリームを塗ぬった半割りのスコーンを瞬またたく間に胃に収め、ベルガモットの香りも清すが々すがしい紅茶で喉を潤うるおしてから、要は息をついた。

「ああうまい。生き返る。今日テスト難しくて苦労したんだよねー」

「要さん、こちらもどうぞ。頭を使ったあとは甘いものが必要ですよ」

　グレーテルが焼きたてのクッキーをのせたプレートを持ってきてテーブルに置いた。これもまた香こうばしいよい香りを立てて食しよく欲よくをそそる。

「いただきます。……うまい、幸せ」

「で、要。何がおかしいって？」

　タイミングを計っていた咲夜が口を開く。要はかじりかけのクッキーを口に放ほうり込み、天てん井じようを仰あおいだ。

「昨日、かーさんが言ってきたんだよ。今年の夏は豪ごう華かクルーズ客船で三週間の家族旅行よ」

「は？」

　新しいクッキーをかじって、要は渋しぶい顔になる。

「なんでも、三週間のヨーロッパ・アメリカ周遊クルーズが当たったんだそうな。家族全員ご招待、船内費用も何もかも先方持ちで、ディナー用のスーツやドレスも用意してもらえて、キャビンはなんとスイートルーム」

　それはまた随ずい分ぶん豪ごう勢せいだ。

「良かったじゃない。おみやげよろしくね」

　ティーカップを口元に運びながらそう言った咲夜の手が、次に要が発した言葉で止まった。

「主しゆ催さいがブリンクラインなんだって」

　ルイとグレーテルもまた無言で要を凝ぎよう視しする。

　彼はティーカップの紅茶をぐいっとあおり、スコーンやフィナンシェをばくばくと食べながら、つづける。

「ところが、かーさんもとーさんも、抽ちゆう選せんに応おう募ぼした覚えがないっていうんだねー。で、さすがに胡う散さん臭くさいだろと思って、そう言ったらさ」

　──そうなのよ。詐さ欺ぎの可能性大ありでしょ？

　要の母雅まさ美みは、しかつめらしい顔で頷うなずいた。

　まさかねと思いながら、念のためブリンクラインに問い合わせをしたらしい。送られてきた書類に書かれていたものだ。問い合わせる前に、そこに書かれていた連れん絡らく先が本物であるかどうかも確かく認にんした。

　明記されていたのは確かにブリンクライン本社広報部のものだった。担当者は雅美に、詳くわしい説明をしたいので本社までご足労頂きたいと告げ、迎むかえの車を手配するとまで言った。

　しかし雅美はそれを断り、自分で調べてブリンクラインの本社に出向いた。

　受付で名乗ると、受付嬢じようは慇いん懃ぎんに彼女を案内し、立派な応接室に通された。しばらく待つと、若い男性と女性、初老の男性がひとり現れて、それぞれが丁てい寧ねいに自己紹しよう介かいし、名めい刺しを出してきた。

　若いふたりは広報の人間で、初老の男性はブリンクラインの経営陣じんのひとりだった。

　ゲオルグ・バスラー。ブリンクラインの役員で、今回のクルーズ企き画かくにゴーサインを出したのがこの男なのだった。

　彼らの説明はこうだ。

　先日わが社が起こした海難事故では多数の損害を出し、かつ顧こ客きやくの皆みな様さまに多大なる迷めい惑わくをかけてしまった。また、客数が著いちじるしく減少している。ブリンクラインのクルーズがいかに安全で満足のいくものであるかを改めて知ってもらうために、過去に当社の客船に乗船されたことのある方をランダムに選び、十五組の家族を招待することになった。あなたのご主人もその中に含ふくまれており、先日送付したパンフレットにもそれが明記されていたはずだ。

　確かに、そのように書かれてはいた。しかし、あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない話だったので大おお掛がかりな詐欺ではないかという疑いが拭ぬぐえなかったと告げる雅美に、そのように言ってくる方々も多いのでひとりひとりに丁寧に説明をさせてもらっていると、彼らは澱よどみなく答えたのである。

　そしてその説明には、担当者だけでなく必ず重役であるゲオルグが同席し、信用してもらえるよう尽じん力りよくしているということだった。

　雅美は改めてパンフレットをもらい、名刺とともに夫にそれらを見せて、ブリンクラインの船に乗ったことがあるかどうかを確認した。

　夫の一かず雄おはしばらく記き憶おくを手た繰ぐって、そういえばかなり以前に一度だけ会社の企画でライン川のディナークルーズに参加したことがあったなぁと、思い至ったのである。

　かくして、ブリンクラインの今回の企画が信用できるものであることが証明された。

　話を聞いた会社は、勤勉な日本人らしい一雄がほとんど有給休きゆう暇かを取っていないこともあり、いい機会だからと三週間の長期休暇を認めてくれた。

　要の学校もちょうど夏季休暇に当たるので、家族三人でのクルーズ旅行が決定したのだ。

「俺抜ぬきで決まっちゃってさー。いやね、俺だってね、楽しそうだよねとは思うよ？　けど、なんかこう、ちょっと、引っかかるわけだよ」

　要は咲夜たちからマリー・クリスティーネ号沈ちん没ぼつ事件の詳しよう細さいを聞いているのだ。

　一いつ緒しよのテーブルについているジルをちらりと見て、要は息をつく。

「だってさ、考えてもみてくれ。会社の企画でディナークルーズに一度行っただけの父さんが、なんでそんな豪華クルーズの企画に当たっちゃうわけ？　そういうのって普ふ通つう、常連さんが選ばれたりしない？　自じ慢まんじゃないけど、俺んちごくごく普通なわけだよ。まぁちょっとは余よ裕ゆうがあるのかもしれないけど、あんなパンフレットに載のってる船なんて無む縁えんだよ？」

　ここで、要の背後に超ちよう然ぜんとたたずむ骸がい骨こつ騎き士し、ロード・スケルトンが重々しく頷いた。

「いかにも。要の洞どう察さつは評価に値あたいするものだ」

「…て、ロードさんは言ってくれるんだけど、うちの親聞いてくれなくてさー」

　何しろ豪華クルーズ船の旅など縁えんがない。招待で行けるというなら、こんなにラッキーなことはないだろう。一生の思い出になると、両親ともに大乗り気だ。

「俺はね、できたらあんまり行きたくないんだよ。ブリンクラインていうのが、ものすごーく引っかかる。ほかの会社だったら気にならなかったんだけどさ。まぁ、やなもんはやなんだよ、としか言いようがないから、説得力がないんだけどね。さすがにクラーンのこととかは言えないから、どうしたもんかとね……」

　ふうと肩かたを落とした要は、咲夜を見た。

「司堂、お前はどう思う？」

　咲夜は即そく答とうした。

「怪あやしい。あたしだったら絶対行かないわ」

「だよな」

　ふたりはうんうんと頷き合った。

　何しろマリー・クリスティーネ号の船底にはクライスの研究施し設せつがあったのだ。このクルーズにクライスが関かかわっていないという保証がない以上、いくら招待されたからといってほいほいそれを受けるのは危険だ。

　少なくとも咲夜はそう判断する。事情を知っている要も同じだった。

　が、それは事情を知っているから言えるのだ。

　咲夜は前まえ髪がみを搔かき上げた。

「難しいところよね…。クライスのことは言えないし…」

　クラーンのことももちろん話せない。

　ここでロードがおもむろに、グローブに包まれた片手をあげた。
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「我が抱いだく懸け念ねんがある」

「なに？　ロード」

　瞬きをする咲夜に、骸がい骨こつは重々しくつづけた。

「要がクラーンと関わっているという事実を、クライスが摑つかんだ可能性だ」

「まさかぁ」

　間かん髪はついれずに笑い飛ばそうとした要だったが、彼以外の全員が真しん剣けんな面おも持もちで押し黙だまっているのを受けて、頰ほおを引き攣つらせた。

「おーい…。やめてくれよ、そういうの…」

　しかし、要も本当はわかっている。一度は誘ゆう拐かいされた。命の危険にもさらされた。

　ロードが要の護衛についているのはそのためだ。

　自分だけでなく、家族にも危険が及およぶ。それは、想像したことはあっても、現実味のない絵空事だった。少なくとも彼はそう思っていたし、そう思いたかった。

　それまで沈ちん黙もくしていたルイが、漸ようよう口を開いた。

「その企画のことを、こちらでも調べてみましょう」

　咲夜と要が目を向けると、ルイはほけほけといつものように穏おだやかに笑った。

「ブリンクラインのことは、マーメイド・クラーンが調査しています。この件についても早さつ急きゆうに調べるように手配しましょう。もしかしたら、本当にただの名めい誉よ挽ばん回かいのための企画かもしれませんし。そうなら安心してクルーズを楽しまれれば良いかと」

　要はこくりと頷く。彼とて本音は、そうあってほしいのだ。母は嬉うれしそうに準備をしている。父も楽しそうだ。自分はいいからふたりで行ってくればいいというのも、紛まごうかたなき本心なのである。










　三日後、東條要は学校帰りにベルンシュタイン邸ていを目指していた。

　調査が進展しているんじゃないかと期待してトラムを降りた要は、朗ほがらかに微笑ほほえんで手を振ふっている男を見てげっと唸うなった。

「やあ要くん、久しぶり」

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつのヴァンピーア、エクシールだ。

　周りに人目があるので、要は頰を引き攣らせながら、とりあえず歩き出す。その傍かたわらに、エクシールは当然のように並んだ。

「聞いたよ、ご両親がブリンクラインのクルーズに招待されたんだって？」

　要は乾かわいた笑えみを返した。どこで聞いた、どうやって知った。

「ふっふっふっ。私は色々なことを知っているんだよ。だから親切に忠告をしてあげようと思ってね。ああそれから、エリアンヌは元気かな？」

「………」

　もはや何も言うまい。

　また伝でん書しよ鳩ばとならぬ伝書ナハバールかと、諦てい観かんが胸を満たす。

　悟さとりってきっとこんな感じ、と遠い目をする要に、エクシールは滔とう々とうと語る。

「あのクルーズ自体はまっとうなんだけど、きみは行かないほうがいいね。海の上では逃にげ場がない。きみがいなければ、きみの両親が危あやうい目に遭あうことは、おそらくないよ」

　要は立ち止まってエクシールを凝ぎよう視しした。

「あんた、なんでそんなこと知ってるんだよ」

　エクシールは黙ったまま微笑む。答えはないと思っていたが、案の定だ。

　それでも要は食い下がった。

「なんでもいい、俺が納なつ得とくするような答えを言ってみろよ。そしたら信じてやるし、司堂に伝えたいことがあるんだったら聞いてやってもいい」

　啖たん呵かを切った要の背後で、ひひんと骸骨馬がいなないた。よくぞ言った、と誉ほめてもらえたらしい。

　よく言ったと自分でも思う。しかし、この勇気はひとえに、ロード・スケルトンとその愛馬ペレニアル・オネスティがガードしてくれているがゆえである。彼らがいなかったらエクシールに言わせるだけ言わせて、とにかく穏おん便びんにやりすごすことだけを考えていただろう。

　エクシールは目をしばたたかせて、面おも白しろいと言いたげな顔をした。紫むらさき色いろの瞳ひとみが輝かがやいたのが確かに見えた。

「へえ。取引か、それはそれで興味深いね」

　口元に手を当てて思案するそぶりを見せたエクシールは、要の背後にいる骸骨騎士と骸骨馬を一いち瞥べつした。

「じゃあ、ひとつだけ。クライスは一枚岩ではないし、ブリンクラインも同じだ」

「え…？」

　意表をつかれた要は言葉を失う。エクシールは目を細めた。

「我がモンスター・クラーンが、一枚岩ではないようにね」

　そうして彼は、ロード・スケルトンに視線を投じた。

「ウィル、きみなら意味がわかるだろう」

　ロードは無言だ。エクシールは気分を害したふうもなくつづける。

「狙ねらわれているのはジルだよ。彼らはあの子を追っている。要くん、きみ、あの子を連れて何度か街を歩いたね？」

　要は困こん惑わくしながら記き憶おくをたどり、頷うなずいた。確かに、遊びに行ったとき、ベルンシュタイン邸の近くのインビスや公園にジルを連れて行ったことがある。

　咲夜やグレーテルも一いつ緒しよに足をのばした。周りにおかしな者がいないかは、アルベルトやトーゴ、ルイにロードが常に目を光らせていて、万ばん全ぜんの態勢を整えていたように思う。

　そうやって少しずつ、ジルがこの生活に慣れていって普ふ通つうに暮らせるようになったらいいなと思って。咲夜たちもそのように考えていた。

　はじめは怯おびえていた少女が少しずつ心を開いて、街を歩いて人とすれ違ちがっても震ふるえなくなっていくのを見るのが、要は嬉しかった。

　咲夜がジルを妹みたいだと言っていたが、要にとってもそうだった。

「ベルンシュタイン家はガードが固い。だが、きみは一見いつもひとりで出歩いているから、監かん視しをしやすいのさ」

　骨骨しきジェントルマン、ロード・スケルトンと、その愛馬ペレニアル・オネスティが常に同行して要の身辺警護を行っているのだが、ナハバールたちに彼らの姿は見えないのだ。

　要は目を丸くして、慌あわててロードを振り返った。

　コカールの下にあるくぼんだ眼がん窩かの奥がきらりと光った。ように、要には見えた。

「……勘かん違ちがい、もしくは思い過ごし、と考えたかったが……」

　ロードの重い声は、エクシールの台詞せりふを肯こう定ていしていた。

　要は息を詰つめた。思ってもみないところで、既すでに何かが起こりはじめていた。ならばやはり、あのクルーズ招待は罠わなだ。

「言っただろう。きみがいなければ、きみの両親に危害が及ぶことはないと」

　青ざめた要にかけられるエクシールの声こわ音ねには、思いやりとか優やさしさとか、そう言った響ひびきが含ふくまれているように要は感じた。もっとも、要自身がそう思いたいだけかもしれないのだが。

「あの子を渡わたしてはいけないよ」

　最後にそう告げると、エクシールは手をひらりと振って踵きびすを返した。

　その背を見ながら、要はぽつりと呟つぶやいた。

「……わかんない奴やつだよな…」

　何を考えているのか。何をしようとしているのか。何をしたいのか。

　エクシールは謎なぞだらけで、行動に脈みやく絡らくがない。

　それでも、彼が要に告げた言葉はきっと、噓うそではない。なんとなく、要はそう思う。

「……と、思うんだけど、どうでしょう？」

　念のため、ロードに尋たずねる。彼は鷹おう揚ように頷いた。

「おそらく、誤りではない」

「……ウィル、というのは、ロードさんのこと…？」

　すると、ロード・スケルトンの剝むき出しの歯が、きらりと光った。ように要には見えた。

「あ奴、遠い昔に捨てたものを、わざわざほじくり返す。捨て置くがよいぞ、要よ」

　そして、まだまだ高い位置にある陽光を全身に浴びながら、骨骨しさの眩まぶしい骸がい骨こつ騎き士しはマントを翻ひるがえした。

「ベルンシュタイン邸に参ろうぞ。エクシールの言葉、咲夜に伝えねばなるまい」

　骸骨馬を従えて要を促うながすロードを見ながら、要は思った。

　やっぱり答えてくれないけど、まあいいや。それにしても振る舞まいすべてが気品にあふれて、相変わらず惚ほれ惚ぼれするほどかっこいいぜ。骨だけど。

　結局要は誤ご魔ま化かされたのだが、大して気にすることもなく、尻しつ尾ぽを振って急せかしてくる骸骨馬に並んで歩きだした。
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　東條要がベルンシュタイン家マインツ邸ていに向かっていた頃ころ。

　シュヴァルツヴァルトの奥深くにそびえる黄昏たそがれの城では、カールとアルベルトがオイゲン・フォン・カルネオル及およびザムエル親子と対決しようとしていた。

　昨夜、城に入ると同時に、カールはシルフからミヒャエルの娘むすめウィルヘルミネが狙そ撃げきされたことを知らされた。その一報が入ってすぐに咲夜が、そのときできる範はん囲いでの指図をしたということも。

　カールはすぐさまエーアストにその件を伝え、即そつ刻こく邸やしきに取って返そうとしたのだが、オイゲンとザムエルがそれを阻はばんだのである。

　彼らはカールたちが登城するのを待ち構えていたのだ。

　オイゲンの命令で門を閉じたのは、カルネオル家のヴァンピーアたちで、彼らはカールの言葉に耳を貸さない。主あるじはオイゲンであり、彼の命令がなければ閂かんぬきは開けないの一点張りだ。

　カールとアルベルトは力ずくで門を破ろうかと思ったが、エーアストの意を受けて駆かけつけたセイレーンに制された。

　カルネオルの言い分にも一理ある。しかし彼らが強ごう引いんに過ぎるのも確かだ。翌日改めて、話し合うように。

　エーアストにそう命じられ、両者は渋しぶ々しぶと引いた。

　そして、一夜明け、さあ話し合いという名の戦いだと息巻いたカールだったが、カルネオルの者たちが何やらざわついて一向に出てこないために、しつらえられた謁えつ見けんの場で待ちぼうけを食くらわされた。

　カールとアルベルトは苛いら々いらしながらカルネオルを待った。忍にん耐たい力の限界を試ためされているのだと自分をだましながら、待った。

　しかし、陽ひが暮れはじめても彼らは現れない。

　そろそろ実力行使をしてもいいんじゃないかなぁというカールのいやに間延びした台詞を受けたアルベルトが無言で頷いたのを、目もく撃げきした城の者たちは震えあがった。

　カールはヴァンピーア・クラーンの長おさで、アルベルトはダンピール。彼らの実力を知らない者は、城にはひとりとしていないのだ。

　怒いかりと苛いら立だちの頂点を超えると、気持ちというのは奇き妙みように凪ないでいくものだ。

　そのような状態になったベルンシュタインの親子に、エーアストからの召しよう請せいがあったのは、空に夜の帳とばりが広がりかけた頃だった。

　一見平静そのもののカールとアルベルトがエーアストの寝しん室しつに入ると、青ざめたオイゲンとザムエルが既に揃そろっていた。

　エーアストはベッドの上で上半身を起こし、クッションにもたれている。

　カールは片かた眉まゆを動かした。

「これはこれはカルネオル伯はく。姿を見せないので、火急の用でも生じたのかと思いましたよ。あるいは、話し合う勇気がどこかに消えたために城を下がったのではと」

　オイゲンの歳はカールとあまり変わらない。しかし外見はカールより二十ほども老いて見えた。ザムエルのほうがカールと同年に見える様相をしている。

　反論してくるかと思ったが、予想に反して彼らは無言だった。

　カールとアルベルトは、さすがに訝いぶかった。カルネオル親子の様子がどうもおかしい。

　強きよう硬こうに縁えん談だんを推おし進めようとしているにしては、覇は気きがない。

　胡う乱ろんげな顔になったカールは、片手をあげたエーアストに気づいた。

「リューゲン島に住むクラーンの話を聞いた」

　カールは頷いた。ミヒャエルの娘が狙撃された件だ。続報が聞こえてこないのでずっと案じていた。

「霧きりの森の魔ま女じよたちが手を尽つくしているが、事態は好転の兆きざしを見せないということだ」

　そしてエーアストは、カルネオル親子に視線を投じた。

「どうやら、我らのクラーンを狙撃したのは、同じ血を持つクラーンの者らしい」

　カールとアルベルトが息を吞のむ。同時にオイゲンとザムエルの肩かたが大きく震えた。

　アルベルトは眉まゆ根ねを寄せた。なんだ。オイゲンたちは、まるで怯おびえているかのような面おも持もちに見える。

　エーアストは淡たん々たんとしている。

「まだ確証は取れていないが、どうやらその忌いむべきクラーンは、カルネオル家のディートリヒではないかと思われる」

　カルネオル家のふたりは、わなわなと震ふるえだす。

　一方のカールとアルベルトは、あまりにも予想とかけ離はなれ過ぎた事態に、さすがに言葉を失った。

　カルネオルのディートリヒ。使い魔まのコウモリから、ディートリヒからいわれもなくひどい目に遭あわされたのだという訴うつたえを、つい先日聞いたばかりだ。

　その男が、なんだと。

「……は…？」

　それ以上声の出ないカールを向いて、エーアストは険しい目になった。

「あまり信じたくはないけどね。……あろうことか、ヴァンピーア・クラーンの名家の者が、クライスに通じていたようだ」







　　　　４







　絶句したカールに、エーアストは嘆たん息そくして、カルネオル親子を目で示す。

「その事実を摑つかんだのは、リューゲン島に派は遣けんしたマーメイド・クラーンだ」

　ディートリヒをザスニッツの街で見かけ、ハインツ家のことでカルネオル家からつかわされたのかと思い声をかけたところ、彼はぎょっと目を剝いて逃とう走そうを図はかったという。

　マーメイドたちは不ふ審しんに感じて彼を追い、ビルとビルの隙すき間まに追い詰つめる形となった。

　するとディートリヒは、やおら振ふり返って拳けん銃じゆうを構え、トリガーを引いた。発射された弾だん丸がんはマーメイドのひとりに命中した。倒たおれた仲間をマーメイドたちが介かい抱ほうしている隙にディートリヒは行方ゆくえをくらませたのである。

　ただちに霧の森の魔女たちを呼び、傷の手当てを頼たのんだのだが、どれほど手を尽くしても止血ができない。特とく殊しゆな弾丸が使われているのだ。

　もしやこれは、ミヒャエルの娘ウィルヘルミネに使われたのと同じ弾丸ではないのか。

　魔女がそれに気づき、マーメイドたちは騒そう然ぜんとした。まさか、あのカルネオル家の次男がクラーンの子どもを撃うったというのか。

　報しらせを受けた霧の森の大魔女アグラーヤは、ウィルヘルミネと同様に、瀕ひん死しのマーメイドを霧の森に運ばせた。ふたりはいまも生死ぎりぎりのところを彷徨さまよっているという。

「ディートリヒが…なぜ…」

　アルベルトが低く唸うなった。彼はこの城で十年間暮らしていた。何度かディートリヒとも顔を合わせたことがある。ダンピールであるアルベルトを必要以上に蔑さげすみ、使い魔たちにも乱暴だった。自分より身分や地位が上の者たちにはへつらって、陰かげでは貶おとしめるようなことを言ってはばからない。

　理り不ふ尽じんな蔑みを受けるアルベルトに、よくトーゴが言っていたものだ。

　あれは、己おのれの不満を形を変えて他人にぶつけているんだ、と。

　カルネオル伯オイゲンは、長男ザムエルにばかり目をかけて、ディートリヒを軽かろんじているように誰の目にも見えている。それは、ザムエルが優ゆう秀しゆうでディートリヒが劣おとっていたからなのだが、本人はそれを認めようとしなかった。自分のほうが優すぐれているのに長男だから兄ばかりがもてはやされるのだと吹ふい聴ちようし、彼の財力をあてにした質たちのよくない下層階級のクラーンたちと徒党を組んでいた。

　アルベルトの瞼まぶたが震える。下層階級のクラーン。最近頻ひん繁ぱんに離り反はんする者がいる。ケッツァーとしてアルベルトや咲夜が狩かってきたのは、その階層の者たちばかりではなかったか。

　それまで青ざめた顔で押し黙だまっていたオイゲンが、ようやく絞しぼり出すように言った。

「……まだ…ディートリヒがやったと、決まったわけではない…！」

　ザムエルが父の腕うでを摑む。

　制止しようとしている息子むすこの手を振り払はらい、ヴァンピーア・クラーンのナンバー２とされている名家の長おさは、眦まなじりを吊つり上げてまくしたてた。

「何かの間ま違ちがいだ、息子は陥おとしいれられたか、騙だまされたに違ちがいない！　マーメイドたちに追われて錯さく乱らんし、きっと身を守ろうとして…！」

「父上、やめてください」

「黙れ！　ディートリヒが、あの子が濡ぬれ衣ぎぬを着せられているんだぞ！　お前は兄としてどうしてあの子を守ってやろうとしないんだ！」

「父上！」

　顔を真っ赤にしたオイゲンに、ザムエルが悲鳴のような声で叫さけぶ。ひどい醜しゆう態たいだ。

　ザムエルは唇くちびるをわななかせた。

「守って、きましたよ、ずっと。ですが、これは、今回ばかりは、どうしようも……」

「お前は、あの子が可哀かわい想そうだと思わないのか、ザムエル！　お前はなんと冷れい酷こくな、お前という奴やつはなんと…！」

　オイゲンはザムエルを責めたてる。

　理不尽だと、オイゲン以外の誰だれもが思っていても、彼はそれをやめようとしなかった。

「可哀想に、ディートリヒはこんなにも追い詰められて。兄であるお前が手を差しのべてやらなければ、誰があの子を守るのだ！」

　ディートリヒには伝わっていなかったが、オイゲンは次男を溺でき愛あいしていた。愚おろかしさすら好ましく思い、できるだけ苦労をさせないようにと、クラーンとしての責任はすべてザムエルに任せ、ディートリヒには何もさせようとしなかった。

　期待しなかったのではない、責任を負うという重圧から守ろうとしていたのである。

　オイゲンは明らかに間違った愛情をかけていた。

　それがディートリヒを鬱うつ屈くつさせ、このような暴挙に及およぶほど歪ゆがませてしまったのだと気づいても、彼はそれを認めたくないのだ。

　カルネオル伯は両手で顔を覆おおった。

「……ザムエル…早くあの子を助けてやらなければ……」

　その、一気に数十年も老け込んでしまったようなオイゲンの姿に、カールは苦いものを覚えて目を逸そらした。

　おそらく彼は、マーメイドからの凶きよう報ほうがもたらされるまで、自分たちの絶対的な勝利を信じて疑わなかったはずだ。

　アルベルトとアンゼルマの婚こん姻いんを成立させ、ヴァンピーア・クラーン次代の外がい戚せきとなる。

　ヴァンピーアの長は、モンスター・クラーンの頂点だ。ずっとナンバー２に甘んじてきたカルネオルが、名実ともにトップに立つ、その実現まであと一歩。

　しかし、息子の愚ぐ行こうで野望が潰ついえようとしている。子どもたちのためにと思っていたのに、その子のせいですべてが水すい泡ほうに帰した。

　エーアストはオイゲンのうめきを聞きながら、思し慮りよ深い眼まな差ざしで自分の指を見ているようだった。焦しよう点てんは指先に合っていない。彼は思考に没ぼつ頭とうしている。

　エーアストが漸ようよう口を開いたのは、重苦しい沈ちん黙もくにカルネオル親子が押し潰つぶされそうになった頃ころだった。

「───アルベルト」

　静かな声に呼ばれたダンピールは、無言で視線を滑すべらせる。エーアストの紫むらさきの瞳ひとみがきらりと光った。
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「狩りだ。標的はディートリヒ・フォン・カルネオル」

　オイゲンとザムエルが色を失う。

「エーアスト…っ！」

　悲鳴のような声をあげたオイゲンは、しかしエーアストの酷こく薄はくな眼光を受けて硬こう直ちよくし、二の句を継げなくなった。

　ヴァンピーア・クラーンの最長老は、衝しよう撃げきでさらに老いたように見えるオイゲンではなく、ザムエルに言い渡わたす。

「ディートリヒの行動を把は握あくしていなかったことについては、カルネオル家の監かん督とく不行き届き。だが、クラーンへの反逆とも取れる一連の犯行はあくまでもディートリヒ単独のものであり、カルネオル家は関かん与よしていない。それで間違いはないか」

「間違いありません」

「ザムエル！」

　即そく答とうしたザムエルに、オイゲンは非難の怒ど号ごうを浴びせた。しかしザムエルは怯ひるまない。

「当家はあのケッツァーとはもはや無関係です。エーアスト、どうかカルネオル家とその一族に、寛かん大だいな処置を…！」

　深くこうべをたれるザムエルに摑みかかろうとしたオイゲンを、カールが阻はばんだ。

「オイゲン、諦あきらめろ」

　カルネオル伯はくは、血走った目でベルンシュタイン公を睨にらみつけていたが、やがて頭を抱かかえてうずくまった。

　軽くため息をつき、エーアストは目を閉じた。

「オイゲン。ディートリヒの育て方を間ま違ちがえたのは、お前の責任だ。家か督とくをザムエルに譲ゆずり、一線を退くのがいいだろう。ザムエルは、ディートリヒと関かかわった下層階級のクラーンについてを調べ、不ふ穏おん分ぶん子しを徹てつ底てい的に洗い出すように」

「は…！」

　応じたザムエルは、打ちのめされて立てない父に手を差し出す。しかしオイゲンはその手を振ふり払い、自力でよろよろと立ちあがった。

「……カール…ダンピール…、忘れんぞ、決して…！」

　呪のろいのような言葉を吐はいて、先代カルネオル伯はエーアストの寝しん室しつを出ていく。ザムエルは片手で顔を覆い、力なく頭かぶりを振るばかりだ。

　オイゲンの怒いかりと憎にくしみは、ただの逆さか恨うらみだ。しかし、そう思わなければ息子の裏切りに耐たえられないのだと、カールにはわかっていた。

　新カルネオル伯となったザムエルを一いち瞥べつし、エーアストは再び口を開いた。

「先代カルネオル伯はく爵しやく令れい嬢じようアンゼルマとベルンシュタイン家嫡ちやく男なんアルベルトの婚姻については、アルベルトが狩りを遂すい行こうした時点で白紙撤てつ回かいとする」

　一いつ旦たん言葉を区切り、アルベルトを見る。

「異論は」

「ない」

　アルベルトは即そく座ざに身を翻ひるがえし、その場をあとにする。

　エーアストはアルベルトの背を視界のすみで見送りながらザムエルに言い渡す。

「エリアンヌ・クリスティーネにクラーンの牙きばを受けさせろとも言っていたな、ザムエル。それは本人の意思にゆだねられるものだ、強制は許さない」

　ザムエルは無言だ。何も言ってはならないと、彼は充じゆう分ぶん理解している。身内からケッツァーが出たのだ。家の意向とディートリヒの行こう為いは無関係だという姿勢を貫つらぬかなければ、カルネオルの一族を守れない。

　きっと自分は父に憎まれつづける。父はディートリヒとアンゼルマを溺愛して、自分には厳しさだけを向けてきた。

　あの愚かで粗そ暴ぼうなディートリヒをかばうのは、おそらく父だけだろう。そして自分は父に憎まれる代わりに、カルネオルを守ることができる。

　それはきっと、カルネオル一族にとっては良いことなのだ。

　ザムエルはエーアストとカールに一礼し、最後のプライドで顔を上げると、しっかりとした足取りで出て行った。

　扉とびらが閉まる音が重く響ひびく。

　複雑な心境を抱いだくカールに、エーアストは壁かべ際ぎわのスツールを示した。

「まあ、立っていないで座ったらどうだい、カール」

「……そうですね」

　本当はすぐにでも退室してマインツ邸ていに帰りたかったのだが、機先を制されてしまった。

　仕方なくスツールをベッドサイドに引きずってきて、腰こしを下ろす。

　エーアストはクッションの位置を変えて深く寄りかかれるように調整し、ふうと息をついた。

「ああいう処断は、何度やっても嫌いやなものだよ」

「クラーンを守るためです。あなたは始祖ですからね。嫌でもやって頂かないと」

「私が言わなかったらお前が言っていただろう」

「そうですね。憎まれるのも、長おさの務めですから」

　そこから少し、沈黙が降った。それを破ったのはエーアストだ。

「……エクシールがエリアンヌに接せつ触しよくしているようだね」

「ええ。それでも、あの子にもう手は出さないと、アルベルトに約束したそうですよ」

　エーアストは軽く目を瞠みはった。

「諦めたのか……」

　執しつ拗ように狙ねらってくるだろうと思っていたのに。何しろエリアンヌは、エクシールがずっと待っていた少女だ。

　頷うなずくカールの目が、複雑な光を宿した。

「嫌きらわれることを恐おそれているようですよ。あの男はずっとそうだった」

　そして、放ほう浪ろうしながらずっと待って待って待ちつづけている。

　ふうと息をついて指を組み合わせ、エーアストは目を閉じた。

「アトラは気づいている」

　カールは足を組み、膝ひざの上に肘ひじをついて手の甲こうに顎あごをのせた。目線は窓に向け、エーアストから逸らす。

「そうでしょうね。アルベルトとルイが、幾いくつかのことを問われたと言っていましたから」

　動じた様子もなく淡たん々たんと返すカールに、エーアストもまた軽い語調で応じる。

「ああ。それでも知らないふりをしてくれるようだよ」

「そうでしょうとも。アトラ・ハシースもまた、彼女をとても敬い、愛していた」

　瞼まぶたを開いたエーアストは、カールに視線を向けて苦く笑しようする。

「まるで他人ひと事ごとのように言うね」

「他人事なので。私にとって、あの子は愛いとしい娘むすめである以外に何もない」

　カールにとって。ベルンシュタイン家の者たちにとって。

「それでもカール、きみはあの子にケーニヒスブラオを渡してくれた。礼を言うよ」

　カールは片かた眉まゆをあげ、ちらとエーアストを見る。

「やめてください。あなたのために渡したわけじゃない。……マリアならきっとそう望んだだろうと思ったまでだ」

　再びエーアストから目を背そむけ、カールは話題を変えた。

「ミヒャエルの娘が撃うたれた件で、咲夜はヴァンピーア・クラーンの長の役目をちゃんと果たしたと報しらせがありました」

「へえ」

「私もアルベルトも不在で、ベルンシュタイン家の者はあの子だけだったので。私は早く、よくやったとあの子を直接誉ほめてやりたいんですよ、エーアスト」

　言外に、だからとっとと帰らせろと告げるカールに、エーアストは穏おだやかに笑う。

「さすがだね。モンスター・クラーンの長としての器量は申し分ないということか。先が楽しみだ」

　カールの眉み間けんにしわがよる。おのれ、わかっているくせに退室を許さないところが、実に底意地の悪い。

　次し第だいに苛いら々いらとしはじめたカールの様子を、エーアストは楽しんでいるようだ。

　頰ほお杖づえをついたまま、カールは深々と息をついた。

　城の奥深くに閉じこもり、ベッドから出ることもままならないエーアスト。体調の良いときは城の中を歩き、たまに庭に降りて陽ひをあびる日もあるようだが、彼がこの敷しき地ちから出たことはカールが記き憶おくしている限りない。

　見た目は健康そのものに映るが、長い長い時を生きてきた彼は、目には見えない部分で体を損そこなっているのだという。それが何なのかは、カールは知らされていない。

　エーアストの旧友でもあるフォアツァイト・クラーンたちはそれを知っているのかもしれないが、訊きこうとは思わない。それを知ってもカールには何もできないだろうし、エーアストもまた望まないだろうから。

　だんだん目の据すわってきたカールを眺ながめていたエーアストが、楽しそうに笑った。

「……そろそろ解放してあげようか、カール」

　カールは引き攣つった笑えみを浮うかべた。

「それはありがたいですね、ぜひ」

「うん。エリアンヌによろしく。それから」

「はい？」

「カルネオルは実は、城に引き取ったあとで牙を与あたえて真実クラーンとなった暁あかつきにはエリアンヌを、ディートリヒに嫁とつがせたいとも言っていてね」

　カールは、きっちり三秒絶句した。

「……はぁぁぁ!?」

「あはははは。私が言ってはいけないことだろうけど、ディートリヒが予想以上の愚おろか者で、本当に良かったねぇ」

　エーアストは心から楽しそうにからからと笑っている。

「………………」

　一方のカールは、さすがに目め眩まいを覚えて額を片手で押さえた。










　カール・ブラント・フォン・ベルンシュタインが、シュヴァルツヴァルトの奥深くにそびえる黄昏たそがれの城を出たのは、夜半過ぎだった。

　愛車を走らせてマインツに入ったのは明け方近く。彼は一度会社に立ち寄った。

　さすがに守衛しかいないだろうと思っていたのだが、徹てつ夜やで何かの案件に取り組んでいたらしい社員が数名、目の下にクマを作ってデスクで書類と格かく闘とうしていた。

　カールは目を丸くして、彼らにねぎらいの声をかけた。

「やぁ、お疲つかれ様」

「────────………っ！」

　彼らは突とつ然ぜん現れた社長の姿に、声にならない悲鳴じみたものをあげた。

　まさかこんな早朝に、いるはずのない社長が出てくるなんて。そしてこっそり残業している姿を目もく撃げきされるなんて。「デメルング」は基本的には残業はできるだけしないようにという方針なのに、それを破っているところをよりによって社長に見られた……！

　実は彼らは、新しいプロジェクトのための作業で、一週間ほどずっと会社に寝ね泊とまりをしていた。タイムリミットは今日の昼。時間との戦いがいままさに佳か境きように入ったところだったのである。

　徹夜明けの睡すい眠みん不足、摂せつ取しゆしまくったカフェインとドリンク剤ざいで目眩と頭痛に交こう互ごに襲おそわれ、気絶の海に落ちかける意識を気力と根こん性じようで引き戻もどし、疲ひ労ろうメーターはとっくに極点を超こえている。

　そこに、とどめとばかりに襲ってきた衝しよう撃げき。

　彼らはもはや半はん狂きよう乱らんで、なぜか踊おどり出す始末だ。

「そんな、まるでモンスターでも見たかのような……」

　呆あきれ半分のカールに、はたと我に返って慌あわてた社員たちは駆かけ寄ってきて平謝りする。

「いやいや、驚おどろかせて悪かった」

　まあ実際ヴァンピーアだしなぁ。

　心の中でそうつけ加えて、片手をあげて彼らに戻るように促うながしながら、カールは社長室に向かいかけ、足を止めた。

「きみたち、あとで五日間の特とく別べつ休きゆう暇かを申しん請せいするように。総務には指示しておく」

　社長の粋いきな計らいに、社員たちは歓かん声せいを上げ、すぐさま仕事に戻っていく。

　クラーンの長としての役目も大事だが、グループ会社の経営者として何千人もの雇こ用よう者を守る義務がカールにはあるのだ。

　いない間にたまっていた案件を確かく認にんし、書類に目をとおして、決定事じ項こうを朝の会議で通達しなければならない。

　メールボックスに整理されていた郵便物をひとつずつ確認していたカールは、上等な封ふう書しよに気づいて眉まゆ根ねを寄せた。

　海運会社「オストゼーラインズ」の創立記念パーティーの招待状だ。ここは長年の付き合いがあり、業務提てい携けいをしている。参加しなければならないだろう。

　面めん倒どうだが仕方がない。上流階級の社交界には定期的に顔を出しておかないと、何かあったときに不利な立場になることが多い。

　こういったパーティーはパートナーとの同どう伴はんが必ひつ須すだ。

「いい機会だし、咲夜のドレスを新調するか」

　いつもは大して身なりに気を遣つかわない娘だが、ドレスアップして着き飾かざれば美しさが増す。

　咲夜が喜ぶのは予備の弾だん丸がんやサバイバルブーツなので、こういうときでもないと新しいドレスをあつらえることはない。

　グレーテルがあつらえてやった戦せん闘とう服は大層気に入っていたが、狩かりの最中衣服がボロボロになってしまうことが多いため、破れたら嫌いやだからとクローゼットの奥深くに大事にしまっているようだ。

　咲夜はいつもそうだ。大事なものほどしまい込む。どこにもいかないように、なくさないように。

「……ああ、そろそろ予備の弾丸を用意してやらないと」

　トルコでの戦闘で弾丸が尽つきたと言っていた。あのあと狩りはなかったので補ほ充じゆうしていない。

　カールの面おも持もちが少し陰かげった。

　カルネオルの一件は、表面化したひとつの事例に過ぎない。ディートリヒは黄昏の城へ登城を許される身分だった。登城できるクラーンは多くはない。クラーンの中でも上層階級のものだけだ。

　それがクライスに通じていた。カールが思っていた以上に、クライスはクラーンに近づいている。

　不老不死を求めて様々な技術や伝承、魔ま法ほうや錬れん金きん術じゆつの知識まで幅はば広ひろく扱あつかい、ときにはクラーンのモンスターたちを捕とらえて実験動物のように扱う秘密結社。

　彼らの研究施し設せつや本ほん拠きよ地ちがどこにあるのか、クラーンはまだ把は握あくできていない。

　判明し次第攻こう撃げきを仕し掛かけて徹てつ底てい的に破は壊かいし、関係者すべてを抹まつ殺さつするか、記憶操作をしてクラーンの記録すべてを抹まつ消しようせよというエーアストからの厳命がくだったのは、もう何百年も前だ。

　カールがモンスター・クラーンの長おさとしての任についたときには、すでにその厳命はクラーン全体に浸しん透とうしていた。にもかかわらず、クライスの本拠地はわからずじまい。

　少しずつ姿を消しているクラーンのモンスター。彼らがクライスに囚とらわれて命を落としたのか、それとも離り反はんしてケッツァーとなっているのか、カールにはわからない。あるいは、ケッツァーとしてクライスに加担し、持ちうる限りの情報を提供する代わりに保護されているのか。

　クラーンが人間たちの中にまぎれてひっそりと暮らしていても、どうやってかクライスはその存在を察知して近づいてくる。

　そして、この世界ではない、次元を超こえた広大な神話の世界にいるフォアツァイト・クラーンを召しよう喚かんする技術までいつのまにか持っていた。

「……少し、休むか」

　社長室には仮か眠みんできるようにソファセットが備えられているが、一度邸やしきに戻ってシャワーを浴びたかった。そして、グレーテルの作った料理と執しつ事じの紅茶、娘むすめの元気な顔。

　自分にはいま、それらが必要だ。

　急を要するもの以外をメールボックスに戻し、招待状と幾いくつかの書類を抱かかえて、カールは社長室をあとにした。










　霧きりの森に搬はん送そうされたウィルヘルミネに、彼女の母クラーラが付き添そっていき、残されたミヒャエルとクラリッサは憔しよう悴すいした面持ちで朝を迎むかえた。

　母親を捜さがして泣く娘をあやしながら、ミヒャエルは頭かぶりを振ふった。とても疲れた。少しでいい、休みたい。

　けれども、愛する娘が瀕ひん死しの淵ふちをさまよっているときに眠ねむれる父など、世界中探してもそうそういないだろう。ミヒャエルとてそうだ。

　マインツから駆けつけてきてくれた旧友は、夜明けとともにシュトラントヴァルト村の様子を見に行った。

　彼の恋こい人びとがあの村にいる。村人たちが凶きよう事じに見み舞まわれていないかどうかを確認し次し第だい戻ってくると言い置いて行った。

　ミヒャエルがでたらめな子こ守もり歌うたを歌いながらずっと抱だいていてやったのがなんとか功を奏し、泣きつづけていたクラリッサがようやく眠った。

　自分の子守歌のおかげでなく、ただ単に泣き疲れてしまっただけかもしれなかったが、眠ってくれて助かった。

　子ども部屋に寝ねかせ、彼自身はリビングのソファに体を深くうずめる。少しでも休息を取らないと、体が持たない。強きよう靭じんなヴァンピーアでも、これほどに心が打ちのめされると体がここまで参るのかと、ミヒャエルは初めて知った。

　瞼まぶたを閉じているうちに、ミヒャエルの意識はとろとろと深い闇やみの淵に沈しずんでいく。

　彼が気を失うように浅い眠りについてから少しして、トーゴが戻ってきた。

　彼はひと声かけてハインツ家にあがり、死者のように青ざめた顔で目を閉じている旧友を見つけた。

　音をたてないようにしながら、ちょうどソファの背もたれにかかっていたブランケットをミヒャエルにかけてやる。これは、子どもたちが昼ひる寝ねをした時の掛かけ布ふ用に、常に出してあるものだとトーゴは知っていた。

　念のため、子ども部屋も窺うかがう。クラリッサが泣きながら眠っていた。目め尻じりからこぼれている涙をそうっと拭ぬぐってやり、タオルケットの中に小さな両手を入れてやる。

　家の周辺ではシルフたちが見張りを務めている。マーメイド・クラーンも数名、近くで警護に当たっているはずだ。

　外に出ると、彼を待っていたかのように、すうっと霧が立ち込めてきた。

　足を止めたトーゴの前に、膝ひざまである黒いケープとフードをまとった人ひと影かげが現れた。

　頰ほおまでかかるフードの下の赤い唇くちびるが、艶あでやかな笑えみを作った。

「久しぶりね、オリエンタール・ヴァンピーア」

「アグラーヤ」

　霧の森の大魔ま女じよアグラーヤだった。

　トーゴは腕うでを組む。

「魔女たちの頭目が、何用だ。ミヒャエルは休息を取っている、邪じや魔まをしてやるな」

　友を気き遣づかうトーゴに、アグラーヤはくすりと笑った。

「案ずることはなくてよ、オリエンタール。私が会いに来たのはあなたなのだもの」

「なに？」

　訝いぶかるトーゴに、アグラーヤはケープの合わせ目から白い手をすうっと差し出した。手のひらに皮かわ袋ぶくろがのっている。

「これを、ベルンシュタインの養い子に渡わたしてくれるかしら。きっとあの子の役に立つでしょう」

　オリエンタール・ヴァンピーアの眉まゆがぴくりと動いた。

「……グレーテルがお前たちにつくらせたという特製の弾丸か」

「あら、話が早いこと。ええ、その通りよ」

　アグラーヤがたわむれに『ゴルゴンの涙』と名づけた、命中したものを石に変える弾丸だ。

　ゴルゴン三姉妹。長女ステンノ、次女エウリュアレ、そして三女メデューサ。長女と次女は永遠の命を持ち、三女は神話の時代に首だけとなってアテナの盾たてにはめ込まれた状態で深い眠りについている。

　彼女たちの頰から流れ出る血には特とく殊しゆな力があるのだ。左ひだり頰ほほの血は生きとし生けるあらゆるものを石に変え、右みぎ頰ほほの血はそれらを元に戻もどす。

　この弾丸には、三姉妹の左頰の血が使われている。右頰の血を与あたえれば石化したものは元に戻せるが、大たい抵ていは狙そ撃げきの衝しよう撃げきで石化と同時に亀き裂れつが生じ、ばらばらに砕くだけ散る。

　トルコでやむなくこれを使用した咲夜は、一発の弾丸で獰どう猛もうなキマエラが瞬またたく間に石化し、崩ほう壊かいする様を目まの当たりにして慄りつ然ぜんとしたそうだ。

　アグラーヤの白い指が皮袋をつまみ、トーゴの眼前に掲かかげる。

「今日私がこれを持ってきたのは、必要だと思ったからよ。美しいマルガリータに頼たのまれたからではないの」

「どういうことだ」

　アグラーヤはふつりと沈ちん黙もくして、静かな笑みを浮うかべる。

　トーゴは舌打ちしたい心境で、仕方なく皮袋を受け取った。そうしなければ話を進めようとしないのがわかったからだ。

　果たして、アグラーヤは満足そうにひとつ頷うなずくと、唇を開いた。

「この件の狙撃犯はカルネオルのディートリヒだと、あなたは知っていて？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかが理解できなかった。

　トーゴは何度か目をしばたたかせて、それが誰だれだったのか記き憶おくを手た繰ぐる。

「……ちょっと待て。カルネオル？　カルネオル伯はくオイゲンの、息子むすこの？」

「ええ。ディートリヒはどうやら、クライスに加担していたの。彼がウィルヘルミネを狙撃した際に使用した弾だん丸がんは、普ふ通つうのナハバールたちには決して作れないものだったから、間ま違ちがいはないと断言できるわ」

　トーゴは言葉を失っている。アグラーヤはまるで歌うように言葉を紡つむぐ。

「マーメイドのひとりが、ディートリヒに撃うたれたのは聞いていて？　ああ、その様子では知らないわね。あなたはずっとこの家で、親しき友を励はげまし、勇気づけていたのだもの」

　からかいにも似た響ひびきを感じ、トーゴの目に険しさがにじむ。

　魔女は笑みを深くした。

「気を悪くしたのなら謝罪するわ。そうよ、ディートリヒは自らの愚ぐ行こうで、何をしたのかをクラーンに知らしめることになった。エーアストはディートリヒをケッツァーとみなし、ベルンシュタインのダンピールに狩かりを命じたという話よ」

　トーゴは天を仰あおいだ。霧に包まれた世界は白く、一メートル先も見えない。

　皮袋を無意識に握にぎり締しめるトーゴに、魔女は諫いさめるような語気でこう言った。

「冷静におなりなさい、オリエンタール。小さなウィルヘルミネも、マーメイドも、必ず私たちが救うと約束しましょう。だからあなたは、ベルンシュタインの養い子にこれを届けなければならないわ」

「なぜだ。お前が自分で行けばいいだろう」

「それは無理ね」

　アグラーヤは苦笑まじりに肩かたをすくめた。

「私はウィルヘルミネとマーメイドについていなければならないの。ベルンシュタインの邸を訪おとずれている暇ひまはないのよ」

　ついと、舞まうような足取りで、アグラーヤは爪つま先さきを引いた。

「ディートリヒが使用した弾丸。脆ぜい弱じやくなマーメイドだけでなく、不死に近いはずの純血のヴァンピーアであるウィルヘルミネまでもが死の淵に落とされている。おかしいとは思わなくて？　昼の世界を去り、黄昏たそがれに生きることを選んだオリエンタール」

　彼女に指し摘てきされる前から、トーゴも気づいている。ディートリヒの使用した弾丸は、通常の鉛なまり製ではない。そんなものがヴァンピーアにきくものか。多少の痛みや出血はあったとしても、ヴァンピーアの体組織はナハバールたちよりずっと、組織細さい胞ぼうの再生能力が高いのである。

　しかし、ウィルヘルミネの傷はふさがらず、出血が止まらないという。多量の失血で彼女の理性はどこかに吹ふき飛び、治ち療りように当たっている魔女たちの喉のど首くびに食くらいつきそうになったのだ。

　そんなウィルヘルミネに、母親であるクラーラが自らの喉のどを差し出したという。

　ウィルヘルミネは母の血を吸いながら、大おお粒つぶの涙をこぼしたとも聞いた。

「彼らに使われた弾丸にはね、オリエンタール。特定の細胞の動きを止めるという作用があるの」

「細胞？」

「傷を修復し、治ち癒ゆを促うながす細胞。体内に撃ちこまれた弾丸から溶とけ出すものがあるのよ。それが傷の周りに広がって、特定の細胞にだけ作用する」

　一呼吸おいて、彼女は厳おごそかに告げる。

「細胞レベルにおける限定された範はん囲い内での石化現象といえば、わかるかしら？」

「……！」

　トーゴは息を吞のんだ。それは。

「そうよ、オリエンタール。だから私たちは、その弾丸を使用したディートリヒをクライスに加担したとみなし、エーアストは狩りを命じた。本当に、なんて愚おろかなのかしらね、ディートリヒ・フォン・カルネオル」

　しかし、アグラーヤにはどうしても腑ふに落ちないことがあるのだ。

　箱舟アルシエと呼ばれたマリー・クリスティーネ号から、トーゴたちが持ち出した様々な薬やく剤ざいやアンプル。それらの成分を分ぶん析せきした結果、すべてステンノの血が配合されているという結果が出たのである。

　だが、状じよう況きようを聞くだに、そこで血を採取されていたのはステンノではなく、ステンノと血けつ縁えんにあると思われる幼い少女だ。クライスの研究者たちにクラインと呼ばれ、ベルンシュタイン家で新たにジルという名を与えられた少女。

　彼女とステンノは親子なのか、それとも何か別の形での関係があるのか。

　ステンノの血と同じものを作り出すための存在として、クラインと呼ばれた少女に何らかの実験が絶えず行われていたという可能性はないか。それ故ゆえに彼女は両頰の血にゴルゴン三姉妹と同じ力を持つに至ったのだとしたら、説明はつく。

　もしこの憶おく測そくが真実に近しいものであったなら、研究の名のもとにクライスがあの幼い子どもにどんなおぞましい仕打ちをしていたのか。考えただけで吐はき気がする。

　フードの下の赤い唇くちびるが歌を口ずさむように蠢うごめく。

「アナトリアの地でディーバを囚とらえた愚かなるセイレーン、ダグラスが持っていたリボルバーは、ナガンＭ１８９５。ウィルヘルミネの体内に残された弾丸から推測した結果、ディートリヒが使用した拳けん銃じゆうもまた、おそらくはナガンＭ１８９５」

　目を瞠みはるトーゴに、アグラーヤは静かに問う。

「無関係だと、あなたは思うかしら？」

　白い霧きりが、アグラーヤを徐じよ々じよに包み込んでいく。

「それではね、オリエンタール。クラーンの長おさと、美しいマルガリータによろしく伝えてちょうだい」

　その言葉を最後に、霧の森の大魔ま女じよはその場から消えた。







　　　　５







　東條要の両親が当選したことになっているクルーズは、七月半ばの土曜日からはじまるのだそうだ。

　エクシールの言葉が正しいのなら、要がいなければ両親に危機が及およぶということはない。

　過去を振ふり返ると、エクシールは要を伝書ナハバールとして都合よく扱あつかいはしたものの、彼に偽いつわりを示したことはなかった。

　ならばおそらく、彼が言っていたことは、今回も正しい。

「……と、思う俺」

　しかつめらしく言ってのけた要は、ぐぐっと拳こぶしを握りしめた。

「なので、行きたくない理由を考えてみた」

　ふむふむと頷いていた咲夜が首を傾かたむける。

「どんな？」

　天てん井じようの向こうの空を眺ながめていた要は力説する。

「思い起こすがいい、司堂。俺たちが初めて会ったときのことを！」

「はぁ」

　なぜか居い丈たけ高だかな要の態度を訝いぶかりつつも、咲夜はつづきをおとなしく待つ。

　要は首に下げている牙きばをぐっと握りしめ、きっと顔をあげる。

「ラインクルーズの最中にケッツァーの手でライン川に落とされた東條要十二歳は、九死に一生を得たのち船が怖こわくなってしまったのだ！」

「へー」

　応じたカールはいやに重々しい面おも持もちで、それに反して軽かろやかな声で相あい槌づちを打つ。

　牙を握りしめる要の手に力がこもり、彼はさらに情感たっぷりに滔とう々とうと語る。

「三週間のクルーズ旅行なんて、そんな恐おそろしい状じよう況きよう耐たえられない！　だからとーさんかーさん、俺のことは気にせずに楽しい思い出を作ってきてくれ！　いやむしろ、俺のためにふたりで行ってきてくれ……！」

　要の後ろで泰たい然ぜんと腕うでを組むロード・スケルトンが、おもむろに頷うなずいたかと思うとゆったりと拍はく手しゆをはじめる。

　そこにいた全員が手を叩たたき、ベルンシュタイン家マインツ邸ていのリビングは、しばし演説を終えた要に送られる拍手に包まれた。

　拍手を受けていた要は、咲夜を顧かえりみた。

「……てな感じでどうだろう」

「まぁ、説得力はなくはないと思うけど、いまいち弱いわね。第一いまのいままで船が怖いなんて一度も言わなかったじゃない」

「海の上だと思うと足がすくむ、とかさぁ」

「一度も乗ったことないのにどうして足がすくむって知ってるのよ」

「うううううう」

　咲夜の冷静で的確な指摘に要は頭を抱かかえて肩かたを落とす。

「むー。やっぱり無理があるか。どうしたら行かなくて済むようにできるかなぁ」

　切実な問題なのである。両親はもはや準備万ばん端たんで、あとは要の学校が夏季休きゆう暇かに入るのを待つばかりなのだ。

　その前に、要がクルーズに行かなくてもいい、むしろ行けない理由、その大義名分を作り出さなくてはならない。

　リビングの三人掛がけウィングバックチェアに腰こしを下ろし、要はふうと嘆たん息そくした。

　そこに、ポットと人数分のティーカップをのせたワゴンを押して、ルイが入ってきた。

「今日はウィッタードのイングリッシュブレックファーストにしてみました」

　つづいてグレーテルが、フルーツタルトをのせたトレイを手に現れる。

「さあさ、少し休きゆう憩けいなさってください。要さんも、お夕飯までは時間がありますから、召めしあがるでしょう？」

「はい、それはもう」

　グレーテルのケーキを断るなどという罰ばち当あたりなことは絶対にしない要である。もっとも、もしここで辞退しても、グレーテルは必ず要の家族の分まで用意して持たせてくれるのだが。

　咲夜の隣となりで要の演説を静かに聞いていたジルが、タルトをフォークで切り分けながら首を傾ける。

「……要、船に乗らないなら、お休みの間はどうするの？」

　大きめにカットされたピースをもらって上じよう機き嫌げんの要は、食べやすい大きさにフォークで切ったタルトをはむっと口に入れる。

　もぐもぐと口を動かし、飲み込んだ後で、ううむと唸うなって眉まゆ根ねを寄せた。

「……日本のじいちゃんのところに、帰ることになるかなぁ。で、休みの間中大工仕事を教えてもらうとか」

　そうして要は、目をしばたたかせて天井を見あげた。

「俺将来建築のほうに行きたいから、色々な国の建築様式とか見てみたいんだよね。だから、ほんとは夏休み中に、ためたバイト代であちこち見に行くつもりだったんだ」

　しかし、両親が不在では、マインツのアパートにひとりでいるということはできないだろう。要はそれでもいいのだが、両親が心配する。日本の祖父母のところに行くのがもっとも安心で現実的な選せん択たくだ。

　ティーカップを持ったカールが、何やら思し慮りよ深げな顔になった。

「…………あちこちというのは、具体的にはどの辺りを考えていたのかな？」

「え？　えーと、まぁ漠ばく然ぜんと考えてただけなんであんまり詳くわしいことは決めてないというか。貯金もたかが知れてますし、ヘッセン州のあちこちを見て回るくらいかなーと」

　本格的に各国を回るのは、大学生になってからだろう。そのときのために貯金も少しずつしているし、お正月にもらったお年玉は全額使わずに取ってある。

　ベルンシュタイン邸の離はなれである日本家屋の細こま々ごまとした修復や手入れのバイト料も、貯金額を増やすための大きな助けになっていた。いまはトーゴが離れで起居しているので、それができなくなったのが少々残念だ。

　要の答えを聞いたカールは、何やら考えているのか、腕を組んで顎あごに右手の指を当てた。

　咲夜はルイとグレーテルに視線を向け、胡う乱ろんげに眉根を寄せる。そうして、アルベルトの姿がないことを寂さびしく思う。

　エーアストの命令で狩かりに出たアルベルトは、日に何度か連れん絡らくを入れてくるものの、あれから一度も戻もどってきていない。

　カルネオル家のことは、昨日の夜にカールから聞いた。

　カルネオル家の次男ディートリヒの悪行にははらわたが煮にえくり返ったが、放たれたイェーガーがアルベルトであり、狩りを遂すい行こうした時点でアンゼルマとの婚こん姻いんは白紙撤てつ回かいと聞いて安あん堵どした。同時に、どうせ狩るなら自分が手を下してやりたかったなとも、思った。

　クラーンからの銀の弾だん丸がんが尽つきているので、咲夜はいま動けない。鉛なまり製の弾丸はあるのだが、モンスターに有効なのは銀の弾丸か金の弾丸だ。あとは。

　先日トルコで霧きりの森の魔ま女じよアグラーヤから渡わたされた、あの赤金の弾丸。ゴルゴンの涙なみだ。

　あれは、できればもう使いたくない。威い力りよくが強すぎて、怖い。

　グレーテルをそっと一いち瞥べつする。あの弾丸は、彼女がアグラーヤたちに作製を頼たのんだものだと聞かされた。咲夜を守るために、より威力を発揮できるものをと考えたからだろうか。

　ゴルゴン三姉妹の左ひだり頰ほほの血は幾いく通とおりもの使い道があるのだと、この数カ月で咲夜は思い知っている。

　隣でタルトをつついているジルの横顔を見て、咲夜は目を細めた。この子の両頰の血にも、ゴルゴン三姉妹たちのものと同じ効力が宿っているのだ。そしてクライスは、咲夜たちが箱はこ舟ぶねから奪うばったこの子を追っている。

　イスタンブールのカパル・チャルシュで、咲夜はジルがジーンと呼ぶ男と遭そう遇ぐうした。

　言葉を交かわしたわけではない。雑ざつ踏とうの中で、一いつ瞬しゆんだけ目があった。どういうわけか懐なつかしさを感じたのはきっと、あの男が明らかにオリエンタールで。咲夜とルーツを同じくするからだろうと思った。

　ジーンを見たジルは、恐れ戦おののき硬こう直ちよくしていた。

　彼女がぽつりぽつりと話してくれた、研究施し設せつでの話。その短く少ない言葉だけでも、ジーンがいかにひどい実験を行っていたのかを容易に窺うかがい知ることができた。ジルの全身には、その名残なごりと思おぼしき傷きず跡あとが無数に残されているのだ。

「……ジル、おいしい？」

　夢中でタルトを口に運んでいた少女は、咲夜に満面の笑えみを見せた。

「うん」
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　つられて咲夜も微笑ほほえむ。もしクライスに連れ戻されたら、この子はもう二度とこんなふうには笑えない。そんな気がした。

　グレーテルに勧すすめられて、咲夜もタルトを口に運ぶ。フルーツの甘さと酸さん味みが程ほどよく調和している。カスタードクリームと生クリームはフルーツの味を殺すことなく、絶ぜつ妙みようの甘さで互たがいに引き立てあっているようだ。タルト生き地じは香こうばしく、さっくりとしていて歯は触ざわりが抜ばつ群ぐん。そして、フルーツの上に散らされた幾いくつものフレッシュミントが爽さわやかに鼻び孔こうを刺し激げきし、清すが々すがしさを舌にもたらしてくれるのだ。

　甘さに慣れた舌を、ブラックのイングリッシュブレックファーストティーが休ませてくれる。ここに砂糖を入れてしまうと甘さばかりが強調されそうなので、何もいれないストレートが今日の気分だ。もっとも咲夜は、滅めつ多たにミルクも砂糖も入れないのだが。

　ドイツの夏は日照時間が長く夜が短い。緯い度どが高いので、午後の九時になってもまだ明るい。夕食は陽ひが暮れてからと考えていると、とても遅おそい時間になってしまう。

　もうすぐ七時になろうとしているのを見て、要は腰を浮うかしかけた。そろそろ帰らないと。家では夕食を準備してくれている。

　それまで沈ちん思ししていたカールが、立とうとした要を片手で制した。

「要くん、ひとつ提案なんだが」

「はい？」

「まぁかけたまえ」

　半分浮かした腰をもう一度チェアにおろした要に、ルイが新しい紅茶を淹いれてくれた。

　要はそれに礼を言いながら、なんだろうかという顔をする。

　カールは両りよう肘ひじに両手のひらを当てるような形で腕うでを組み、足も組んで口を開いた。

「将来建築関係に進みたいと言っていたね。それは、母国に帰ってからなのかな？」

「え？　そうですね、帰ってもいいかなとは思いますけど、せっかくこっちにいるから、西洋建築も可能な限り勉強をしておいて、将来的に和風建築も手て掛がけられるような仕事につけたらいいんじゃないかなーと、なんとなく考えてます」

「ふむ」

「？」

　再び思案顔になったカールの様子に、要は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、咲夜に問うような目を向ける。しかし咲夜にもわけがわからないので、肩をすくめて首を振ふるだけだ。

　一同が見守る中、ひたすら黙もつ考こうしていたカールが漸ようよう口を開いた。

「うちの系列に建築会社があるんだが、今度小さな教会の修復を手掛けることになっていてね。本当にただの雑用だが、アルバイトを募ぼ集しゆうしている」

「はい…………？」

「工事自体は年単位だが、夏季休きゆう暇か中の短期アルバイトという形もいけるんじゃないかな」

「はい……？」

「その近くにうちの別べつ邸ていがあってね。そこから通えば交通費もかからないし、寝ねる場所も食事の心配もない」

「はい？」

「どうせバカンスには行かなきゃならないんだ。今年はベルヒテスガーデンにするか」

「は？」

　唐とう突とつな提案に目を白黒させていた要は、カールの言葉を頭の中で咀そ嚼しやくした。

　教会の修復工事で夏季の短期アルバイト。衣食住は問題なし、バイト代も入る。

　そして何よりも、こういう前向きかつ建設的な、息子むすこの自立にもつながる話だったら、両親はきっと納なつ得とくしてくれる。

「ルイ、電話を」

「はい」

　応じたルイがアンティークの電話機を持ってくる。ラウンドテーブルに置いて、暗記している東條家の番号を回し、受話器をカールに渡すところまでがルイの仕事だ。

　雅美の応答が漏もれ聞こえてくるのを、要は息をひそめて聞いていた。ここで母が納得するかどうかが、クルーズに行かなくて済むかどうかの最大の関門だ。

　要はぐぐぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　そのとき、玄げん関かん扉とびらの開閉音が微かすかに聞こえた。

　気づいた咲夜がグレーテルに目をやる。老婦人は音をたてないように立ち上がり、そうっとリビングを出て様子を見に行った。

　少しして、リビングの扉が静かに動き、十センチほどあいたところで向こうにいる人ひと影かげが見えた。

　トーゴだ。

　彼は室内を見回して咲夜を見つけ、無言で手招きをする。咲夜は瞬またたきをして立ち上がり、そうっとリビングを出た。

　扉を閉めて、エントランスに移動した咲夜は、トーゴと向き合った。

「おかえりなさい、トーゴ」

「ああ」

「ハインツ家は……？」

　彼にザスニッツに向かってもらい、狙そ撃げき事件のことをシルフを通じてカールに伝えた時点で、咲夜がやるべきことはなくなった。これ以上は出過ぎた真似まねになりそうだと思ったので、カールの指示を待つことに決めたのだ。だから咲夜は、ミヒャエルの娘むすめウィルヘルミネが助かったのかどうか、まだ聞いていないのである。

　トーゴは息をつき、ウィルヘルミネがいまだに生死の境を彷徨さまよっていることを咲夜に伝えた。

「ミーネに使われた弾丸のことは聞いたか？」

　トーゴが確かめると、咲夜は固い顔で頷うなずいた。

「クライスの作ったものだって、父さんが」

「詳しよう細さいはまだ知らないのか」

「詳細？」

　訝いぶかる咲夜にトーゴは苦い顔でつづける。

「ゴルゴン三姉妹の…おそらくステンノの、左頰の血が使われた、細さい胞ぼうレベルでの石化現象を引き起こす弾丸だそうだ」

　息を吞のむ咲夜に、ポケットの中から皮かわ袋ぶくろを出して、トーゴは剣けん吞のんに唸うなった。

「霧の森のアグラーヤから、これをお前に渡せと言われた」

　両手を差し出して皮袋を受け取る。口を開けると、中に入っていたのはあの赤金の弾丸だった。

　ゴルゴンの涙なみだ。

「………」

　固い面おも持もちで弾だん丸がんを凝ぎよう視しする咲夜に、トーゴはリビングの様子を窺いながら、アグラーヤが告げた言葉を口にする。

「これを作ったのは、必要だと思ったからだそうだ」

　咲夜は顔をあげる。

「グレーテルが頼たのんだからだって、前に言ってたけど…」

「そのときはそうだったようだが、今回はアグラーヤの独断らしい」

　皮袋の中から弾丸をひとつ取り出す。咲夜の愛あい銃じゆうＳ＆ＷＭ36チーフス・スペシャルのための弾丸だ。

　弾丸を手のひらに握りこんで、咲夜は呟つぶやいた。

「……これを使うときが、来るってこと…？」

「わからん。だが、クライスが攻こう撃げきしてくるのだとしたら、鉛なまりの弾たまでは歯が立たないだろう」

　咲夜は黙だまって頷く。

　クライスが土に人間の命を吹ふき込んで作り出す操り人形ゴーレム。離り反はんしたケッツァーの牙きばを受けて僕しもべとされる闇に転化したものフエアヴアンドルング。どちらを相手にするとしても、クラーンの作った特製の弾丸が必要だ。鉛の弾では多少の怪け我がを負わせることはできても、致ち命めい傷しようを与あたえるには至らない。

　クライスは様々な動物を掛かけ合わせて恐おそろしい生命力を具そなえた合成獣じゆうも造りはじめている。伝説の動物キマエラだ。ああいった得体のしれないものを、クライスはこれからも更さらに手がけようとしているのだろうか。

　彼らの目的は不老不死の肉体を得ることではないのか。ゴーレムやキマエラは、一体何のために造られているのか。

　クライスは不老不死を求めて、それに近しい存在であるモンスターを探しているのだという。しかし、モンスターたちの中にはクライスに与くみし、彼らの研究に積極的に協力しているものもいるのだ。

　これ以上何を望むのか。彼らの目的は、不老不死以外にもあるのではないのか。

　では、それはなんだ。

「……」

　咲夜は頭かぶりを振った。いくら考えをめぐらせても、真実にたどり着けるとは思えない。それに、クライスの者たちの思考など、本音を言えばわかりたくもない。

　皮袋の中に弾丸をしまって、ジーンズのポケットにねじ込む。

　金の弾丸も銀の弾丸も、ストックは底をついている。もしまた何か起こる可能性があるのなら、早さつ急きゆうに手配しておかなければ。

　ふと、咲夜は瞼まぶたを震ふるわせた。はっと息を吞んでトーゴを見あげる。

「……アベルは大だい丈じよう夫ぶだよね、トーゴ」

「アルベルト？」

　思わず訊きき返したトーゴは、咲夜の言わんとしていることを察して、ひやりとしたものを覚えた。

　ケッツァーとして追われているディートリヒ。奴やつの持つナガンＭ１８９５に装そう塡てんされているのは、ウィルヘルミネとマーメイドに撃うちこまれたあの弾丸だ。

　それがもしアルベルトに向けられたら。

　純血のヴァンピーアであるウィルヘルミネ。モンスター・クラーンでも最たる生命力を持つはずの彼女があの状態に陥おちいっている。生命力でヴァンピーアには劣おとるダンピールがもしあれを食くらったらどうなるのか。

　息を詰つめて青ざめた咲夜の頭をぽんと叩たたいて、トーゴは不敵な笑えみを作った。

「心配するな。ディートリヒごときに仕留められるほど、あいつは弱くない」

　トーゴの眼まな差ざしが、ふっと和やわらいだ。

「おそらく、この世界でアルベルトを倒たおせるのは、お前くらいだ」

「え？」

　トーゴは黙って笑い、咲夜の肩かたを叩いてその横をすり抜ぬける。

「少し疲つかれた。あっちで休んでいると、カールに伝えておいてくれ」

　背を向けたままひらりと手を振ふって、トーゴは玄げん関かんを出て行った。

「……あたしは、アベルを倒したりしないわよ」

　眉み間けんにしわを寄せて唸った咲夜の耳に、リビングのドアが勢いよく開く音がした。

　振り返る咲夜に、目を輝かがやかせて駆かけ寄ってきたジルが飛びつく。

「わっ」

「要と夏中一いつ緒しよなのよ！」

　小さなジルを受け止める咲夜は、Ｖサインを作っている要と、朗ほがらかな顔で通話を続けているカールのウインクを見て、得心がいく。

　母とカールの通話を妨さまたげないようにリビングから出てドアを閉めた要は、エントランスの咲夜のところに小走りにやってくると、祈いのるような形に手を組んで深い感動を嚙かみしめた。

「教会、改装工事のアルバイト…！　クルーズ旅行が舞まい込んできて良かった、本当に良かった…！」

　事情が事情なだけに、全面的に喜ぶのはいささか複雑なのだが、いまこの瞬しゆん間かんだけは心の底からブリンクラインに感謝をささげる要である。

「あれ、さっきトーゴさんいなかったか？」

　少しだけ開いた扉の向こうに見えた人影は、大変好ましい為人ひととなりでもしかしたらご先祖様のひとりかもしれないオリエンタール・ヴァンピーアだったはずだ。

「疲れたから離はなれで休むって。ついさっきリューゲン島から帰ってきたばかりだから…」

「へえ」

　彼がどこかに出かけていたらしいことだけは知っていたが、行先はリューゲン島だったのか。

　要は首を傾かたむけた。自分のこと以外で、クラーンに何かが起こっているようだ。

　ジルが要の服の裾すそを摑つかんで物言いたげな顔をする。要はその頭をよしよしと撫なでて、膝ひざを折り目線の高さを合わせた。

「ベルヒテスガーデンだってさ。あとで地図を見せてもらって、場所がどこか調べような」

　ジルは目を輝かせて頷いた。










　一方リビングでは、通話を切ったカールがふうと息をついていた。

　電話機を元の場所に戻もどしたルイが、深い色の目をして口を開いた。

「……ベルヒテスガーデン、ですか」

　カールは執しつ事じを一いち瞥べつする。それから視線をめぐらせれば、グレーテルが神しん妙みような面持ちでカールを見つめていた。

　ヴァンピーア・クラーンの長おさは、肩をすくめて苦く笑しようした。

「なんだ、お前たち。そんな顔をすることはないだろう」

　ベルヒテスガーデンにある教会で修復工事があるのは本当で、アルバイトを募ぼ集しゆうしていることも本当だ。そして、その近辺にベルンシュタイン家の別べつ邸ていがあるのも。

　組んだ膝の上に合わせた手をのせたカールは、ロード・スケルトンを呼んだ。

「ロード、お前に頼みがある」

　かぶっていたコカールを脱ぬぎ、骸がい骨こつ騎き士しは恭うやうやしく一礼する。

「モンスター・クラーンの長の頼みとあらば、なんなりと」

　そしてロードは、カールの言葉にひとつひとつ丁てい寧ねいに頷うなずき、納なつ得とくした風ふ情ぜいを見せた。

「承知した」

　ロード・スケルトンは骸骨の頭にコカールをふわりとかぶると、マントを颯さつ爽そうと翻ひるがえしてリビングをあとにする。ヴァンピーア・クラーンの長の頼みを、愛馬ペレニアル・オネスティに伝えるためだ。

　ほうと嘆たん息そくするカールに、グレーテルがそっと近づいた。

「カール様」

「うん。わかってる、何も言わないでくれ、ばあや」

「よろしいのですね？」

　念を押すグレーテルも、沈ちん黙もくしているルイも、カールを案じているのが眼差しでわかる。

　カールはほろ苦さを含ふくんだ笑みを見せた。

「いいところじゃないか、ベルヒテスガーデン。咲夜にも一度は、あの湖を見せてやりたいと思っていた」

　国境にほど近い、山々に囲まれた、湖のある美しく小さな街。

　あの地に行こうと思ったのは、本当に久しぶりだ。

　要の両親に偽いつわりを告げたつもりはない。彼の将来の展望を聞き、修復工事のことを思い出した。無む理り強じいするつもりはなかったし、本人が望んだなら食と住を提供してもいいかと考えた。

　それに。

　エントランスで楽しそうに騒さわいでいる子どもたちの声に耳を傾ける。

　この世の災さい厄やくと言われた少女。彼女をクライスが追っている。要に及およぼうとした彼らの手は、じきにジルにも及ぶだろう。

　視線を落として、カールは剣けん吞のんな目をする。

　クライスはどこまで摑んだのだろう。

　ジルがベルンシュタイン家にいる。ベルンシュタイン家がクラーンと関かかわりがある。そこまでは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。では、ベルンシュタイン家自体がモンスター・クラーンだと、彼らは突つき止めただろうか。

　ディートリヒはどこまでクライスにクラーンの情報を漏もらしたのだろう。それとも、それらの情報は最大の取引材料として出し惜おしみをしているか。

　どうか、出し惜しむだけの狡こう猾かつさを兼かね備えていてくれ。自分の価値を高めてできるだけ値段を吊つり上げろ。

　そして、クライスに情報を与あたえぬまま、イェーガーのふるう刃やいばの露つゆとなり果てるがいい。

　命いのち乞ごいなどいまさらするなよ、カルネオルの面つら汚よごしめ。

　ふいに、オイゲンの叫さけびが耳に甦よみがえった。

「………………」

　苦いものを覚えて顔をしかめるカールに、湯気の立つティーカップが差し出される。

　新しく淹いれなおした紅茶の香かおりが鼻び孔こうをくすぐり、ふっと気持ちが和らいだ。

「ラベンダーティーか」

　リラックス効果のあるハーブを合わせたフレーバーティーだ。

　ルイは穏おだやかに応じる。

「先日霧きりの森の魔ま女じよたちから送られてきまして。長がお疲れのときにはぜひこれをと」

「香りが強いので、お茶の時間にはいささか不向きですけれど。味は絶品です」

　目を細めるグレーテルに、カールはティーカップを傾けて花の香りのお茶を味わい、彼女の言葉に偽りがないことを確かめた。

「ああ、本当だ。これはいいね、ばあや」

　そうしてカールは、急に疲ひ労ろう感かんを覚えて大きな欠伸あくびをした。

　くすくすと笑いながら、グレーテルが指を立てる。

「それと、お疲つかれであればあるほど、飲んですぐに眠ねむくなるということでしたので」

「なに」

「ちょっとしたバロメーターですわね。お休みなさいませ坊ぼつちゃま、寝しん室しつへどうぞ」

　にっこりと笑って促うながす老婦人に完敗し、カールは仕方なくリビングをあとにする。

　エントランスの子どもたちにひと声かけて寝室に上がったカールは、着き替がえてベッドに入りながら思い出した。

　ああそうだ。オストゼーラインズのパーティーのことを、咲夜に伝えないと。

　瞼まぶたは重く、一度閉じるともう開くのが困難だった。










　翌朝、深い眠りから目覚めたカールは、しばらくベッドから出られなかった。

　久しぶりに見た夢が、彼の心を席せつ巻けんし、ほかのことを考えることができなかったのだ。

　随ずい分ぶん長いこと見なかったのに。

「……ベルヒテスガーデンか」

　片手で目元を覆おおう。おそらく、かの地に久々に向かうことにしたおかげで、夢を見たのだろう。

　見たと言っても、何かを見ていたわけではない。

　何も見えない闇やみの中で、聞こえる声があるだけの夢だ。

　力のないか細い声が、途と切ぎれがちになりながら、伝えてきた。

「……ああ」

　──……カール…カール…どうか……

「大だい丈じよう夫ぶだよ、マリア……」

　──……あの子を………お願い……







　　　　６







　ざわざわと、たくさんの人がとりとめのない話をしている。

　音楽が会話の邪じや魔まをしない程度に響ひびいていて、美しく着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよが、まるで大きな水すい槽そうを泳ぐ熱帯魚のように踊おどっている。

　ホールの中央はダンスに興じるナハバールに占せん拠きよされ、それを囲むように配されたテーブルに料理が並ぶ。

　黒いスーツに身を包んだホールスタッフが持ったトレイには、幾いくつものグラスが小さく波を立てて、照明の光を弾はじいている。

　アーチの大きな窓からテラスに出ると、広い庭園につづく階段が左右にのびていた。

　庭園は、庭木の配置が迷めい路ろのようになっている。遠えん慮りよがちな照明が点在し、ところどころに石の東あずま屋やが建てられて、喧けん騒そうに疲れた人々が静けさを求めて訪おとずれるのを待っているのだ。

　テラスの端はしの手すり際ぎわには、ホールの灯あかりは届かない。足元はかろうじて見えるが、遠目には顔の判別が難しい程度に暗くなっている。

　庭園を見下ろすように、手すりに肘ひじをついた咲夜は、心底くたびれたという顔でため息をついた。

　業務提てい携けいしている会社のパーティーで、招待客は女性同どう伴はんが必ひつ須す。妻を亡なくしているカールには娘むすめがいる。こんなときでもなければチャンスがないからとドレスも新調した。

　ここまで揃そろうと、咲夜としては逃にげられない。

　社交界に顔を出すのは、はっきり言って好きではないが、ときには必要だということも心得ている。

　が。

「……急用で先に帰るとか、それはちょっとやめていただきたいわよね、さすがに」

　パーティーホールに到とう着ちやくし、知人たちと挨あい拶さつを交かわして、少し落ち着いた頃ころ。

　ホールスタッフがカールの許もとにそっと接近してきて何やら耳打ちをした。

　カールは目を瞠みはり、すぐ戻もどると咲夜に伝えてホールを出て行った。

　言葉通りにすぐ戻ってきたのだが、いささか渋しぶい顔で咲夜を壁かべ際ぎわに連れて行き、トラブルが起きて会社に行かなければならなくなったと咲夜に告げた。

　じゃあ自分も帰ると言ったのだが、あまり付き合いがあるわけではないが一応顔見知り程度の貴婦人たちに、久しぶりなのだからゆっくりしていらっしゃいと引き止められてしまった。

　パーティーが終わる頃にルイが迎むかえに来ることになっているので、咲夜はそれまでここを動けない。自力で帰ることは不可能ではないのだが、こんなきらびやかなカクテルドレスで街中を公共交通機関で移動するのは、さすがに願い下げだった。

　かくして咲夜は、適当に愛あい嬌きようを振ふりまきながら時間を潰つぶさなければならなくなったのである。

　共通の話題があれば貴婦人たちと話を合わせることもできるのだが、彼女たちは好こう奇き心しん旺おう盛せいで噂うわさ好きなので、あまり長い時間一いつ緒しよにいたくはない。迂う闊かつなことを言うと、それに尾おひれがついてあっという間に話が広まる。

　できるだけ自発的な会話を避さけ、相あい槌づちを打つ程度にとどめていたら、ベルンシュタイン家の御ご令れい嬢じようは随ずい分ぶん控ひかえめで物静かでいらっしゃいますのねと、好意的だが大いなる誤解と曲解を与えるに至った。

　作り笑いしすぎて頰ほおが引き攣つってきたので、人に酔よったと言いつくろってホールを抜ぬけ出し、光の届かないところでようやく思い切り呼吸ができるようになった。

「あーあ、やっぱり父さんと一緒に帰るんだったなぁ」

　今日の咲夜は長い髪かみをアップにしている。夜会巻きと呼ばれる形だ。両サイドに束を少しだけ残してまとめた栗くり色いろの髪に美しく光るジュエリーストーンが映はえて、クラシカルな髪かみ型がたながらも華はなやいだ印象を与える。

　イヤリングやネックレスはベルンシュタイン家に伝わる高級品で、ドレスもこれらに相応ふさわしい気品あるデザインのものが選ばれた。淡あわいラベンダーを基調にした総そう丈たけの裾すそは、慎しん重ちように歩かないと踏ふみそうだ。

「つくづく、慣れない服は着るもんじゃないわよね」

　しかし、あまり着ないからこそ、カールははりきって新調してくれたのである。いりませんとは言えなかった。

　自分の姿を見下ろして、咲夜はふうと息をつく。

　着飾るのは嫌きらいではないが、一番見せたい相手がいないのだから張り合いがない。

　手すりに手をついて、ぐいっと背筋をのばす。昼に比べると、夜風は少し冷たく感じる。ノースリーブの薄うす地じのドレス一枚では、少々肌はだ寒ざむい。

　オーガンジーのストールもあるのだが、クロークに預けてしまった。取りに行くのはいささか面めん倒どうだ。またあの中に入っていくのも避けたい。せっかく逃げてきたのに捕つかまりたくないではないか。

　庭園を見下ろす。庭木で風を防げそうだ。ちょうど良いところに石のベンチがあるのが見える。屋根が見えている東屋でもいい。

　テラスを降りる階段に足を向けようとした咲夜の背に、驚おどろきに満ちた声がかけられたのはそのときだった。

「クリス…？」

　一歩踏み出したところで咲夜は動きを止めた。いまの声には聞き覚えがある。覚えはあるが嬉うれしくない。できることなら二度と聞きたくないと思っていた声だ。

「ああ、やっぱり。クリスだ」

　嬉き々きとした語気。接近してくる気配。

　咲夜は一度瞑めい目もくした。やはり来るのではなかった。

「あの…、クリス、だよね…？」

　少し不安そうな響きに、咲夜は気づかれないように息をつき、仕方なく振り返った。

「久しぶりね、マックス」

　ホールの灯りは届かないので、咲夜の表情は果たして相手に見えているかどうか。

　だが咲夜には彼の顔がよく見える。ずっと暗いところにいたので目が慣れているからだ。

　およそ三カ月ぶりに遭そう遇ぐうしたマクシミリアン・カーンは、眩まぶしいものを見るような目で咲夜を見つめていた。










　まったく、ついていない。

　ホールの喧騒が届かない庭園に降りた咲夜は、隣となりをちらりと見た。

「こんなパーティーは息が詰つまるだけだから、あまり気乗りがしなかったんだけど……来てよかったよ。だってきみに会えた」

　心の底からそう思っているのだろう、咲夜よりだいぶ背の高い青年は、少しはにかんでいるように笑う。

　咲夜は軽い頭痛を覚えながら口を開いた。

「ホールに戻らなくていいの？　ブリンクラインの後こう継けい者しやが消えたら、さすがに騒さわぎになるんじゃない？」

　彼は、ブリンクラインの社主オットー・カーンのひとり息子むすこ、マクシミリアン・カーンだ。今年七十になるオットーは、老いてから生まれたマクシミリアンを溺でき愛あいしているという。

　咲夜がこのマクシミリアンと出会ったのは、クルーズ船マリー・クリスティーネ号で行われた、仮装パーティーのときだ。

　ブリンクラインの後継者を披ひ露ろうすると同時に、彼の花はな嫁よめ探しも兼かねていたパーティーで、マクシミリアンは咲夜に心を動かされた。

　マリー・クリスティーネ号が沈ちん没ぼつしたのちに彼から手紙をもらったが、咲夜が彼に心を動かされることはなかった。

「本当は、僕じゃなくて、重役のゲオルグが来るはずだったんだけどね。彼が体調不良で、急きゆう遽きよ代役を任されたんだ」

　肩かたをすくめたマクシミリアンは、咲夜に笑いかける。

「あとでお見み舞まいを贈おくっておこうかな。体調不良になってくれて、僕には素す晴ばらしいラッキーが舞まい込んだ」

　咲夜は額に手を当てて、ふうと嘆たん息そくした。

「マックス。前にも言ったけど、あたしはあなたの花嫁にはならないわよ」

「……アルベルト・フォン・ベルンシュタインは、きみの兄だろう？」

　咲夜は足を止めた。ぼんやりとした外灯が点在する庭園には、咲夜とマクシミリアン以外には誰だれもいない。

　時々風がホールの音楽を咲夜の耳に運んでくるが、本当にかすかな音色で、人の話し声は聞こえない。

　咲夜とマクシミリアンの声もそうだろう。ホールまでは届かない。

「あなた、あたしのことを知ってるの？」
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　振り返ってマクシミリアンに尋たずねる。彼は少し困こん惑わくしたように眉まゆをひそめた。

「ベルンシュタイン公の、養女だということは……」

　スラブとオリエンタールの血が混じった咲夜の容姿は、ベルンシュタイン公の実子ではないと一目でわかる。

「そう。十六年前、マインツにある邸やしきの門の前に、バスケットに入って置き去りにされていた赤ん坊ぼうがあたし。心優やさしいベルンシュタイン家の人々は、その赤ん坊を引き取って育ててくれた」

　淡たん々たんと語る咲夜は、何の感傷も見せない。

　一方のマクシミリアンは、なぜか痛々しさを抱かかえたような眼まな差ざしを咲夜に向けている。

　咲夜は眉を吊つり上げた。ちょっと待て、その顔はなんだ、その顔は。

「マックス、あなたあたしのことを、まさか不幸だとか思ってないでしょうね？」

「……や…でも…その……」

　言い澱よどんで目を背そむけたマクシミリアンは、どうやら咲夜を不幸だと思っているらしい。

　据すわった目でマクシミリアンを睨ねめつけながら、剣けん吞のんに唸うなる。

「勝手に決めつけないでよ。あたしの幸せはあたしが決めるし、あたしの不幸もあたしが決めるわ。カール・ブラントに拾われた赤ん坊は文句なしに幸せよ。なのに赤の他人がそれを不幸だと決めつけるから、それだけはこの上もなく不幸だと思ってるけど」

　マクシミリアンは虚きよを突つかれた様子で瞬またたきをした。

　彼に背を向けて、咲夜はしっかりとした足取りで庭園の奥に進む。

「産みの両親が十六年前にどうしてあたしを手放したのかは知らないけど。あたしはふたりに感謝してるの」

「感謝？」

「そうよ。だって置き去りにしてくれたから、いまの家族に会えたんだもの」

　マクシミリアンには咲夜の表情は見えない。果たして彼女が本心からそう言っているのか、そうでないのか。どれほど注意深く彼女の語調に耳をそばだてても、マクシミリアンにはわからなかった。

「……アルベルトは、今日は？」

「招待されたのは父よ。あたしはそのパートナーだったんだけど、仕事でトラブルが起こったみたいで、パーティーがはじまってすぐに帰ったの」

　咲夜も帰りたかったのだが、ご婦人方に引き止められてタイミングを逸いつしたのだとつづけると、マクシミリアンが安あん堵どの息をついた。

　咲夜は訝いぶかって肩かた越ごしに振ふり返った。

「なに？」

　ブリンクラインの若き後継者は、それはそれは嬉しそうに目を細めている。

「そのご婦人方に感謝しないと。僕は遅おくれて来たから、きみがベルンシュタイン公と一いつ緒しよに帰ってしまっていたら、すれ違ちがっていた」

　臆おく面めんもなくそう言ってのける青年をしばらく見つめ、咲夜は諦あきらめにも似た気持ちを覚えた。

「ねぇクリス」

「なに」

　そっけない咲夜の態度にめげることなく、マクシミリアンは果か敢かんに話しかけてくる。

「きみはアルベルトを、兄だと思ったことは一度もないと言っていたけれど」

　何を言うつもりなのかと視線を向ける。マクシミリアンは至って真しん剣けんな面おも持もちだ。

「アルベルトのほうはどうなんだ？　……きみが苦しい思いをしてはいないだろうかと、それが気がかりで」

「……………………」

　思わず目を丸くする咲夜である。

「僕はアルベルトとは、あまりちゃんと話をしたことはないから、どういうひとなのかもよくしらないし」

　それはそうだろう。マリー・クリスティーネ号ではやるべきことがあったため、目立つようにひとりで行動してクルーや乗船客たちの気を引く役目を咲夜は務めていた。アルベルトやトーゴ、レニは乗船客やクルーたちとはほとんどコミュニケーションをとっていなかった。マクシミリアンとアルベルトが話をしていたところを見た記き憶おくは、咲夜にはない。

　そうして、思う。

　そうか、第三者が見ると、自分とアルベルトは義理の兄妹きようだい以外のなにものでもなく、しかも素す性じようのしれない養い子であるという事実がある。由ゆい緒しよ正しいベルンシュタイン公こう爵しやく家の令息とその養女という組み合わせは、不幸しか生まないように考えられるものなのか。

　そんなものは力ずくで蹴け散ちらしてくれると咲夜は決意しているが、思い込みによる親切や同情の押し売りは、時に悪意よりも厄やつ介かいだ。

「あなたはアベルにどんなひとであってほしいと思うの？」

「……誠実で優しいひとであってほしいと思うし、きみを傷つけるようなひとであってほしくないとも思うし。でも、きみを妹としてしか見ていない男だったら、少しは僕にも希望があるかもしれないから、……複雑なんだ」

　くすりと笑い、咲夜は肩をすくめた。

「あなたに希望はまったくないと言っておくわ」

「……クリス、それはきみの勘かん違ちがいや願望じゃないと言い切れる？」

「あなたにとってはその方が良かったんでしょうけど」

　咲夜が全く動じないので、マクシミリアンはがくりと肩を落とした。

「あーあ……。運命を感じたんだけどな」

「どちらか一方だけが感じることって、たまにあるみたいよ」

「そのようだ」

　落らく胆たんした風ふ情ぜいで応じるマクシミリアンに背を向けて、咲夜は庭園の奥に進む。

　マクシミリアンを嫌きらいかというと、決してそんなことはない。いささかうんざりさせられたことはあるが、彼は常に咲夜に対して紳しん士し的に振ふる舞まった。

　クラーンの者たちに冷れい遇ぐうされることに慣れている咲夜には、それは嬉うれしいものだった。

　そうしてふと、思う。

　肩越しにちらりとマクシミリアンを見やって、咲夜は訝りながら目を細めた。

　誰かに似ているような気がする。

　前にもそう思った。あれは、マリー・クリスティーネ号で行われた仮装パーティーの際、大階段の上にオットー・カーンが彼を伴ともなってきたときだ。

　階下で彼を見た咲夜は、面おも差ざしが誰かに重なると思ったのだ。

「…………」

「え、あの、クリス？」

　咲夜の思いがけない強い視線に狼狽うろたえたマクシミリアンは、目を泳がせる。

　しばらくそうしていた咲夜だったが、どうしても思い出せなかった。記憶を手た繰ぐっても、脳の中の人物データファイルにヒットしなかったのだ。

「マックス、あなた父親に似てるって言われること、ある？」

　問うと、マクシミリアンは小さく唸った。

「どうかな。写真を見る限りでは、そんなに似ていないみたいだけど。母方の血筋が強く出たらしいよ」

　老いた父は、自分に似なくて良かったと、事あるごとに相好を崩くずしている。似ているほうが嬉しいものなのではないかと思ったが、マクシミリアンが健康になったことだけでオットーは満足していたのかもしれない。

「そう……」

　では、自分の思い違いか。それにしては、マクシミリアンの面差しはやはり誰だれかに似ている気がするのだが。

　思案していた咲夜だったが、埒らちが明かないことに気づいて頭かぶりを振った。何かのきっかけで突とつ然ぜん思い出すこともあるだろう。いつまで考えていても答えが出ないときは、別の思考に切り替かえたほうがいい。

　パーティーホールを見はるかす。大分離はなれたホールの灯あかりは、ぼんやりと浮うき上がって見える。

　ホールから庭園を見下ろすテラスの石の手すり際ぎわで、数名の男女が立ち話をしている。ホールの喧けん騒そうを出て、酔よい覚ましを兼かねて風に当たりながら談だん笑しようしているようだ。

「オストゼーラインズの人と話してこなくていいの？」

　手すり際にいる男性のひとりは、確かオストゼーラインズの重役だ。パーティー会場に入ってすぐに近付いてきた男で、カールと握あく手しゆをして少し談笑していた。咲夜は言葉を交かわさなかったが、静かな笑えみを向けてきたので会え釈しやくを返した。

　次の来客があったので、彼はカールに断りを入れてそこを離れた。

　カールはその後も何人もの男性に声をかけられた。オストゼーラインズの者もいたし、別の海運会社の人間もいた。

　オストゼーラインズは国内でもトップクラスのシェアを誇ほこる。ブリンクラインが僅きん差さでトップをキープしているが、オストゼーラインズの猛もう追ついは凄すさまじい。

　競争相手ではあるが、ときには両社は協力体制も取る。ほかの海運会社もだ。今日のパーティーには、そういった主だった海運会社の重役たちが招待されていた。

　アルベルトもいずれはこういう場に顔を出すことになるだろう。いまは経営について勉強しているはずだ。そのうちに、系列会社のどこかに入って、現場でもまれることになるだろう。

　パーティーのたびに渋じゆう面めんになるだろうアルベルトが容易に想像できて、咲夜は笑いを嚙かみ殺す。パーティーに彼の苦手なダンスはつきものだ。

　風に乗って流れてくる音楽の曲調が変わった。そろそろラストダンスだろう。

　咲夜同様に気づいたマクシミリアンが、恭うやうやしく手を差し出して一礼した。

「どうぞ、お相手を」

「ごめんなさい。ヒールで足が痛くて踊おどれないの」

　すげない答えにマクシミリアンの顔が曇くもる。

「クリス。僕はそこまで嫌われているのかい」

　咲夜は肩かたをすくめた。

「ヒールは苦手なのよ。だから、どんなパーティーでも踊るのは決まった相手と一曲だけと決めてるの」

　言外にそれはあなたじゃないと言い渡わたされて、マクシミリアンは天を仰あおいで髪かみを搔かき回した。

「ああもう、本当に、そこまでくると見事だよ、クリス」

「どうも」

　素す直なおに礼を言うと、マクシミリアンの顔に渋しぶさが増す。

「誉ほめているわけじゃないんだけど」

「あたしには誉め言葉よ」

　徹てつ底ていしている咲夜に、マクシミリアンは胸の中がからになるほど深々とため息をついた。

「参ったな……。わかった。とりあえず、足が痛いなら手を貸そうか？」

　咲夜は少し思案するそぶりを見せた。

「……いえ、大だい丈じよう夫ぶ。歩く程度は平気だから。終わったらたぶんルイが迎むかえに来てくれるから、ロビーで休むわ」

　彼女に頷うなずきながら、ではせめてベルンシュタイン家の執しつ事じが姿を見せるまでは傍かたわらでエスコートしようと、マクシミリアンは決めた。

　たとえ望みがなくても、それくらいは許されるだろう。

「ねぇ、クリス。もうじきバカンスの季節だけど、きみはどこへ行くの？」

　咲夜の答えを待たずに彼は両手を広げた。

「僕は療りよう養ようもかねて、国境沿いの街にある別べつ荘そうに行くんだけど」

「国境沿い？」

　首を傾かたむける咲夜にマクシミリアンは嬉しそうに笑う。

「そう。ベルヒテスガーデンのケーニヒス湖岸なんだ」

　彼の告げた地名に咲夜は言葉を失う。

「……そう、なの」

「もしまだ予定が決まっていないなら、遊びに来てくれないかな。ベルヒテスガーデンは景観の美しい静かなところだけど、ちょっと退たい屈くつなんだ。勿もち論ろんご家族と一いつ緒しよにね」

　彼はまじめな顔になってつづけた。

　ブリンクラインとしては、デメルングとの業務提てい携けいを前向きに検討している。ビジネスの話をゆっくりできたらとこちらは前々から考えていたので、考こう慮りよして頂けるようきみの父上に伝えてほしい。

　マクシミリアンは苦笑して肩をすくめた。

「本当はちゃんとベルンシュタイン公に話したかったんだけど、帰ってしまったからね。伝えてもらえるかな」

　ブリンクラインの後こう継けい者しやの顔で確かく認にんしてくるマクシミリアンに、咲夜は了りよう承しようの意を伝えた。

「そういうことなら、喜んで」

「来てくれる？」

「それは……どうかしら……」

　ものすごく近くにいるからには、一度くらいは訪問すべきだろうか。黙だまっていても、いずれは彼の耳にも伝わってしまうだろう。

　思いもよらない問題がまたひとつ出てきてしまった。早くアベルが帰ってきてくれないかな。

　庭園を見下ろすテラスを見た咲夜は、ふと違い和わ感かんを覚えた。

　音楽がやんでいる。そして、先ほどまであの場にいたはずの人々がいなくなっていた。

　最後の曲が終わり、招待客たちはホールに引き上げたのか。

「マックス、あなた先に行ったほうがいいんじゃない？　会社の人だっているんでしょう？」彼女の気き遣づかいに、マクシミリアンは躊ちゆう躇ちよした。確かに咲夜の言う通りなのだが、彼女を置いてひとりでホールに戻もどるのはいささか気が引ける。たとえ断られても、淑しゆく女じよを置き去りにするのは紳しん士しとしてあるまじき行いだ。

　ホールと咲夜を交こう互ごに見たマクシミリアンは、視界のすみを光るものが掠かすめた気がして視線をめぐらせた。

　庭園には垣かき根ねがあり、その間にミニバラの花か壇だんがつづいている。本当に微かすかな芳ほう香こうが風に乗ってきて鼻び孔こうをくすぐった。ミニバラはほとんど香かおらないのだが、薄うす暗くらがりの庭園は目が利きかなくなるので、代わりに嗅きゆう覚かくが鋭えい敏びんさを増したのかもしれない。

　垣根と垣根の間に、その光るものはあった。

　人ひと影かげだ。指にはまった金属が、外灯の小さな灯りを弾はじいたらしい。

　マクシミリアンは息を止めた。

　垣根の向こうにいる人影までの距きよ離りはおよそ五メートル。こんな薄暗がりで見えたのは、何かの警けい鐘しようを脳が発していたからだろうか。

　指輪をはめた手が黒い塊かたまりを握にぎっていた。人差し指が動く。

　マクシミリアンは、声を出すより先に動いていた。

　一方、咲夜の耳は、ホールの中から乾かわいた破は裂れつ音が連続して生じたのを捉とらえた。

「………え？」

　それは、非常に聞き慣れたものだ。

　足を進めようとした途と端たん、長い裾すそがまとわりついてバランスを崩くずした。

「だから嫌いやなのよ、こんなドレス……」

　がくんと沈しずんだ咲夜の頭上すれすれを、何かが掠めた。次いで、乾いた音がごく近くで轟とどろく。

　風に乗ってくる硝しよう煙えんの臭においが鼻を刺し激げきする。

　はっと身を翻ひるがえした咲夜の視界に、こちらに照準をさだめた銃じゆう口こうが飛び込んでくる。

　リボルバーを構えている狙そ撃げき手の口がいびつに歪ゆがんだ。外灯をうけている白っぽい髪は前まえ髪がみが長く、左目にかかっている。風で髪が揺ゆれ、隠かくれていた顔があらわになった。

　額から左目、頰ほおに刻まれた傷きず痕あと。

　目が合ったと思った刹せつ那な、咲夜の視界はさえぎられる。

　同時に、乾いた音が続けざまに轟いた。
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　扉とびらをノックする音を聞いて、エーアストは目を開けた。

　身を起こして入室を促うながす。開いた扉の向こうには、恭しく一礼しているセイレーンと、カルネオル新伯はく爵しやくザムエルの姿があった。

　ザムエルのみが室内に足を踏ふみ入れ、セイレーンは静かに扉を閉める。

　ベッドサイドで足を止めたザムエルは、エーアストが背もたれのクッションを調整し終わるのを待って口を開いた。

「ディートリヒと付き合いのあったヴァンピーアのうち、ひとりが行方ゆくえ不明となっています」

「名は？」

「ヨーゼフ。通つう称しようでしょうね。ナハバールから転化した男です」

　純血のヴァンピーアは中層階級以上の地位を与あたえられている。ナハバールからクラーンに転化した者でも、努力と実績を積めば中層以上に昇のぼることはできるが、大たい概がいは下層にくすぶっている。

　下層階級のクラーンは、昼の世界から逃にげてきた者たちが多いからだ。彼らは誇ほこりを持ってクラーンとなったわけではなく、ナハバールの世界でつまはじきにされ、居場所をなくして逃げてくることがほとんどだ。

　彼らは己おのれの不幸を嘆なげきながら、決してそこから出るための努力をしない。自分より上の階層にいて、恵めぐまれているように見える者たちを羨うらやみ、嫉しつ妬とし、彼らを泥どろの中に引きずり落として踏みにじることに喜びを見み出いだすようになる。

　彼らの中ではそれが正義になってしまっているので、そうなると他者の忠ちゆう言げんに耳を貸すことはなくなる。

　そうやって、クラーンの中でも取り分け卑いやしい心になり果てた者たちを、エーアストは特に嫌っているのだった。

　たとえナハバールの世界で罪を犯おかしたのだとしても、クラーンの掟おきての中で揺るがない信念があるのであれば、誰だれも疎うとんじることはしない。

　しかし、下層階級にくすぶるクラーンは、そのほとんどが掟を悪あしきものと捉え、それを破ることに重点を置きはじめるのだ。そして、やがてはモンスター・クラーンを離り反はんする。

　離反し、ナハバールやクラーンに害をなすと判断されたものは、ケッツァーとして狩かられる。

　クラーンにはクラーンが責任を持つ。掟に従い、向上しようと努力をすれば、それに見合った恩おん恵けいを受けることができる。それができない者は、いつか血の掟のもとに粛しゆく清せいされる。

　それが『狩り』だ。異端者ケツツアーとみなされたモンスターは、執行者イエーガーの任を命じられたクラーンが手を下す。

　現在、ベルンシュタイン家のアルベルトがイェーガーの任を受け、ケッツァーと断じられたディートリヒを追っている。ディートリヒは巧こう妙みようで、逃とう走そう経路の手がかりを残さない。

　アルベルトは、エレメンタル・クラーンである風の精せい霊れいシルフたちの協力を仰あおぎ、国内だけでなく近きん隣りん国にも捜そう索さくの手を広げている。

　ディートリヒが逃げ込みそうな場所や人物に心当たりがあればそこを真っ先に捜さがすのだが、彼はクラーンの中でも粗そ暴ぼうで嫌きらわれており、懇こん意いにしている者がほとんどいなかった。そんなディートリヒと唯ゆい一いつ関係を保っていたのは、下層階級のヴァンピーアたちだった。

　ザムエルはそこから居場所の特定できない者を洗い出した。

「現状ではディートリヒとヨーゼフが接せつ触しよくした形けい跡せきはありませんが、気になることが幾いくつか出てきました」

「気になること？」

　胡う乱ろんげに眉まゆ根ねを寄せたエーアストに、ザムエルは手にしていたファイルを開いて読み上げる。

「ここ数年、ヨーゼフは頻ひん繁ぱんに国を出入りしていたようです」

　出入国記録を調べたところ、ヨーゼフは年に数度ルーマニアと行き来をしているほか、東とう欧おう諸国やトルコにも足を運んでいたことが判明した。

　これらは空港の出入国管理局のデータだ。

　通常であれば、このようなデータは入手できない。しかし、ベルンシュタイン家が動けば話は変わってくる。ヨーロッパ全域の経済を動かせる巨きよ大だいコンツェルンは、当局にも多大な発言権と影えい響きよう力を持っているのだ。

「……カールが顔をしかめそうだね」

　ベルンシュタイン家の現当主は、こういった取引をあまり好まない。

　エーアストの指し摘てきに、ザムエルは頰の筋肉ひとつ動かさなかった。

「ベルンシュタイン公は甘い。ときには必要だと割り切ることができないからこそ、今回のような事態が引き起こされたのではないのですか」

「お前の口から出たとは言わずに、カールにあとでその旨むねを伝えておこう」

　肉親であるディートリヒに関連しているにもかかわらず、ザムエルは恐おそろしいほど冷れい淡たんだ。彼はいま、カルネオルの長男としてではなく、モンスター・クラーンの危機を回かい避ひするためだけに行動している。

　それはそのままカルネオル家と、その一族に向けられるであろう糾きゆう弾だんを、可能な限り抑おさえたいという彼の願い故ゆえだった。

　ファイルに挟はさんでいた写真を一枚差し出す。エーアストは無言で受け取った。

　どこかの酒場で女をはべらせ下げ卑びた笑いを浮うかべている青年だ。隠し撮どりだろう、視線はあらぬ方を向いている。酒場の灯あかりは暗く、青年の白っぽい色の髪かみが浮き立って見えた。長い前髪が左目の辺りを覆おおっている。

「不思議な髪かみ形がたをしているね」

「幼少時、オオカミに襲おそわれて左目を失明し、消えない傷が残ったということです。それだけが原因ではないでしょうが、鬱うつ屈くつして内向的になり、成長とともに攻こう撃げき性と暴力性が際きわ立だつようになったとか」

　エーアストは不快そうに眉まゆをひそめた。

「なぜそんなナハバールに牙きばを与えた。眷けん属ぞくは誰だ」

　ディートリヒかと思ったが、ザムエルは別の名を告げた。

「テーオドールです」

「テーオ……？」

　怪け訝げんそうに呟つぶやいたエーアストは、記き憶おくをたどって息を吞のんだ。

　ザムエルは顔色を変えずに頷うなずく。

「ケッツァーとみなされて、あのエリアンヌ・クリスティーネに狩られたヴァンピーアです」

　覚えている。忘れるわけがない。

　彼女とアルベルトを正式なクラーンと認めるための条件として、テーオドールを狩れと命じたのはほかならぬエーアストだ。長老衆の突つき上げもあったが、何よりもエリアンヌ・クリスティーネ自身がそれを望んだ。

　テーオドールはクライスに与くみし、人間の子どもをさらってはゴーレムの材料としていた。また、とある修道院の尼に僧そうたちに牙を与え、闇に転化したものフエアヴアンドルングと化した。あのケッツァーは、クラーンの上層階級とはまったくつながりがなかった。モンスター・クラーンの重要な情報は、まだクライスには漏もれていないはず。

　しかし、テーオドールがクライスに与していたことは動かしがたい事実であり、彼の眷属としてクラーンとなったヨーゼフは、ディートリヒとの接触を繰くり返している。

　慄りつ然ぜんとするエーアストに、ザムエルは苦さを押し殺した声でさらに報告した。

「これは未み確かく認にん情報ですが、どうやらヨーゼフは一週間ほど前にルーマニアから帰国した際、密造銃じゆうを密輸した疑いがあります」

「銃……」

　まさか。

「ルーマニアで密造されたと思われるリボルバー三挺ちよう、機種はナガンＭ１８９５」
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　鉄の臭においが鼻をついた。

　覆いかぶさるように倒たおれたマクシミリアンの下からなんとか這はい出し、咲夜は息を吞む。

　マクシミリアンの黒いタキシード。背中が濡ぬれて、染しみがどんどん広がっている。銃じゆう創そうは左側の背と腰こしの中間辺り。それと右の肩かたを貫かん通つうしていた。

　咲夜のまとったドレスがマクシミリアンの肩からあふれる血で瞬またたく間に赤く染まる。

　おびただしい出血量で、マクシミリアンは既すでに虫の息だった。

　視線を感じた咲夜は、垣かき根ねを越こえてくる青年の冷たい双そう眸ぼうに戦せん慄りつした。

　リボルバーの銃じゆう口こうは咲夜を狙ねらっている。

　男がじりじりと距きよ離りを詰つめてくる間にも、ホールから幾つもの乾かわいた銃じゆう声せいが響ひびいて、悲鳴と怒ど号ごうがかすかに聞こえた。

　男が唇くちびるを吊つり上げて嗤わらう。そこにちらりと、異様に長く尖とがった犬歯が覗のぞいた。

　それまで突とつ然ぜんの事態に動どう揺ようしていた咲夜の胸の奥が、瞬しゆん時じに冷えた。

「………」

　下卑た笑えみを浮かべながら銃口を向けてくる男は、マクシミリアンを蹴けり転がしてどかせると、血にまみれた咲夜のドレスに手をかけた。

　身をすくませる少女の細い肩の白さに、男の舐なめるような視線が這いまわるようだ。

　思わず肩をすくめた咲夜は、男の手を必死に振ふり払はらうふりで、マクシミリアンの傷口を摑つかみ、あふれる血を男の目に浴びせかけた。

　思わぬ反はん撃げきを受けた男が反射的に目をつぶる。

　その瞬しゆん間かん、男の腕うでを右手で摑み、関節をねじって反転させる。

「うぁっ！」

　想像もしていなかった痛みに、男は膝ひざを折りながら銃を取り落とす。

　咲夜はもう一方の腕を男の脇わきの下に入れると、ぐいと押しながら自分の体も滑すべり込ませた。

　男が声にならない声をあげて苦痛に悶もん絶ぜつする。咲夜がそのまま容よう赦しやなく体を落とすと、男の体は堪こらえ切れずに一回転して地に叩たたきつけられた。

　トーゴ直伝の武術だ。いつもは相手がバランスを崩くずした時点で止めている。それ以上は折れるからなと朗ほがらかに言われていたのだが、本当だった。最初に摑んでねじりながら反転させた男の腕が砕くだけ折れる感覚が、手のひらに伝わってきた。

　運が悪ければいまの投げ技わざで死ぬと聞いていたが、さすがにヴァンピーアはこの程度ではダメージを負っただけのようで、うめきながら這いつくばっている。

　咲夜は男が落とした銃を拾いながら、邪じや魔まなドレスの裾すそを引き裂さいた。上質な薄うす地じだったことが幸いした。膝ひざ上うえまであらわになった足からハイヒールを脱ぬぎ捨て、腿ももの両サイドも躊ちゆう躇ちよなく引き裂く。

　憤ふん怒ぬでぎらつく顔を上げた男は、自分の眉み間けんに据すえられた銃口を見て、嘲あざけるように笑った。

「慣れないことはするもんじゃないぜ……」

　銃口を男に据えた咲夜の目がきらりと光る。

「あんた、ディートリヒ？」

「違ちがう。……お前、クラーンか」

　咲夜は答えないが、男はそれを肯こう定ていと受け取ったようだ。

「それをよこせ。女の細ほそ腕うでで持つには物ぶつ騒そうな代しろ物ものだ」

　男の目が好色さを湛たたえて咲夜の肩や白い素す足あしを這いずり回り、殺傷とは別の目的を抱いだいたのが見て取れた。

　視界のすみに、倒れたままぴくりとも動かないマクシミリアンの姿がある。おびただしい出血は、彼の命がもうあと僅わずかであろうと咲夜に伝えている。

「ナガンＭ１８９５…、ヴァンピーアとマーメイドを撃うったのはこれね」

「俺じゃない」

　せせら笑う男の耳に、咲夜の厳おごそかな声が忍しのび込む。

「───血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない」

　鉄則。それを口にする者がどういう存在であるのか、男は知っていた。

　男の表情から余よ裕ゆうが奪うばわれる。

「まさか…イェーガー!?」

　血相を変えた男の眉間に照準を据えたまま、咲夜は無造作にトリガーを引いた。

　衝しよう撃げきが腕を突き抜ぬけて、咲夜の瘦そう身しんが反動でよろめく。

　眉間に弾だん丸がんを撃ち込まれた男は、驚きよう愕がくしたまま息絶えた。倒れる男の体がざっと音を立てて崩れていく。

　男がいた場所に砂の山が築かれ、その上に男の衣服や円いペンダントが落ちた。

「これ……」

　見覚えがある。これはロケットだ。中は魔ま鏡きようになっていて、光を当てると反射してクライスの紋もん章しようが浮かび上がるのだ。

　ぐっと唇を嚙かむ。みんなに報しらせないと。

　右手に持ったナガンＭ１８９５を睨ねめつけて、咲夜は左手を振った。愛銃とは重さも発射の際の衝撃もまるで違う。覚かく悟ごしても自分を支えきれなかった。

　男の持っていたウエストポーチの中に、ナガンＭ１８９５のものと思われる予備弾丸は五。

　ポーチをウエストに巻き、その中にペンダントもねじ込んで、咲夜はホールに向けて駆かけ出した。

　テラスに昇る階段ではなく、壁かべ際ぎわの植え込みをよじ登った咲夜は、ホールの中を覗き見た。

　惨さん状じようだ。

　四人の男が火器を持っている。あちこちに倒れたパーティー客とホールスタッフ、砕け散ったグラスの破は片へんと、大理石の床ゆかをまだらに染めた赤い飛ひ沫まつ。倒れたテーブルは銃じゆう撃げきを受けたのか無残な姿になり果て、テーブルクロスは焦こげてところどころ血に汚よごれている。夫らしい男を搔かき抱いた妻は泣きながら名を呼び、かろうじて動ける怪け我が人は必死に這いずって倒れたテーブルの陰かげに移動しようとあがいていた。ほかの招待客たちはみな壁際にうずくまり、息をひそめて嵐あらしが過ぎるのを待っている。彼らに向けられた火器の銃口は、いつ火を噴ふくかわからない。

　銃を持った襲しゆう撃げき者たちは、意思を持っていないようだった。

　じっと様子を見て確信する。

「ゴーレム……」

　手にした武器は、いつものチーフス・スペシャルではない。慣れない重さと衝撃だ、いつものような命中率は期待できない。

　弾だん倉そうを確認する。残ざん弾だんは四。ナガンは弾倉をスウィング・アウトさせて空薬やつ莢きようを一度に落とすということができない。ひとつずつ押し出さなければならないのだ。撃ち尽つくしてしまうと、次の弾丸を装そう塡てんするのに手間がかかる。

　いつもより重い銃は、意識して力を籠こめないと狙そ撃げきの際にわずかに銃口が下がる。

　彼らの気をこちらに引きつけておびき出すしかない。

　咲夜は深呼吸をして、足元にあった小さな鉢はち植うえを持ち上げると、大きなアーチ窓のガラスめがけて力いっぱい投げた。

　ガラスの割れる音がゴーレムたちを振り返らせた。

　ひとりが用心深くゆっくりとテラスに出てくる。

　体勢を低くした咲夜は、障害物のない位置までゴーレムが移動するのを見定めて、トリガーを引いた。

　ゴーレムがつんのめって倒れる。手を離はなれた武器が転がった。あれはトンプソンか。

　記き憶おくが甦よみがえる。最初の狩かりで、修道女たちが持っていた火器だ。アルベルトがクライスの支給品だと言っていた。

　残りのゴーレムたちがホールから飛び出しながら四方八方にトンプソンを乱射する。咄とつ嗟さに建物の陰に身を隠かくした咲夜は、腕に灼しやく熱ねつを感じて眉まゆをひそめた。

「痛い」

　足元の鉢植えを持って、もう一度テラスに放ほうる。放物線を描えがいた鉢が瞬く間に砕け散る中、咲夜は転げながら躍おどり出る。

　ゴーレムが咲夜を捉とらえ、照準を合わせる。その間に咲夜の手にしたナガンが二度火を噴いた。

　ふたりのゴーレムの喉のどと心臓にそれぞれ命中した弾丸が貫通し、その衝撃とともにのけぞったゴーレムの体がざっと音を立てて崩れ落ちる。

　残り一体。

　咲夜はテラスの階段を駆け下りて庭園の垣かき根ねに身をひそませる。

　最後のゴーレムがテラスの手すり際ぎわに立ち、庭園を一望して忌いま々いましい標的を探しているのを認める。

　息の上がった咲夜は、そろそろ疲つかれを訴うつたえている両りよう腕うでを叱しつ咤たしながらタイミングを計った。

　ゴーレムのトンプソンが逆方向を向いた。

　いまだ。

　勢いをつけて腕を上げ、力を振り絞しぼってナガンを構える。

　が、トンプソンの銃じゆう口こうがいつの間にか咲夜のほうに向けられていた。

「しまった…！」

　テラスからは咲夜の姿は丸見えだったのだ。

　銃じゆうを構えた咲夜は、ゴーレムが嗤わらったのを見た。男の指がトンプソンのトリガーを引く。

　瞬しゆん間かん咲夜は、横合いから襲おそった衝撃に突つき飛ばされた。同時に爆ばく竹ちくが鳴るような音が轟とどろく。

　転がった瘦そう軀くを銃じゆう弾だんが襲う。あちこちに灼熱を感じながらうつぶせた咲夜は、すくい上げられたかと思うと、ミニバラの花か壇だんと垣根の中を風のように移動する。

　目を開けて、咲夜は声をあげた。

「ルイ！」

　白銀のオオカミが庭園を疾しつ走そうしている。ゴーレムは罵ば声せいを上げながら仕留め損そこねた獲え物ものを追ってきた。

　体を半回転させながらトンプソンを乱射するゴーレムを顧かえりみて、ルイは低く唸うなった。

「まさかこんな暴挙に及およぼうとは…！」

　あちこちに点在していた外灯が破は壊かいされ、飛び散るガラスが跳ちよう弾だんとともに庭園に降り注ぐ。

　ぼんやりと照らされていた庭園は、またたく間に暗くら闇やみに覆おおわれた。

「ルイ、マックスが撃たれた。早く誰だれかに報せてあげないと…」

　だが、たとえ報せても、もう彼の命はきっと尽きている。

　彼は咲夜をかばったのだ。余計なことをせずに自分だけでも逃にげればよかったのに。もしかしたら助かったかもしれなかったのに、彼は迷わず咲夜を守ろうとしてその身を投げ出した。

「ばかよ、マックス…！」

　目をつぶってうめいた咲夜は、息を吸い込んで顔をあげた。

「降ろして。あのゴーレムを撃つ」

「では、引きつけます。その隙すきに」

　咲夜の意を察したルイは、彼女を降ろすなりテラスへ突とつ進しんしていく。

　闇をまとって垣根に身をひそめながら移動した咲夜は、ミニバラの陰に膝ひざをついた。ゴーレムが無差別に乱射してくれたおかげで、よほどのことがない限り咲夜の姿は見えなくなっているはずだ。

　あちこちが痛い。火傷やけどもしているし、出血もしている。カールがせっかく新調してくれたドレスはマクシミリアンの血に濡ぬれて、久しぶりにセットアップした髪かみはとっくに崩くずれている。

　気づけばイヤリングも片方落としていた。片方だけでも残っていたことが奇き跡せきのようだが、もう何もかもが台無しだ。

　跳ちよう躍やくしたオオカミの影に向けられたトンプソンが火を噴いている。

　咲夜は最後の力で銃を構え、トリガーを引いた。

　連射音がふつりと途と切ぎれ、のけぞったゴーレムの手からトンプソンが落ちる。落下した火器がごとっと重く音を立て、ゴーレムの崩れ去る乾かわいた音が消えていく。

　咲夜はその場に膝をつき、荒あらい息をはいた。退たい屈くつなパーティーのつもりだったのに、こんなことになるなんて。

　テラスを見あげた咲夜は、そこに人ひと影かげを見た気がして体を強こわ張ばらせた。

　心臓が跳はね上がる。

　いま、見ていたのは誰だ。

　どくんと鼓こ動どうが跳ねる。

　イスタンブールのカパル・チャルシュでジルの前に現れた、ジーンではなかったか。

「どうして……」

　うめきながら立ち上がろうとした咲夜の許もとに、闇にまぎれて白銀のオオカミが戻もどってきた。

「咲夜様、ここを離れましょう。通報を受けた警察が到とう着ちやくしたようです。その姿を見られては、必要以上に追つい及きゆうされるでしょう」

　自分の姿を再さい確かく認にんして、咲夜は疲れたように息を吐はく。

「あちらに車を止めています。急いで」

　パーティーの終しゆう了りよう時刻より早めに到着したルイは、不ふ穏おんな気配を察して車を人ひと気けのない庭園の脇わきに移動させていた。

「マクシミリアン・カーンのことは、きっと誰かが見つけてくれます。さぁ」

　オオカミのいたわるような視線に、咲夜は力なく頷うなずいた。
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　ばかなと、思わず口からこぼれそうになった。

「来てくれてうれしいよ、クリス」

　ベッドに身を起こして笑う青年は、あの晩ケッツァーの銃弾に倒たおれたはずのマクシミリアンに違ちがいなかった。

　衝しよう撃げきで目め眩まいを起こした咲夜を、ここまで案内してくれた若いメイドが支えてくれる。

「そのソファに座らせてあげて」

　主あるじの指示に従って咲夜をソファに案内したメイドは、気付けに何か飲みものを持ってくると言って下がっていった。やや置いて、湯気の立つ紅茶の注がれたティーカップと氷の入ったミネラルウォーターのタンブラー、グラス三分の一ほどのブランデーをトレイにのせて戻ってくる。

　ガラステーブルにティーカップとタンブラー、グラスを置いたメイドに下がるよう伝えたマクシミリアンは、青ざめた咲夜に勧すすめた。

「どれでも好きなものを」

「……ありがとう、いただくわ」

　咲夜は迷ったが、ブランデーを一口含ふくんだ。

　喉と舌を焼くような刺し激げきが広がってくらくらする。鼻に抜ぬけるきついアルコール臭しゆうは微かすかに甘く感じられた。

　眉み間けんにしわを寄せてグラスを睨にらんでいる咲夜の様子に、マクシミリアンは苦く笑しようする。

「ルイ13世はお気に召めさなかったかな」

「初めて飲んだから、こういうのの味はよくわからないのよ」

　口の中に熱い刺激が残っていて妙みような感じがする。喉の奥も胸の中も熱い。ディナーの食前酒とはアルコールの度数も質も格段の差があるだろう。

　咲夜は酒には疎うといが、ルイ13世という名のブランデーは、それだけでも高級そうな印象が強い。あとでルイに訊きいてみようと思った。同じ名前だし、知らなくはないだろう。

　冷たいミネラルウォーターで口中のアルコールを押し流しながら、そっとマクシミリアンを見やる。彼は血の気の乏とぼしい白い顔と、少し削そげたようにこけた頰ほおをしているものの、思っていたよりはるかに元気そうだった。










　あの惨さん劇げきの夜から数日経たって、警察はベルンシュタイン家にも事情聴ちよう取しゆに訪おとずれた。対応したのはルイとカールで、咲夜はショックで寝ね込こんでいるというふれこみで、刑けい事じたちの前には姿を見せなかった。

　帰宅して鏡を見たら、額や頰、首、腕うで、背中、足と、数えきれないほどの裂れつ傷しように擦さつ傷しよう、銃じゆう創そう、火傷を負っていた。こんな姿を見られたら、言い逃のがれのしようがないと思えるほどだった。体の傷は治るがぼろぼろになったドレスは再生不可能で、カールががっくりと肩かたを落としていた。さすがに咲夜も胸が痛んだが、死ぬとか、それ以上に屈くつ辱じよく的な目に遭あうよりはましだろう。

　霧きりの森の魔ま女じよによる治ち療りようを受けたので、ほとんど痕あとも残らないという。特に顔はもう傷つけるなとカールに嘆なげかれて、咲夜は口ごもった。そうしたいのはやまやまだが、相手はそんなことは慮おもんぱかってくれない。

　咲夜が持ち帰ったナガンＭ１８９５と予備の弾だん丸がん、そしてクライスのペンダントは、エーアストにゆだねられた。

　ナガンと弾丸はさらに霧の森の魔女たちに預けられた。調査した結果、予備の弾丸はウィルヘルミネとマーメイドを撃ったのと同じものだと報じられ、誰もが戦せん慄りつした。

　では、撃うたれていたら咲夜はウィルヘルミネたちと同じように、癒いえない傷で落命する危険があったのか。

　そして、ではマクシミリアンは、たとえいち早く治療されていたとしても、助かりはしなかったのかと、咲夜の胸は重く締しめつけられたのだ。

　その後、予定通り一同はベルヒテスガーデンに赴おもむき、東條要が教会の修復工事のアルバイトとして元気に出かけていく毎日となった。

　あの惨劇は無差別テロと断定された。警察は犯人の足取りを追っているが、不思議なことにまったく痕こん跡せきが見つからないという。

　そりゃそうよね。だって全ぜん滅めつさせちゃったもん。

　新聞を見て呟つぶやいた咲夜を、複雑な顔をしたカールが黙だまって抱だき寄せてきたのが、少し申し訳なかった。

　だって仕方がないではないか。クラーンの鉄則だ。

　隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩かれ。

　目の前でナハバールであるマクシミリアンが撃たれたのだ。狩るのはクラーンの義務だった。

　あの事件でたくさんの被ひ害がい者しやが出た。中でもパーティーの主しゆ催さい者しやだったオストゼーラインズの重役たちは大半が凶きよう弾だんに倒れたという。いまオストゼーラインズは社内で大混乱を起こしているそうだ。また、被害者への損害賠ばい償しようもあり、場合によっては業務縮小、あるいは会社そのものが売ばい却きやくか、どこかに吸収合がつ併ぺいされるのではという噂うわさもある。

　華はなやかなパーティーが一転してこんなことになるとは。

　そんなある日、要が驚おどろいた顔で帰ってきて言った。

　湖の岸に建っている大きな家に、カーン家の御おん曹ぞう子しが療りよう養ようで訪れているらしい、と。

　カーンの御曹子といえば、マクシミリアンしかいない。

　まさかと思ったものの、要が噓うそを言うはずもない。念のために問い合わせると、ベルンシュタイン家のご令れい嬢じようならばぜひ招待したいと返答があった。

　咲夜は半信半疑で、ルイの運転でケーニヒス湖岸のカーン家別べつ荘そうに向かった。念のため、あの赤金の弾丸と、愛あい銃じゆうをショルダーバッグの奥に忍しのばせていた。まさか出番はないだろうが、常に携けい帯たいするのは咲夜の習慣だ。

　先日のパーティーの際は物理的に不可能で携帯していかなかったため、あんな窮きゆう地ちに陥おちいった。

　いかなるときも備えは必要だと、痛感した咲夜だった。

　ルイは咲夜とともに別荘に上がるつもりだったが、主は療養中なのでご令嬢以外の方はお引き取り下さいと、老ろう齢れいのカーン家執しつ事じに丁てい重ちように追いやられた。

　静かに食ってかかろうとしたルイを止めたのは咲夜だ。いくらなんでも、公式に訪れたベルンシュタイン家令嬢に対し、礼を失するような真似まねをするはずがない。二時間たったら迎むかえに来るよう言い渡わたされて、ルイは渋しぶ々しぶ引き下がった。

　そして、咲夜はひとり、主しゆ寝しん室しつにとおされた。大きな窓から美しいケーニヒス湖が一望できる広い部屋。その中央に据すえられたキングサイズのベッドに身を起こして微笑ほほえんでいたのは、確かにマクシミリアン・カーン。

　あの晩咲夜の見ている前で、あの弾丸を二発も受けたはずの青年だった。










　息をついた咲夜は、ベッドに横たわっているマクシミリアンを見た。すると彼は、ベッドを下りてガウンを羽織った。

　咲夜は慌あわてて立ち上がった。

「マックス、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　血相を変える咲夜に、マクシミリアンは目を細める。

「嬉うれしいな。クリスがそんなに心配してくれるなんて」

「マックス！」

　さすがに眉まゆを吊つり上げると、彼は咲夜の正面のソファに腰こしを下ろしながら両手をあげた。

「ごめんごめん。でも本当に、そんなに心配してくれなくても大丈夫だよ」

　座るように促うながされて、咲夜は仕方なく従う。

　青年は湖に目をやって眩まぶしそうにした。湖水が陽光を弾はじいてきらきらと輝かがやいている。

「確かに、ひどい怪け我がだったと思う。でも、主治医が手を尽つくしてくれて、なんとか命を取り留めたんだ」

　視線を咲夜に向けて、マクシミリアンは右の肩をそっと押さえた。

「幸い肩は弾たまが貫かん通つうしていたし、大事な神経や血管も無事だったから、手もちゃんと動くんだ。背中はまだ痛むから、鎮ちん痛つう剤ざいが欠かせないんだけど」

「だったらベッドから出たらだめじゃない」

　声を荒あららげる咲夜に、マクシミリアンは生き真面まじ目めな顔をした。

「身を挺ていして守った子に、かっこ悪いところを見せたくないっていう男の気持ち、尊重してくれないかな」

　咲夜は言葉を失った。そう言われると、強くは出られない。守られたのは本当だ。咲夜だけではおそらく避さけられなかった。それが悔くやしい。

「……ありがとう。おかげで、助かったわ」

　噓うそ偽いつわりのない気持ちで礼を述べると、マクシミリアンは照れたように鼻を搔かいた。

「うん……。自分でもあんなふうに体が動いて、びっくりしたんだ」

　それはマクシミリアンの、噓偽りのない気持ちだった。

　マクシミリアンは気き恥はずかしそうに目を泳がせる。

「ほんの数分前に振ふられたばかりだっていうのに、そんなの関係なく、体が勝手に動いたんだ」

　たぶんそれは、きみだから。

　彼の目がそう告げているのを感じて、咲夜は何も言えずにうつむいた。

　そうして、思う。ああ、まただ。誰だれかに似ている。マクシミリアンは、確かに咲夜の知っている誰かに似ているのだ。

　それがどうしても思い出せないことが苛いら立だたしい。

「……僕はね、クリス。小さい頃ころ、本当に病弱で、いつ死んでもおかしくないと言われていたんだ」

　彼の語気が変わったのを感じて、咲夜は目をあげる。マクシミリアンは湖面を見ていた。けれどもその目は、さらに遠くを見ているように、咲夜には感じられた。

「スイスの療りよう養よう所じよで、とにかく静かに暮らしていたよ」

　物心つくずっと前から、体を損そこなわないように、呼吸が乱れないように、鼓こ動どうが暴れないように。

　走ってみたかった。ほかの子どもたちと同じように、好きなように駆かけまわって、転んで、大声で笑って、喧けん嘩かをしてみたかった。だが、そんなことをしたら自分の心臓はすぐに壊こわれてしまうと言われ、彼のために組まれた医い療りようチームは、延命させることだけに手を尽くしていた。

　少しでも長く。静かに、ただ静かに、それだけのために莫ばく大だいな医療費が惜おしげもなく使われていた。

　毎晩毎晩、目を閉じるのが怖こわかった。ここで目を閉じたら、もう明日あしたが来ないのではないか。そのまま自分の鼓動は止まるのではないか、自分の呼吸は絶えるのではないか。

　朝が来て、目を開ける。朝日が部屋に射さしている。それを見るたびに、奇き跡せきのようだと思っていた。だが奇跡はいつまでもつづかない。今日は生き延びた。では明日は。明日も生き延びることができたとして、ではその次は。

　先のことを考えることに疲つかれ果て、何も希望を持たない代わりに、一日を過ごすことだけを考える。その積み重ねだけが、幼いマクシミリアンのすべてとなっていた。

「……そこに、ドクトアがやってきたんだ」

　忘れもしない。五歳の冬だ。

　いつものように恐おそる恐る目を開けて、朝だということを確かく認にんする。

　その日はひどい雪で、カーテンを開けても部屋は暗かった。二重ガラスの窓からは恐ろしいほどの寒さがひたひたと忍び込んできて、どれほど火を焚たいてもなかなかあたたまらない、そんな日だった。

　風邪かぜを引かないようにと、厚着をしていた彼の部屋に、父が知らない人を連れてきた。

　細いシルバーフレームのメガネをかけたその男性は、マクシミリアンがそれまで見たことのない、異質な風ふう貌ぼうをしていた。同じ人間なのだが、目や髪かみの色、相そう貌ぼうの雰ふん囲い気きが、何か違ちがうのである。

　普ふ通つうの子どもだったら怯おびえて泣いたかもしれないが、マクシミリアンの感情は動かなかった。そういった些さ細さいなことで動どう揺ようすると、心臓に負ふ荷かがかかる。だから彼の心は、滅めつ多たに動かなくなっていた。静かに静かに、とにかく静かに。そうやって生きてきたことが、彼をそうしていたのである。

　父はマクシミリアンに、この人はお前を元気にしてくれる先生だよと言った。

　何を言われたのか、はじめは理解できなかった。困こん惑わくするマクシミリアンの様子を見て、男性は膝ひざを折り、目の高さを合わせながら口を開いた。

　はじめまして、マックス。これから少しずつ、元気になっていこうね。

　マクシミリアンは、恐る恐る尋たずねた。

　はしれる？

　時間はかかるだろうけど、走れるようになるよ。

　ころんでもへいき？

　痛くても泣かないと約束をしておこうか。

　おおきなこえでわらってもいいの？

　お腹なかが痛くなるくらいにね。

　けんかしても、だいじょうぶ？

　喧嘩をするなら、絶対に勝つことだよ。

　誰が相手でも負けないくらいに、元気にしてあげるよ。

　そう言ってマクシミリアンの頭を撫なでる手は、とても大きくてあたたかかった。

　マクシミリアンは、弱々しい声で泣いた。そうっとそうっと声を出し、ずっと我が慢まんしていた分を涙なみだと一いつ緒しよに押し流した。

「そうして、僕はちゃんと元気になった。十五年かかったけど」

　そしてマクシミリアンは、惹ひかれている少女を体を張って守れるほどになっていた。

「僕はね、クリス。嬉しいんだ。きみを守れたことも嬉しいし、重傷を負っても生き延びるくらいにしぶとくなってくれた自分の体が、嬉しくて仕方がない」

　心からそう思う。

「だからね、クリス。きみが負い目を感じることはないよ。……今日、こうやって来てくれただけで、充じゆう分ぶんだ」

　咲夜の面おも持もちが強こわ張ばった。見み抜ぬかれていた。

　マクシミリアンはほろ苦く笑う。

「やっぱりね。……そういう顔より、笑ってほしいな」

「マックス……」

　複雑さをにじませる咲夜の目を愛いとおしげに見つめて、彼は不意に眉まゆを曇くもらせた。

「話したほうがいいと思ったことが、あるんだ」

　唐とう突とつに彼の語気が変わった。

　咲夜は怪け訝げんそうに首を傾かたむける。

「どうしたの？」

「……きみの、本当の両親について」

　静かな言葉は、咲夜の心臓を大きく蹴けり上げた。
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　マクシミリアンが何を急に言い出したのかと、咲夜は困惑した。それだけのはずなのに、咲夜の心臓は奇き妙みように早はや鐘がねを打っていた。

「この間、話してくれただろう？　それで、少しでも手がかりが摑つかめたらと思って、ちょっと調べてみたんだ」

　十六年前のある冬の朝、マインツの郊こう外がいにあるベルンシュタイン邸ていの門前に、厚手のストールにくるまれて、バスケットに入っていた赤ん坊ぼう。

「それは、本当にマインツの、ベルンシュタイン邸？」

　マクシミリアンが念を押す。咲夜は固い声で答えた。

「そうよ…。ずっと、そう聞かされてきたし、ストールもバスケットも、見たことある」

　屋根裏に、埃ほこりをかぶらないように布をかけてしまわれていたのを、一度見せてもらった。

　咲夜の言葉を受けたマクシミリアンの目に険しさがにじむ。

「……僕が調べた限りでは、ベルンシュタイン公は十六年前の冬、あの邸やしきにいなかった」

　咲夜はマクシミリアンを見つめて、戸と惑まどったように何度も目をしばたたかせた。

「……え。いなかった…？」

　頷うなずく彼に、咲夜は思いついた言葉を口にする。

「父さんだけ、仕事でいなかったのかも。たまに、一ケ月とか、もっと長い間、あちこちに出張することがあって」

「家族みんな、いなかったんだ、クリス」

　どくんと、胸の奥で重く嫌いやな音が響ひびいた。

「……みんな？」

「そう。十六年前の冬、ほぼ三ケ月間。ベルンシュタイン公と、家族、召めし使つかい、すべて、あのマインツの邸にはいなかった。あの邸は、冬の間中無人だったんだ、クリス」

「……………………」

　咲夜はマクシミリアンを見つめたまま、頭の中が真っ白になった。

　噓うそだと言いたかったが、噓を言っていないことは彼の目を見ればわかる。そんな噓をつく利点がない。

「……ルイが…朝刊を取りに門に出て、バスケットを見つけたのよ…？」

　少なくとも咲夜は、ずっとそう聞かされていた。

　あと少し遅おそかったら、きっと命が危なかったと。うちの前で本当に良かったと。

　みんながそう言っていた。

　けれども、あの年マインツの邸は無人だったという。どういうことだ。どちらが偽いつわりなのだ。

「……いなかったって…誰だれが…？」

「新聞の配達記録や、近きん隣りん住民の話だよ。……きみの本当の両親を捜さがすために、当時のことを徹てつ底てい的に調べたから、間ま違ちがいない」

「どうして、そんな」

　混乱している咲夜に、マクシミリアンは言い募つのる。

「もしきみが本当の両親に会いたいと少しでも思っていて、でもいまの家族たちに遠えん慮りよしているならと、僕が勝手に思って調べたことだ。それがまさか、こんな……」

　気まずそうに言い澱よどんだマクシミリアンは、後こう悔かいしているようだった。

「聞きたくなかったという顔だね。でも、ベルンシュタイン公がもしきみをだましているなら、それはひどい裏切りだと思ったんだ」

　膝の上で両手を握にぎり合わせる咲夜の耳に、マクシミリアンの言葉と、カールたちから聞いていた言葉が交こう互ごに響いている。

　十六年前の冬の朝、マインツの邸の前で。十六年前の冬、邸は無人だった。

「…………」

　鼓こ動どうが静まらない。息が苦しい。世界が音を立てて崩くずれていきそうだ。

　マクシミリアンがさらに口を開こうとしたとき、扉とびらの開く気配がした。

「だめでしょう、マックス。ベッドを出ていいと、誰が言いました」

　マクシミリアンはばつの悪い顔で肩かたをすくめる。

　のろのろと視線を滑すべらせた咲夜は、瞠どう目もくして息を止めた。

　愕がく然ぜんとする咲夜に気づかず、マクシミリアンが申し訳ないという顔で立ち上がる。

「少しくらいいいと思ったんだ」

「だめですよ。そろそろ鎮ちん痛つう剤ざいが切れます」

「……言うとおりにするよ、ドクトア」

　そして青年は、青ざめている咲夜を顧かえりみた。

「クリス、こちらはドクトア・ジーン。さっき話した僕の主治医だよ」

　扉を閉めた男は、静かに微笑ほほえんだ。

「はじめまして、フロイライン」

　オリエンタールの風ふう貌ぼうをした、カールと同じくらいの年ねん齢れいに見える男だった。細いシルバーフレームのメガネをかけて、雑ざつ踏とうの中で微笑んでいた。いまのように。

「……ジーン…！」

　掠かすれたうめきが我知らず漏もれていた。小さなそれを耳ざとく聞きつけたジーンは、悠ゆう然ぜんと足を進めてくる。

「確か、ベルンシュタイン公のご令れい嬢じようでしたね。エリアンヌ・クリスティーネ。お名前でお呼びしても？」

　咲夜は答えられない。かろうじて頷くと、強張った四し肢しを叱しつ咤たしながら立ち上がる。

「そろそろ…失礼するわ、マックス」

　なんとか平静を装いながらそれだけを告げる。手足が驚おどろくほど冷たい。顔色も相当悪くなっているのがわかった。これ以上ここにいてはだめだ。

　一いつ瞬しゆんふらついた咲夜を、ジーンが手を添そえて支える。咲夜は傍はた目めにわかるほど激しく身を震ふるわせた。
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　青ざめた咲夜の顔を覗のぞき込み、ジーンは怪訝そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「どうされました？　ご気分が優すぐれないようですが…。良ければ診しん察さつを」

　咲夜は彼の手を振ふり払はらった。

「い、いいえ。大だい丈じよう夫ぶです。もうすぐ迎むかえが来ますから」

　まるでそれに応じるように、開け放った窓からクラクションの響きが入り込んできた。

「それじゃあ…」

　一いち瞥べつした咲夜は、マクシミリアンが青い顔で座り込んでいるのに気がついた。

「マックス？」

「大丈夫。ドクトアの言った通り、鎮痛剤が切れてきただけさ。……すまない」

　それは、言葉だけを受け取るなら、下まで見送れなくて申し訳ない、ということなのだと思われた。が、言葉ではない部分で、彼は咲夜に詫わびていた。

　咲夜は黙だまったまま頭かぶりを振ると、ふたりと目を合わせずに身を翻ひるがえした。

「クリスティーネ」

　ジーンが咲夜を呼び止めた。咲夜は息を吞のむ。

「バッグをお忘れですよ」

　はっと振り返る。ソファにショルダーバッグを置きっぱなしのまま、去ろうとしていた。

　慌あわてる咲夜に、ジーンがバッグを渡わたしてくれた。

「女性のバッグというのは、見た目よりずっと重いですね」

　朗ほがらかに笑うジーンの瞳ひとみの奥に冷たい輝かがやきが生じたのを、咲夜は見み逃のがさなかった。

「そう、ですね。ありがとうございます」

　なんとか礼の言葉を紡つむぎ、逃にげるように寝しん室しつを出て扉を閉めた咲夜は、そのまま壁かべ伝いに足を進めて、壁かべ際ぎわに置かれたアンティークのコート掛かけに摑まる。ひやりとした木の感かん触しよくを確かめるように力を込めた。何かに寄りかからなければ、膝ひざが砕くだけてしまいそうだった。

　十六年前の事実。マクシミリアンの言葉。ではあのバスケットは、ストールは。

　マクシミリアンの主治医がクライスのジーンだった。彼はどこまで知っているのか。どこまで、何を。

　混乱が渦うず巻まいて、何も考えられなくなる。叫さけび出しそうになるのを懸けん命めいに抑おさえ込みながら、咲夜は自分の両りよう腕うでを抱だくようにしてぎゅっと目を瞑つぶった。

「……アベル…っ」

　どうして、いまここにいて、抱きしめてくれないの。

　そうしてくれたら、何があっても大丈夫だと、信じられるのに。










　運転席から降りたのは、ベルンシュタイン家執しつ事じではなくベルンシュタイン公本人だった。

　昼下がりにシュヴァルツヴァルトの城から、新しい弾だん丸がんが届いた。ケッツァーを倒たおすための銀の弾丸と、フェアヴァンドルングを還界ツアラツクさせるための金の弾丸だ。

　なんとなく早く渡してやりたくて、咲夜を迎えに行こうとしていたルイを呼び止め、代わった。

　愛あい銃じゆうのＭ36は持って行ったはずなので、もしかしたら久しぶりに射しや撃げき訓練をしようと咲夜が言い出すかもしれないと思いつき、帰りは少し遅くなるかもしれないと言い置いて出てきた。

　ベルヒテスガーデンの郊こう外がいにあるベルンシュタイン家の別べつ荘そうからケーニヒス湖までは、車で五十分ほどかかる。

　晴れてはいるが、この辺りは標高が高い。山の天気は変わりやすいので、注意が必要だ。

　案の定、山のほうに黒い雲がかかり、それが少しずつ広がっているようだ。

　約束の時間まではまだあったが、カールは予定より三十分ほど早く、ケーニヒス湖岸のカーン家別荘に到とう着ちやくした。

　出で迎むかえたのは老年の執事だった。

　エントランスで待つことにして、執事が上がろうとした階段の上に何気なく視線をやったカールは、手すりにつかまりながらふらふらと降りてくる娘むすめを見て目を剝むいた。

「咲夜！」

　と、咲夜の肩が遠目にもわかるほど震えた。彷徨さまよっていた視線がカールを見つけ、青ざめた頰ほおがさらに白くなる。

　カールは血相を変え、目を丸くしている執事の横をすり抜ぬけて駆かけ上がった。

「どうした咲夜！」

　支えようと手をのばす。すると咲夜は、怯おびえたように硬こう直ちよくした。

「咲夜？」

「あ…ごめんなさい、ちょっと、びっくりして…」

　だが、そんなごまかしはカールには通用しなかった。

　咲夜に手を貸し、執事に礼を述べて、カーン家別荘をあとにする。

　助手席に座った咲夜が暗い面おも持もちで押し黙っているのを見て、カールはハンドルを切った。

　しばらく車窓を眺ながめていた咲夜は、往路と景色が違ちがうことに気づいて怪け訝げんそうに眉根を寄せる。ケーニヒス湖沿いの道を走っているのだ。

　彼女の耳に、父の問いかけが滑り込んできた。

「何があった？」

　咲夜は膝の上で両手をぐっと握にぎり合わせた。

「……マックスが、言ってた」

　カールは咲夜の横顔を一瞥する。こんなに固く、暗い表情を見たのは、アルベルトが城に上がって会えなくなると聞かされて以来だ。

　咲夜はしばらく言い澱よどんでいたが、やがて意を決したように震える声を絞しぼり出した。

「十六年前の冬…、マインツの邸やしきには、誰だれもいなかったの……？」

　恐おそる恐る父親を見た咲夜は、その驚きよう愕がくの面おも差ざしから、マクシミリアンの言葉が真実であったことを悟さとった。

　奇き妙みように力が抜けて、咲夜は糸の切れた人形のようにシートにもたれかかる。

　自分は、十六年前に捨てられていた。マインツの邸の門前に。厚手のストールにくるまれて、バスケットに入れられて。そこには彼女の名前が記されていて、どうしても育てられないというメッセージが───。

「……手紙が…あったっていうのも……噓うそ…？」

　カールは答えない。ハンドルを握る手が白くなっている。

　ああ、そうなんだ。だから答えられないんだ。

　信じていたものが崩くずれていく音が聞こえる気がして、咲夜の頭が真っ白になる。

「…………」

　しばらく沈ちん黙もくしていたカールは、突とつ然ぜん路ろ肩かたに車を寄せた。

　エンジンを止め、正面を見たまま沈ちん思ししているカールを、咲夜は悲痛な面持ちで見つめる。

　何か言ってほしかった。何かの間ま違ちがいだと。そう、どこか別のところで咲夜を拾って、でも何か言えない事情があって、それでマインツの邸の前で見つけたことにしたのだと。

　場所以外は全部本当。それ以上はいらない。いままでと同じように、自分は家族を信じていられる。

　咲夜を顧かえりみたカールは、彼女の切実な瞳に、何かを諦あきらめたようだった。

「……お前を、連れて行きたい場所がある」

　突とつ然ぜんの言葉に、咲夜は虚きよをつかれて困こん惑わくした。

　カールはそのまま静かにエンジンをかけると、ベルヒテスガーデンに向かう道とも、カーン家別荘に向かう道とも違う方角にハンドルを切る。

　標識は、直進していくと、ケーニヒス湖につながる湖、ミッター湖とオーバー湖に行きつくと示していた。

　カールはどこに向かっているのだろう。

　だんだんと手が震ふるえ出す。咲夜は指に力を込めてこれを止めようとしたが、だめだった。まるで氷のように冷たい指は、感覚がなくなってきている。

　足の先も冷たい。ふわふわと、体がどこかに浮ういているような気分だった。

　ただ、胸の奥だけが重い。どくどくと早はや鐘がねを打っている鼓こ動どうがどうしようもないほどうるさくて、ずっと息が苦しい。

　どれほど経たったろうか。

　山から下がってきた黒雲が空を覆おおい、すっかり陽ひ射ざしを遮さえぎってしまった森の奥で、カールは舗ほ装そうされた道から外れた林道に入った。

　でこぼこしている道は、草が生え、枯かれ枝が落ちている。あまり走り心地ごこちの良くない道を、カールは慎しん重ちように運転して進んでいく。

　深い森がずっとつづいていると思っていたが、やがて空が広がった。

　車が止まる。

　森の中の一角が整備されていた。

　すっかり曇くもって薄うす暗ぐらくなってしまったそこに、黒い廃はい屋おくを咲夜は見み出いだした。

　カールが運転席を降りるのに従って、咲夜も車から出る。

　廃屋の前で立ち止まったカールは、しばらくずっとそれを見つめていた。

　カールの少し後ろで立ち止まった咲夜は、カールの様子を訝いぶかる。

　声をかけようかどうしようか、ためらっていた咲夜は、突然呼ばれた。

「咲夜」

　振ふり返って、カールは静かに笑った。

「……ここが、お前の生まれた家だよ」




　　◆　◆　◆




　ドイツとオーストリアの国境にほど近い山中で、アルベルトはついにディートリヒの足そく跡せきを捉とらえた。

　シルフたちの追つい跡せきを巧こう妙みように振り切りながら逃とう走そうしていたディートリヒだったが、さすがに疲つかれが溜たまり、足取りが鈍にぶったのだ。

　疲ひ労ろうがたまっているのはアルベルトも同じだったが、強固な意思が彼を支えていた。

　ドイツから国境を越こえてオーストリアのザルツブルクに向かう列車に、ディートリヒは変装して乗車した。

　アルベルトは一定の距きよ離りを保ちながらディートリヒを監かん視ししていたが、ふいに彼が席を立って車両を移動したので、あとを追った。

　と、ディートリヒは突とつ然ぜん駆かけ出し、体当たりで窓を割ると、身を躍おどらせた。

　カーブで減速するタイミングを計っていたのだ。

　アルベルトは迷わず窓から飛び降りる。

　走り去る列車の中では大おお騒さわぎだろうが、それにかかずらっている暇いとまはなかった。

　ディートリヒは着地に失敗したらしい。片足を引きずりながらよたよたと逃走する。

　アルベルトは、背負っていたケースから脇わき差ざしを引き抜いた。

　幸いここは国境沿いの山中でナハバールの姿はない。思う存分やれる。

「ディートリヒ！」

　怒ど号ごうして躍り掛かかる。ヴァンピーアはやおら振り返ると、血走った目でアルベルトを睨にらんだ。

　ディートリヒが懐ふところに入れた手を引き抜く。その手に握られているのはナガンＭ１８９５。

　銃じゆう声せいが轟とどろいた。急所を狙ねらったはずの弾たまは大きく逸それて、アルベルトを掠かすめもせずに背後の樹きの幹にめり込む。

　その隙すきに突とつ進しんしたアルベルトは、鞘さやから抜いた脇差をひらめかせた。

　叩たたき落とされた白はく刃じんをナガンでからくも受けとめたディートリヒは、ヴァンピーアの膂りよ力りよくで跳はね返すと長い爪つめを突つき出した。

　刃やいばの一いつ閃せんで爪が叩き折られ、返す刀でディートリヒの片かた腕うでが落とされた。

「─────っ！」

　絶ぜつ叫きようしてうずくまるディートリヒにとどめを刺さそうと振りかぶった脇差を、背後から響ひびいた朗ほがらかな声が止める。

「殺すのは待ってくれ、ダンピール」

　眉まゆを吊つり上げたアルベルトが視線を走らせると、先ほど流れ弾だまが当たった幹に寄りかかる、エクシールの姿があった。

　アルベルトの気が逸れたのに気づいたディートリヒは、残った右手に摑つかんだナガンを構える。

「死ね！」

　が、トリガーを引いたと同時に、先ほどの剣けん撃げきで歪ゆがんだ銃じゆう身しんは弾を撃うち出すことなく暴発した。ナガンを摑んでいたディートリヒの腕うでが血を撒まきながら吹ふき飛ぶ。

　暴発の衝しよう撃げきでよろけたアルベルトは、もんどりうったが、すぐさま体勢を立て直した。

　両りよう腕うでを失ったディートリヒが息も絶え絶えでうずくまっている。

　彼の前に進み出たエクシールは、その襟えり首くびを摑みあげて厳おごそかに問うた。

「お前は知っているはずだ。彼女はどこにいる」

　ヴァンピーアの顔が驚愕に彩いろどられた。エクシールは凄すごみをきかせて繰くり返す。

「答えろ。マリア・クリスティナはどこだ…！」

　さらに追つい及きゆうしようとしたエクシールに、ディートリヒは突然にたりと笑うと、がきっと音を立てて歯の奥に仕込んでいた何かを嚙かみ砕くだいた。

　引き攣つった面おも持もちでのけぞったディートリヒは、見る見るうちに石化していく。

　やがて硬こう化かした体に亀き裂れつが生じ、ディートリヒだったものは無残な石くれと化した。

　エクシールは剣けん吞のんに眉をひそめると、石化したディートリヒを無言で叩き壊こわす。

　音を立てて割れた石像は、そのまま砂となった。

　風に運ばれていくディートリヒの欠片かけらを一いち瞥べつしたアルベルトは、低く唸うなった。

「エクシール、貴様は何を…！」

　おもむろに顧みるエクシールを睨んでいたアルベルトは、その面おも差ざしが重なる誰だれかを思い出して、ふっと息を詰つめた。

　どうして気づかなかったのか。

　金の髪かみと、紫むらさきの瞳ひとみ。亜あ麻ま色いろの髪と、黒と青の中間の瞳。

　髪の長さ、外見の年ねん齢れい。性情、表情の作り方。

　それらに惑まどわされなければ、実によく似ている。

　マクシミリアン・カーンの面差しは、エクシールに。




　　◆　◆　◆




　名前のわからない鳥が飛び立った。

　木の葉が落ちてくる。鳥は大分大きかったようだ。

　足元に舞まい落ちた木の葉が、今度は風に流された。咲夜の髪も揺ゆれて乱れて、視界を覆う。

　咲夜は瞬またたきひとつせずにカールを見つめていた。

　雲が流れてくる。どんどん暗く、黒くなっている。きっともうすぐ雨になる。風の中に水のにおいが混じっているのが感じられる。雨になったら気温がぐっと下がるだろう。

　だから、手足がこんなに冷たいのは、震えるほど全身が寒く感じるのは、きっとそのせい。

　どうしてかわからないのに、咲夜の視界は急にぼやけた。

　カールが何を言ったのか、よくわからない。

「……な…に…？」

　戸と惑まどう咲夜はまるで幼子のように見えて、カールはこの子を抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられたが、踏ふみとどまった。

　もう隠かくしてはおけないと思った。ほかの誰かが教えるくらいなら、自分が話そうと決めた。

「お前が生まれて、お前が実の両親と、ほんの少しの間だけ暮らしていた家だ」

　咲夜が目に見えて震えだす。顔をくしゃくしゃにして、渦うず巻まく感情を制しきれずにただ唇くちびるを動かす。

　やがて、ぽつっと滴しずくが落ちてきた。咲夜の頰ほおに当たったそれは、まるで涙なみだのように滑すべり落ちていく。

「……あ…あたしの、名前…は…」

　お前のルーツだと、ずっと聞かされていた。名前も知らない両親、どこの誰かもわからない。けれどもその名は咲夜のものだからと。家族たちはみんな、ルイの大おお叔父おじレオナールがつけた名ではなく、残されていたという名前で。ずっと。

「司堂咲夜というのは、お前の名前だ。間ま違ちがいない」

　廃はい屋おくを見やって、カールは目を細める。

「ここは、お前の母親がずっと暮らしていた家で、結けつ婚こんしてからもここに住んでいた。そうして、お前が生まれた」

　咲夜は混乱して、頭を抱かかえるようにしながらうずくまった。

　何が起こっているのだろう。カールは何を言おうとしているのだろう。

　何もわからない中で、ひとつわかっていることがある。カールは咲夜の実の両親のことを知っていた。それをずっと隠していた。

　恐おそろしいほど激しい疑念が胸の奥から湧わき上がってくる。

「どうし…」

　刹せつ那な、乾かわいた銃声が響いた。

　目を見開いたカールが胸を押さえて後ろによろめく。なんとか踏みとどまったが、廃屋の壁かべに手をついて顔を歪める。呼気とともに朱しゆ色いろの霧きりが散って、唇から血ち泡あわがこぼれ出た。

　胸を押さえるカールの指の間から赤いものが広がっていく様を、咲夜は茫ぼう然ぜんと見ていた。

　息を詰めたカールは、必死で視線を走らせて、森の奥に人ひと影かげを捉とらえた。

　ヴァンピーアの目が、暗がりに染まりつつある深い森の奥を鮮あざやかに映し出す。

　カールの瞳がふいに凍こおりついた。

　わなわなと震ふるえる唇から、掠れたうめきがこぼれ出す。

「……恭きよう介すけ…!?」

　その尋じん常じようならざる響きに、咲夜は強こわ張ばった首をめぐらせようとした。

　瞬しゆん間かん、左ひだり腕うでを灼しやく熱ねつが掠める。

「っ…！」

　衝撃でもんどりうちながら弾だん道どうを探さぐった咲夜は、幾いくつもの黒い影かげが自分たちを取り囲もうとしているのにようやく気づいた。

　起き上がろうとした咲夜をカールが片手でかかえあげる。廃屋の扉とびらを蹴け破やぶって中に転がり込んだカールは、石の柱の陰かげに体を引きずって行った。

　それが合図だったように、廃屋を包囲した敵は、一いつ斉せい射しや撃げきを開始した。

　廃屋は石造りで、銃じゆう弾だんが壁を貫かん通つうする恐れはなかった。だが、かろうじて残っていた窓ガラスが次々に砕けていく。

　破は片へんが飛散し、咲夜とカールの足もとに音を立てて落ちてくる。

　カールは傷口を押さえて止血しようと試みた。弾だん丸がんは体内に留とどまっている。

「父さん、しっかり…！」

　青ざめた咲夜がそれきり絶句する。

　そんな愛まな娘むすめに、ヴァンピーアはどんどん血の気を失って白くなっていく顔で、笑って見せた。

「こんな傷…どうという、ことはない……。少し休めば…すぐに、ふさがるさ……」

「……っ」

　咲夜は言葉が見つからなくて、ぶんぶん首を振ふった。

　噓うそだ。だって血が止まらない。ナハバールの通常の武器だったなら、多少の出血はしても、ここまでひどいことにはならない。痛みは感じるからそれが少々つらいが、大したことはないのだと何度も聞いた。

　脳のう裏りをよぎるのは、ヴァンピーアのウィルヘルミネとマーメイドのこと。彼らもどう手を尽つくしても出血が止まらないのだと聞いた。細さい胞ぼうレベルの石化現象が引き起こされて、治ち癒ゆを促うながす細胞が働かなくなっているのだと。

　カールに撃ちこまれた弾丸は、十中八九それだ。

　廃屋を襲おそう射撃は絶え間なくつづいている。敵の気配が少しずつ近づいてくるのを感じている。このままではふたりとも命がない。

　咲夜だけでなく、カールもそのことに気づいていた。これはただの弾丸ではない。なるほど、これが守るべきクラーンを襲った悪あしき弾丸か。

　速く浅くなった呼吸の中で、彼は緩かん慢まんにジャケットの裏に手を入れると、ポケットの中のものを出した。

　咲夜は思わず両手を差し出して受け取る。皮かわ袋ぶくろだった。

　口を開けて中身を手のひらに落とす。金と銀の、幾つもの弾丸。

　咲夜のための弾丸だ。在庫が尽きていたのを知っていたカールは、狩かりの予定もなかったのに用意してくれていたのだ。

「私のことは、いいから……先に、逃にげなさい……」

　震えながら息を継つぎ、何かを言おうとした咲夜に、カールは小さく頭かぶりを振る。紫の目は穏おだやかだった。

「……心配するな……。ヴァンピーアは…この程度では……死なないよ」

　それは、いま咲夜がもっともほしくて、もっとも信じられない言葉だった。

　カールは自分の手をちらと見た。大だい丈じよう夫ぶ、汚よごれていない。

　確かめた手をのばして、咲夜の頭をよしよしと撫なでてやる。いつもあたたかかった手は、今さながら氷のように冷たかった。
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「………行き…なさい……はやく……」

　目を細めて、カールは繰くり返す。

　瞬きもせずにカールを見つめていた咲夜の目から、涙があふれた。落ちた滴が手のひらの弾丸に当たって散る。

「…………！」

　手のひらの弾丸を握にぎりしめた咲夜は、目を閉じて顔を伏ふせた。涙が落ちる。ぱたぱたと音を立てて落ちた滴は、床ゆかに幾つかの黒い染しみを作った。

　それを見るのが、カールはどうしようもなくつらかった。

　こんなふうに泣かせることだけは決してしないと、いまは亡なき妻エミーリアと約束していたのに。

「……どこにも、行かない」

　低く呟つぶやいて、咲夜は顔をあげる。その目にもう涙はなかった。

　何があっても、ひとつだけ確かなことがあった。

　十六年間。咲夜は噓うそ偽いつわりのない愛情を、モンスターたちから目いっぱい注がれて育ってきた。

　その事実以上に大事なものなんて、なかった。

　バッグの奥からＳ＆ＷＭ36チーフス・スペシャルを抜ぬき、シリンダーを振り出す。

　いまカールから受け取ったばかりの弾丸を五つ装そう塡てんし、銃じゆう身しんに振り戻もどすと、立ち上がった。

「父さんを残して、逃げるなんてしない」

　ショルダーバッグに入れていたゴルゴンの涙を含ふくめたすべての弾たまをポケットに突つっ込む。相手が誰だれであっても、たとえナハバールでも、必要とあらばゴルゴンの涙を撃うちこむ。

　なぜなら彼らはクライスに与くみする者、あるいは属する者だ。

　モンスター・クラーンには、鉄則がある。

　血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ。そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩れ。

　さらに、もうひとつ。

　ナハバールに危害を加えてはならない。だが、クライスの紋もん章しようを持つものは、その限りではない。

　クラーンに致ち命めい傷しようを与あたえる弾丸は、クライスに関かかわる者だけが持っている。

　ならば、いまここを包囲している敵は、クライスだ。

　入ってきたのとは別の出口を探すため、その場を離はなれようとした咲夜は、ふいに足を止めてカールを肩かた越ごしに顧かえりみた。

「絶対にふたりで帰る。約束だよ、父さん」

　重い瞼まぶたの向こうに娘の姿を追いながら、カールは微かすかに首を動かす。

「………」

　そうして、咲夜の気配が完全に遠のいたのを確かめてから、ずるずるとくずおれた。

　どんどん手足が冷たくなっていく。

　こんなことは初めてだった。

　沈しずんでいく意識を懸けん命めいに引き留めようとしていたが、限界だ。

　脳裏に、さっき垣かい間ま見みた人影が浮うかんで消えた。

「……恭……介……」

　お前なのか、本当に。

　細いシルバーフレームのメガネの奥で、人ひと懐なつこく笑うナハバール。

　ああ、声が聞こえる。

　──カール、カール、お願い…あの子を…

　大丈夫だ、マリア。あの子は私たちが守るから。

　寒い。

「………────」










　閉じた瞼から、冷たい闇やみが広がってカールを吞のみ込んでいく。

　ひどく寒い暗くら闇やみの中で、カールは最後に、遠い日の情景を見ていた。

　白い雪。

　降り積もった雪が、降り注ぐ月つき影かげに青白く輝かがやいていた美しい晩。

　目を輝かせて、彼は興奮気味にまくしたてた。

　──産まれたよ、産まれたんだ、僕たちの娘が！　ああ、なんて素す晴ばらしいんだろう…！

　司堂恭介は本当に嬉うれしそうに、目に涙なみだをにじませた。

　──名前？　うん、決めてある。実はついさっき決めた




　あの子が産まれたこの夜は、月の光に美しく輝く雪の花が咲さいているようだったから。

『咲夜』

　これはね、日本の女め神がみの名前でもあるんだよ。

　知ってたかい？

　我が親愛なる、モンスター・クラーンのカール───。
















　海も山も空も越こえ、やってきたこのドイツ。

　東とう條じよう要かなめ、十二歳。国こく籍せき、日本。

　現在、命の危険に絶賛さらされ中。










　夏休みを利用して訪おとずれた、ドイツの一都市マインツ。

　父親が会社の人事異動でこのマインツに赴ふ任にんすることになったのが今年の春。初の海外勤務で不安がった父は、近所に住んでいる自分の両親に要を預けて夫ふう婦ふで渡と独どくした。

　要はひとりっ子で、父もひとりっ子だったため、祖父母にとって孫は要だけだ。

　六年生ともなれば、両親のいない寂さびしさを感じるほど子どもでもなく、たとえほんの少しそう考えていたとしてもそれを表に出すようなかっこ悪いことはしない。学校も楽しいし祖父母も優やさしい。くわえて祖父は優しいが厳しい人でもあるので、びしばししつけられている。

　長期休みは両親と過ごすのがいいだろうという祖父母の気き遣づかいもあり、夏休みに入ってすぐに要は機上の人になった。

　迎むかえに来てくれた母と一いつ緒しよに列車に乗り、両親の住むマインツに到とう着ちやくしたのが二時間ほど前。

　ドイツの夏は日本よりずっと日が長い。夜八時でもまだまだ明るい。

　地球はほんとに丸いんだ、なんてことを考えながら、ふと好こう奇き心しんがうずいてアパートの周りを見てくると母に告げて出てきたのが三十分ほど前。

　建物も、たまに行きかう人も、みんなドイツ人。当たり前だがここでは自分が外国人だ。それがなんとも面おも白しろくて、道を忘れないようにしながら適当に歩き回っていると、犬の鳴き声が聞こえた。

　小型犬のような甲かん高だかいものではなく、低くて重い鳴き声だ。

「お？　シェパードとかドーベルマンとかだったりして…」

　要は犬が好きだった。祖父母のところではずっと犬を飼っている。

　いまいるのは、立つと要と同じくらいの大きな雑種犬だ。

　それまで飼っていた犬が老ろう衰すいで死に、しばらくして祖父がどこからか連れてきた。どうも、祖父が趣しゆ味みの山菜採りに行った先で見つけたらしい。

　人間を警けい戒かいするでもなくおっとりとしているその犬を妙みように気に入った祖父が一緒に来るかと誘さそったところ、ゆっくりゆっくりついてきたということだ。

　決して若くはなく、結構おじいちゃん犬ではないだろうかと祖父が見立てたその犬は、無む駄だ吠ぼえを一いつ切さいしないおとなしい性格で、けれども不ふ審しん者には低く唸うなって牙きばを剝むき立派に番犬の役目を果たした。

　要とは、三年生のときに初めて会ってからずっと大親友だ。

　一緒に住むようになってからの毎日の散歩は、要が祖父母から任された仕事のひとつだった。

「リキにお土産みやげ何がいいかなぁ…」

　一ヶ月以上も先のことを考えながら、犬を探して建物と建物の間の細い道を曲がった。

　しかし、そこに犬はいなかった。

　その代わり、異様な光景が広がっていたのだ。

　低く唸りながら、背を丸めた男が女の人を抱かかえている。

　会社帰りなのか、細いヒールの靴くつを履はいた両足が投げ出されて、転がったハンドバッグから財さい布ふやポーチが飛び出している。スカートとシャツというごく平へい凡ぼんな服は、赤いものでひどく汚よごれていた。

「…………」

　要は頭の中が真っ白になった。

　なんだ、これ。何かの撮さつ影えいか。

　だが、周りにはほかに誰だれもいない。傾かたむいた夕日が差し込んでくる街路。古いレンガ造りの建物と石いし畳だたみが、奇き妙みように時代がかって見える。犬が餌えさに食いついているような息いき遣づかいがして、それはどうやら背を丸めた男のほうから聞こえるのだ。

　異様さに、要はすくんだ。

　ここにいたらいけないと本能が告げている。逃にげないと、だめだ。

　足を引こうとしたが、途と端たんにかくりと膝ひざが折れてしまった。

　尻しり餅もちをつくと、それまで蠢うごめいていた男の背が止まった。

　それを見た要の心がすうっと冷える。

　これ、やばくないか…？

　男がおもむろに振ふり返る。

　見なければいいのに、体が思うように動かず、瞬またたきもできない。

　振り返った男の顔は、奇妙に鼻が突つき出ていた。まるで犬のように。その下にある口は耳まで裂さけて、鋭するどい牙がずらりと並んでいる。

　そう、耳だ。形がおかしい。円くない。変に尖とがっている。

　要を捉とらえた男の双そう眸ぼうは、まるで満月のような色に光った。

　赤く汚れた口元を、長い舌がなめる。

　出で掛がけに母の雅まさ美みが言った言葉を思い出した。

　──早く帰ってきなさいよ。いくら明るくたってもう八時なんだから。それに今日は満月だし、もしかしたら狼おおかみ男おとこが出るかもしれないわよ

　いたずらっぽく笑っていたのは、要が吸きゆう血けつ鬼きや狼男の出てくる映画が大好きだと知っているからだ。

　そんなもの、実在するわけはないとわかっている。だがもしかしたらこのヨーロッパのどこかに、ほんとにいたりして。

　そんなことを心の片かた隅すみで思っているのも事実だ。

　父の休みには、家族揃そろってルーマニアのブラショフに連れて行ってもらう約束もしている。

　一番ロマンを誘うのは吸血鬼だが、満月の夜に狼に変身する狼男も捨てがたい。

　狼男なんていうとちょっとかっこ悪いから、ここは人じん狼ろうとか、横文字でワーウルフとか、ライカンスロープと呼んでおこうか。ああそうだ、ドイツなんだからドイツ語でヴェアヴォルフがいいかも。だったら吸血鬼もヴァンピーアだな。

　なんてお気楽に考えていたことを、要はいまになって心の底から後こう悔かいしていた。

　映画の中の狼男より、いま目の前にいる狼男のほうがずっとおぞましく見えるのは、鉄の臭においがして口元や顎あご、胸の辺りが血で汚れているからだ。

　犠ぎ牲せい者しやを放ほうり出した狼男は、目をらんらんと光らせながら舌なめずりをした。

　ぐるぐると喉のどの奥で唸る狼男の顔から目が離はなせない。怖こわいのに、目を閉じることもできない。

　俺、死ぬのかな。こんな外国で、狼男に食い殺されて。狼男が出たなんてきっと誰も信じてくれない。

　──要、はいこれ

　出発の日に空港まで送ってくれた優しい祖母が、鎮ちん守じゆの社でもらってきた旅のお守りを握にぎらせてくれた。こんなのいらないよと返そうとすると、いいから持って行きなさいと、ズボンのポケットに無理やりねじ込まれた。

　思わずそれを探さぐり出し、片手で握り締しめる。

　ばあちゃん、いらないなんて言ってごめん。俺、ここで死ぬ。ごめん。いつか海外旅行に連れて行ってあげるって約束したのに、もうたぶん果たせない。

　狼男が迫せまってくる。

「……………っ…」

　血なまぐさい息がかかる寸前、要は恐きよう怖ふで気を失った。




　　◆　◆　◆




　目を開けると、白い天てん井じようが視界に飛び込んできた。

「……あれ？」

　同時に母の、涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔が突とつ然ぜん現れた。

「要！　良かった、気がついて本当に良かった…！」

　それきり言葉にならない雅美の肩かたを、久しぶりに見る父の一かず雄おが抱いだいている。こちらも泣きそうな様子だった。

　ばたばたと、白い服を着た女の人が入ってくる。お医者さんみたいだと思ったら、本当に医者だった。

　よくわからない言葉で何かを言われて戸と惑まどう要に、父が間に入って通訳してくれた。

　医者の話す言葉はドイツ語だった。それでようやく、自分がいまドイツにいるのだと思い出した。

　幾いくつか質問をされてそれに答え、口の中を見られて、胸に聴ちよう診しん器きを当てられる。どこか痛いところはないかと訊きかれて特にないと答えると、女医は両親に頷うなずいて、出入り口を振り返った。

　そこにはいかつい顔のスーツ姿の男性がふたり立っていた。

　訝いぶかる要に、あれは警察の人よと雅美が教えてくれる。

「けいさつ？」

　なんで警察がこんなところに。それに、どうして知らないところで目を覚ますようなことになったのだ。

　混乱している要の前に立ったふたりの刑けい事じは、かわるがわる口を開いた。

　ドイツ語がさっぱりわからない要がぽかんと口を開けていると、父が通訳してくれる。

　話を聞いて、要はますます啞あ然ぜんとした。

　殺人事件の容疑者にされているという。

「……は？」

　だれが、と思わず呟つぶやくと、片方が険しい顔で一枚の写真を見せてくれた。

　何人かの女性が写っている写真だった。うちのひとりを指差して何か言っている。

　どうやらこの女性が被ひ害がい者しやで、要はその遺体の近くに倒たおれていたのだという。

　倒れていたならどうして自分が容疑者なんだと混乱している頭で考えると、同じことを思ったらしい父が怖い顔で何かをまくし立てる。

　さっぱりわからないながらも要は思った。ドイツ語って奴やつは、どうしてこんなに喧けん嘩かしているように聞こえるんだろう。

　響ひびきがきついというか、叩たたきつけてくるような感じがする。

　父と刑事ふたりがしばらく言い争うように応おう酬しゆうしていると、それを黙だまって聞いていた女医が手を上げ、えらい剣けん幕まくで何やらまくし立てた。

　刑事たちは押し黙り、しきりに頷いてそのまま部屋を出て行く。ようやく思い至ったが、ここはきっと病院の病室なのだった。

　女医が要に笑いかけ、横になれという仕草をする。要はそれにおとなしく従った。女医は満足そうに頷くと、両親についてくるように告げたらしかった。何か専門的な話でもするのだろう。よくそういう場面をドラマで見たことがあるが、まさか自分がその登場人物のひとりになる日がこようとは。

　ひとり残された病室ではすることがないので天井を見つめる。

　どうしてこんなところにいるんだろうとつらつら考えているうちに、だんだん瞼まぶたが重くなってきた。

　ドイツと日本とでは時差がある。もしかしたら、いま日本は真夜中なのかもしれない。

　そんなことを思っているうちに、要はいつのまにか寝ね息いきを立てていた。




　　◇　◇　◇




　一通りの検査ののち、異状なしと診しん断だんされた要は退院した。

　刑事は家にもやってきて思い出せることを話すように言われたが、何も覚えていないので話しようがなく、彼らは諦あきらめて帰っていった。

　あ、これ事情聴ちよう取しゆって奴だ。帰国したらみんなに自じ慢まんしよ。

　のん気にそんなことを考えている間は良かったのだが、その日からひとりでの外出を両親から禁止されてしまった。

　どうも、何か恐おそろしいものを見たせいで、一部記き憶おくが欠落しているのではないかと医者が言っているらしい。もしかしたら殺人の現場を目もく撃げきしてしまったのかもしれないし、犯人の顔を見たのかもしれない、と。

　もしそうなら、要は目撃者だ。犯人が逮たい捕ほされるまで身の安全の保証はない。一応パトロールしてくれることになったそうで、アパートの周りをパトカーがよく巡じゆん回かいしている。

　退院直後は要も両親も神経質になっていたが、時間が経たつにつれて警けい戒かい心しんが薄うすれていった。

　数日後、ライン川を下る遊覧船乗り場。

　要は母とふたりでチケット売り場に並んでいた。

　聞けば、要が来るまでライン川下りは取っておいたのだという。

「だってせっかくなんだから我が子と一いつ緒しよに乗りたいじゃない！」

　手を祈いのりの形にして目をきらきら輝かがやかせる母の横で、新聞を広げた父が寂さびしそうに呟いていた。

「夫も合わせて家族みんなという選せん択たく肢しはないのか……」

　かくして、両親の狭はざ間まで要はいたたまれなさを味わった。

　しかし、父は仕事が忙いそがしく、休み返上で働いている。

　その理由がルーマニア、ブラショフ旅行の長期休きゆう暇かをもぎ取るためと聞けば、いたたまれなさは更さらに募つのった。三ヶ月ぶりに会うのは父も母も同じだ。珍めずらしく殊しゆ勝しような顔をしている要に気づいた一雄は、苦く笑しようまじりに手をのばしてきて息子むすこの頭をぽんと叩いた。

「いいから楽しんで来い」

「父さんは？」

「うん？　父さんはそのうちひとりで乗ってくるよ」

「そんなこと言わないで、俺がこっちにいる間にふたりで行こうよ……」

　さすがに寂しすぎる発言に、要は慌あわててそう言った。

　何しろ夏休みは一ヶ月以上あるのだ。

　初日のハプニングで何日か無む駄だにしてしまったが、せっかく日本からこのドイツに、海も山も空も越こえてやってきたのだから、いい思い出を目め一いつ杯ぱい作りたいではないか。

　息子の気き遣づかいに父は感かん涙るいにむせんでいた。そんなに感動されるほどのことでもないと思うのだが、ドイツにおいて父は異い邦ほう人じんなので、色々と気苦労があるのかもしれない。

　などということをつらつら考えていた要の腕うでを雅美が引いた。

「ほら要、行くわよ」

　見れば乗船が始まっている。

　母と一緒に要は遊覧船に乗り込んだ。

　離はなれた場所でそれをじっと見ているふたりがいた。

「……あれかしら？」

　確かく認にんしたのは顔立ちの整った、すらりとした細い肢し体たいの少女だ。大人びているがまだ幼い印象が残る。十代に入ったばかりだろう。日よけの白いキャスケットをかぶり、それと同色のタンクトップの上に五分袖そでのネイビーのパーカーと膝ひざ丈たけのジーンズ、スニーカーという軽装だ。

　背に届く栗くり色いろの髪かみが川かわ面もを渡わたってきた風に遊ぶ。それを手で押さえながら、彼女は気難しげに呟いた。スラブと東洋の混ざった顔立ちは、やや東洋よりのエキゾチックな印象が強い。二ふた重え瞼まぶたの下のブラウンの瞳ひとみに気の強さが表れている。

「さりげなくとか言われても、どうやったってわざとらしいわよ？」

「そうですねぇ。まぁ、できるだけさりげなく、近づきましょう」

　穏おだやかに笑って応じるのは二十代半ばの青年だ。

　腰こしまである金きん髪ぱつを首の後ろでゆるく束ね、透すき通った翠みどり色の瞳で少女を穏やかに見下ろしている。

　少女の軽装とは対照的に、長なが袖そでの白シャツにダークカラーのベスト、同じ色のパンツに革かわ靴ぐつというかっちりした出いで立ちだった。

「…タイもはずしたら？」

「え、だめですか？　はずさなければだめですか？」

「うん、ちょっと堅かた苦くるしい」

「そうですか……」

　しょぼんと肩かたを落としてはずし、丁てい寧ねいに丸めてポケットにしまおうとした手を止めて、彼女はタイを取り上げると自分が肩に斜ななめに下げているバッグにしまった。

「ベストも脱ぬげばいいのに」

「いえ、さすがにそれは」

「暑くないの？」

「はい」

「慣れってこわいなぁ。だっていま七月よ、七月。見てるだけで暑い。ベスト脱いで腕まくりくらいすればいいのに」

「さすがにそれは、立場上着き崩くずすのはいかがなものかと…」

「あたしがこんな服でルイがそんな格好じゃ悪目立ちするわよ」

「あ、咲さく夜や様。急がないと出航してしまいますよ」

　行きましょうと急せかされて、少女は半眼になった。

「動きやすい格好のほうがいいから言ってるのに」

　何が起こるかわからないのだから。

　むくれる咲夜少女の言葉にルイ青年は笑った。

「ええ。ですから脱げないんですよ」










　遊覧船のデッキにはたくさんのイスがあり、乗客は思い思いにそれを移動させて好きな場所に陣じん取どっている。

　要と雅美はいち早く乗船したので、左さ舷げん船首の見晴らしのいい場所を押さえることができた。

　陽ひ射ざしが強いので眩まぶしい。照りつける陽射しがじりじりと肌はだを焼く。

「要、帽ぼう子しは持ってきた？　日射病になったら大変だからちゃんとかぶってね」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。母さんこそ日焼けしたら大変なんじゃないの？」

　甲か斐い甲が斐いしく世話を焼く母に切り返すと、雅美は胸をそらした。

「ぬかりはないわよ。ちゃんと日焼け止めも塗ぬったし、いよいよになったら日ひ傘がさもあるし！」

　自慢げにバッグから取り出して見せる母に、要は苦く笑しようするしかない。

　ざっと見回した限りでは日本人は自分たちだけだ。あとはみんなドイツ人に見える。フランスやイタリア、イギリス人もいるかもしれないが、西洋の人はみんな同じように見えるから本当のところはわからない。

　予定よりだいぶ遅おくれて出航するのも日本では考えられないことだが、外国ではよくあることなのだということだった。

「初めはいちいち驚おどろいたり怒おこったりしてたんだけど、だんだん慣れてくるものなのよねぇ。逆に時間通りに電車や船が来る日本がすごいんだわって思うようになっちゃった」

　ため息まじりの母の言葉に要は笑った。本当は笑いごとじゃないのかもしれないが、そんなことくらいで感動する母がおかしかったのだ。

　が、本当に定刻より一時間近く出航が遅れたことに驚いた。そしてそのことに誰だれも怒らないことにもっと驚いた。

「ドイツ時間、すげぇ……」

　思わず呟つぶやく要に雅美は告げる。

「驚いちゃだめよ要。これでもドイツはヨーロッパの中じゃ時間通りに動くほうなのよ」

「えぇっ？」

　そんなお気楽なやり取りをしている間に、ようやく遊覧船は動き出し、ライン川下りがはじまった。

　川の流れがゆるやかなので、船は大きく揺ゆれることもなくライン川を下っていく。すれ違ちがう船の乗客が手を振ふるので振り返したり、カヌーで川を横断している老人に驚いたり。

　川の両岸に点在している街がヨーロッパ独特の風景で、本当に外国にいるんだなぁと要はしみじみ思った。

「要、母さんちょっと下見てくるね」

　景色を見るのに飽あきたらしい雅美が足取りも軽かろやかに階段を下りていく。

　子どもみたいだなぁと苦笑して、要は手すりに寄りかかった。

　要に対する容疑は程ほどなく晴れた。殺害の手口が、どう見ても人間の仕し業わざではないと判断されたからだ。大型の野犬か何かに嚙かみ殺されたらしい。らしいというのは、テレビも新聞もドイツ語なので、要には理解できないからだった。両親が通訳してくれたが、専門用語はさすがにおぼつかないので推測するしかない。

　父はどうにかスムーズに会話ができるレベルで、母はいまだにほとんどしゃべれないようだ。ヒアリングはどうにかこうにかだそうだが、会話はもっぱら英語で行っている。

　要はといえばドイツ語はおろか英語もまったくわからないので、会話はすべて親任せだった。

　でも、はいといいえくらいは答えられるようになったのだが。あと、ありがとうは必ひつ須すだと着いた早々母に教えられた。

「大型の野犬かぁ…」

　そんなのと遭そう遇ぐうしていたら覚えていそうなものだが。

　ついポケットを探さぐりかけて息をつく。祖母にもらったお守りはどこかで落としたらしくてなくしてしまったのだ。

　要は被ひ害がい者しやの遺体の近くに倒たおれていたという。通行人が発見して警察に連れん絡らくし、駆かけつけた警察官が救急車を呼んだ。なかなか帰ってこない要を心配していた雅美は、連絡を受けて真っ青になって駆けつけた病院で、いくら明るいとはいえ子どもをひとりで外出させるなんてと、警察からこっ酷ぴどく叱しかられたらしい。以来、買い物も散歩も母と一いつ緒しよだ。

　だが、いつも親と一緒はさすがに息が詰つまる。せっかくの初海外だ。自由に探検したい。

　さっき停とまった街からたくさんの日本人観光客が乗り込んできたので、デッキはほぼ満員になっている。母の分の席を荷物で確保しながら何気なくデッキを見回すと、観光客にしては堅苦しい出で立ちの青年がなんとなく目に留まった。

　右う舷げんの手すりに摑つかまって、イスに座った少女と会話をしている。帽子をかぶった彼女の横顔は、目鼻立ちのくっきりとした印象的な容よう貌ぼうだった。美少女という形容が似合うが、ちょっと整いすぎているような気がして、なんだか近寄りがたい。

　ふいに少女が要を見た。目が合って意味もなくどきりとする。視線が強い。無意識に目を逸そらし、川沿いの街を見る。

「ああびっくりした」

　美少女というのは、笑えば可愛かわいいだろうけどきつい顔をしていると結構怖こわい。

　ドイツ語のガイドに続いて日本語のガイドが流れるようになった。ツアー客が多いからだろうか。なんだか興きよう醒ざめだが、川沿いの石造りの建物を逐ちく一いち説明してもらえるのはありがたい。

　船が川沿いの街に停まるたびに人がどんどん増えていく。下りていく人よりも乗ってくる人のほうが多いのだ。

　いま停まっている船着場はビンゲンという街らしい。

　ドイツ語の次に流れる日本語のガイドを聞くともなく聞きながら川岸を眺ながめていた要は、耳の近くに吐と息いきを感じた。

「？」

　人でごった返すデッキは騒さわがしい。

　なぜ気になったのかわからなかった。なんとなく振り返ろうとした要は、ふいに体が浮うき上がった気がして目を剝むいた。

「あれ？」

　遊覧船の手すりが逆様になってどんどん遠のく。

　思わず手をのばしたとき、背中に固いものが当たって白い飛沫しぶきがあがった。

「…………っ…」

　要はじたばたと手足を動かした。冷たい。なんだこれ、何が起こった。

　視界が緑色に染まる。白い泡あわと白い船体。緑色は川の水。

　え、みず？　うそ、みずのなかにいる、なんで？

　パニックを起こしてじたばたと足あ搔がく要は、ゆっくりと動いている遊覧船の起こす水流に手足を搦からめとられてどんどん深みにはまっていく。

「……っ…」

　思わず叫さけぼうとして口を開けた途と端たんに水が流れ込んできて、がぼっと息を吐はき出した。

　息ができない。苦しい。

　首を押さえて必死に水面に出ようと足搔いたが、もはやどちらが上で下なのかもわからない。

　父さん母さん、俺今度こそ死ぬ。

　息が続かない。苦しい。もうだめだ。

　瞼まぶたの裏にたくさんの光が弾はじけて、最後に日本で要の帰りを待っているはずのリキの姿が見えた。

　要は最後の力を振り絞しぼり、リキに手をのばした。










「人が落ちた！」

「停めて！　誰か！」

　乗客たちの悲鳴と騒ぎを聞き、船長はただちに停船命令を出した。

　しかし船が停まるより早く、誰かが手すりを乗り越こえて身を躍おどらせる。

　飛沫が上がった。

　手すりに身を乗り出した咲夜は、黒い川かわ面もを睨にらんでからデッキに視線を走らせる。誰かが彼を落としたのだ。

　そこに、騒ぎを聞きつけた雅美が戻もどってくる。

「なに？　要、どこ？」

　人が落ちた。子どもだ。男の子だった。

　乗客たちが口々に言い募つのる言葉を聞きつけた彼女の顔が青ざめる。

「噓うそでしょう？　要、要！」

　泣き声まじりに息子むすこを捜さがす彼女の手を摑み、咲夜は川面を指差した。

「あそこ」

　ドイツでは珍めずらしい日本語だったが、そんなことは気にならない。

　少女の示した辺りに白い泡が浮かび、水中から金色の髪かみが現れた。

　浮ふ上じようした青年の腕うでに子どもが抱かかえられている。

「ロープを！」

　手を振る青年に船員が浮き輪わを投げる。

　青年はデッキの咲夜を見つけてひとつ頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。水は飲んだだろうけど」

　はっとするほど整った顔立ちの少女が冷静に告げる言葉に、雅美は呆ぼう然ぜんとした。

「え…、本当に…？」

　船員たちがふたりを一階の通路に引き上げる。

　咲夜が雅美の手を引いて人ひと混ごみを泳ぐように進み、階段を下りて船員たちの集まっている場所に急ぐ。

　関係者だと告げて通してもらい、ずぶ濡ぬれのルイと毛布に包くるまった要の許もとに駆け寄った。

「ルイ！」

　顔を上げたルイが咲夜と雅美を見つけて笑う。

「大丈夫です。水を飲んで気を失っていますが、命に別状はないかと」

　雅美が顔をくしゃくしゃにして要を毛布ごと抱だきしめる。

「要…っ！　あの、ありがとうございます！　本当に…っ」

　涙なみだで言葉が続かなくなった雅美は、ふと瞬またたきをした。

「……日本語…？」

　どうみてもこちらの人なのに、実に流りゆう暢ちような日本語だ。

　ルイは笑え顔がおのまま首を傾かたむけた。

「日本の方ですよね？」

「え、ええ、そうです。あの、日本語お上手ですね」

「ありがとうございます」

　場ば違ちがいな会話を交かわしているふたりを尻しり目めに、咲夜は船員たちと早口に会話を交わした。船員たちは頷いて、程なく船が動き出す。先ほど出たばかりのビンゲンに引き返すようだ。

「ルイ。一度ビンゲンに戻るって言うから次で降りるって伝えたけど、それでいい？」

「はい」

　船員が貸してくれたタオルで髪を拭ぬぐいながら立ち上がるルイに、雅美が慌あわてて言った。

「あの、連れん絡らく先を教えてください。何かお礼をさせていただかないと、主人にも叱られます」

　ルイは咲夜と目を合わせてから首を振ふる。

「いえ、そのようなお気き遣づかいは…」

「いいえ、ぜひ教えてください。この子の命の恩人ですもの」

「では…」

　ルイは一度咲夜を見てからこう切り出した。

「私はルイ・アドリアン・ベリルと申します。私も主あるじに伺うかがってからでないとお教えできませんので、差し支つかえなければそちらのご連絡先を教えていただけませんか？　こちらから追ってご連絡差し上げます」

「は？　主？」

　瞬きをする雅美にルイは頷いた。

「はい。それでよろしいですか？」

　後半は咲夜に向けられた言葉だ。咲夜は頷いた。

　遊覧船がビンゲンの船着場に停船する。

　咲夜がバッグから出したメモ帳に雅美が急いで住所を書いているとき、要が目を覚ました。

「……れ？」

　くらくらする頭を押さえながら起き上がった要を雅美がひっしと抱きしめた。

「要…っ！」

「わっ！　なんだよ母さん、いきなり」

「なんだじゃないわよ！　あんたって子は、親に何度死ぬほど心配かけたら気がすむの」

「はい？」

「この人がいなかったら……あら？」

　わけがわからない要にルイを紹しよう介かいしようと雅美が振り返るが、青年と少女の姿が見えない。

　船員に聞くと、ふたりはそっとこの場を離はなれて下船したということだった。

「母さん？」

　訝いぶかる要に雅美は肩かたを落とした。

「ベリルさん、ちゃんと連絡くれるかしら…」

「ベリル？」

「あんたの命の恩人よ」

「俺、なんで水かぶったみたいに濡れてんの？」

　要の言葉に雅美は目を見開いて、怒いかりやら何やらがいっぺんに湧わき上がった顔をして息子の頭を拳げん固こで叩たたいた。

「ほんとにもう、この子は…！」

　涙ぐむ母の様子に要はばつの悪い思いで押し黙だまる。

　いくら夏でも濡れたまま吹ふきさらしでは風邪かぜを引くと、船員が船室に案内してくれる。そのあとをついて歩きながら、要はふいに背筋が寒くなった。

　ライン川に落ちたんだ。

　さっき、誰だれかに突つき落とされたんだ。

　人混みにまぎれて、一気に持ち上げられた。

　きっとみんな自分がふざけて手すりを乗り越えたと思ってる。

　そうではないことを訴うつたえようと口を開きかけて、要は目を見開いた。

　何気なく触ふれた尻しりポケットの中に、覚えのある感かん触しよく。

　探さぐって取り出すと、それは失くしたはずのお守りだった。

　すうっと胸の奥が冷える。

　どくどくと心臓が早はや鐘がねを打つ。

　フラッシュバックのように、鮮あざやかな恐おそろしい映像が浮うかぶ。

　思い出した。

　夕焼けの中で女性を襲おそっていたヴェアヴォルフ。

　喉のどがきゅうっと締しまる。

　気がついた雅美が覗のぞき込んできた。

「要、どうしたの？」

「………」

　要は黙ったまま首を振った。

　真っ青になって、ただただ首を振り続けた。

　船室であたたかい飲み物を出されて、船長や雅美にどうして落ちたのかを訊きかれても、要は無言でうつむいたままだった。

　もし下手へたなことを言ったら、あのヴェアヴォルフに殺される。

　要が知っているのは変身した姿だ。人間のときどんな顔をしているのかわからない。もしかしたらいま自分を囲んでいる船長や船員たちの誰かがヴェアヴォルフかもしれないと思うと、恐ろしくて声が出なかった。

　濡れたままでは可哀かわい想そうだと、船員のひとりが着き替がえを貸してくれた。大人用のシャツとズボンだ。だぼだぼのそれを着て、次の船着場で下ろしてもらった。

　マインツまでは列車で、駅からはタクシーで移動し、帰宅した要はそのままベッドにもぐりこんで震ふるえた。

　どうしよう、どうしよう。

　見たから。ヴェアヴォルフが狩かりをしているところを見てしまったから。

　モンスターがどこかにいる。自分を狙ねらっている。騒さわぎにならないように、モンスターの仕し業わざだとわからないように、自分の口を封ふうじようとしている。

　来客を告げるチャイムが鳴る。

　要はびくっと体をすくませた。

　そろそろとドアを開けて玄げん関かんの様子を窺うかがうと、見覚えのある男だった。確か病院にいた刑けい事じの片方だ。パトロールの最中なのだろう。

　雅美と会話をしている刑事が、ドアの隙すき間まから覗いている要に気づいたのか視線を向けてくる。

　要は身を硬かたくして考えた。

　どうしよう。警察に話そうか。でも、ヴェアヴォルフに狙われているなんて言っても、信じてもらえるとは思えない。

　要とて、自分の目で見なければ、そんなものが本当に存在しているなんて思いもしなかった。

　日本を出る前に、面おも白しろ半分でリキに言った言葉を思い出した。

　──こんなこと人に言ったらばかにされるから言えないんだけどさ、リキ。ヴァンピーアとかヴェアヴォルフとかに会えないかな。一度でいいから見てみたいんだよなぁ、俺。なんだよリキ、お前まで笑うのかよ。まぁ、そうだよなぁ……

　空港までのタクシーが来るまでの短い時間に、リキの首に手を回してそんなことを確かに言った。リキがタイミングよく笑ったように思えたので、祖母が呼びにくるまでのしかかってじゃれて遊んだのだ。

　ああなんてばかなことを言ったんだ。

　刑事が一礼して去っていく。玄関のドアを雅美が閉めるのを、要は黙って見ていることしかできなかった。

　じわっと涙なみだが出てきた。怖こわくて仕方がない。日本にいますぐにでも帰れるならそうしたい。

　でも、もしかしたら日本まで追いかけてくるかもしれない。どうしたらいいんだろう。

　毛布をかぶったまま膝ひざを抱かかえて考える。逃にげたらいい。でもどこに。相手の正体がわからないのに、相手は要を知っている。知っているぞということを要に知らせるためにお守りをポケットの中に入れたに違ちがいない。

　どうしよう、どうしよう。

　パニックを起こしながら必死で考えていた要の耳に、電話の呼び出しベルが聞こえた。

　雅美が出て応対している。程ほどなくしてノックの音が響ひびいた。

「要、起きてる？」

「……なに？」

　そろそろ顔を出すと、すっかり元気のなくなった息子むすこの頰ほおに雅美が心配そうに触れてきた。

「さっきお前を助けてくれたベリルさんがね。いま電話をくれて、よろしければこれから伺いますって。顔出せる？」

　要は青くなって首を振ふった。もしかしたらそのベリルなんたらがヴェアヴォルフかもしれないではないか。助けたふりをして信用させ、隙すきを窺って事故に見せかけるなんてよくある手口だ。ドラマや映画でも、信用できると思っていた相手が実は犯人だったなんておちが溢あふれかえっている。

　大体今日初めて会った外国人が突とつ然ぜん訪問してくるというのがおかしい。なぜそこに疑問を抱いだかないんだ母よ。

　半泣きでそう訴えると、頰に手を当てた雅美は困った顔で答えた。

「だって、ベリルさんのお宅って、聞いたらなんだか凄すごかったんだもの」

「は？」

　要は胡う乱ろんに聞き返して半眼になる。

　ベリルなんたらがやってきて、母の言葉の意味がわかった。










　道路を外車が走っている。

　要にとっては外車だが、ドイツ人にとっては国産車なのだから、行きかう車すべてが外車なのはある意味当たり前だ。

　が、どう見ても超ちようのつく高級外車がアパートの前に停とまるのは、なかなか見られない光景だった。

　遊覧船のデッキにいた長い金きん髪ぱつの青年が運転席から降りてきて、後部席のドアを開ける。出てきたのはあの美少女。

　だけでなく、背の高い紳しん士しがそれに続いた。

「あ………あ？」

　二階の窓に張りついていた要はぱかっと口を開けたまま言葉を失った。

　年の頃ころは四十代に入ったくらい。品よく整えられた髪かみは茶色に近い金。全体に短くなりすぎない程度にカットされ、前まえ髪がみは真ん中分けして軽く眉まゆにかかる程度の長さ。アパートをひょいと見上げた面おも差ざしはほりが深く、鼻筋が通っている。こちらの人にしては鷲わし鼻ばなではない。眉は髪と同じ色で、その下の目は紫むらさき色いろ。肌はだは健康的に焼けている。均整の取れた体を包むスリーピースのブルーグレイのスーツは、父のものより上質そうだった。

　子どもの要が見てそう思うということは、相当なのではないだろうか。外車といいスーツといい、何よりも洗練された身のこなしとでも言うのか、なんというか凄いとしか出てこない。母の言っていたことはそれまでよくわからなかったが、なんだか凄いというのが一目見てよくわかった。

　その紳士は青年と少女とともにアパートの中に入ってくる。

　要は固まっていた。

　カーテンの陰かげから見ていたはずなのに、いま確かに紳士と目が合った。

　どうしてわざわざうちまで来たんだ。

「やっぱり……」

　助けたふりをして家を突つき止めるのが目的だったのではないだろうか。

　そうだ。そうに違いない。

　もうすぐ奴やつらがやってくる。

「に、逃げなきゃ…」

　窓を開けて下までの距きよ離りを確かめる。このくらいだったら学校の校庭にある桜の枝とあまり変わらない。友達と登っては飛び降りてよく遊んでいる。

　下が石いし畳だたみで土より固いのが心配だが、念のため雨あま樋どいを伝って降りれば大だい丈じよう夫ぶだ。

「よし…」

　要は窓まど枠わくをよいしょと乗り越こえた。










　ルイ・アドリアン・ベリルの主あるじだという紳士は、カール・ブラント・フォン・ベルンシュタインと名乗った。

　名めい刺しはドイツ語で書かれていたので怪け訝げんそうにしていた雅美にルイ青年が親切に説明してくれたところによると、雅美も名前を知っている貿易会社の社長だということだった。

　古い家いえ柄がらで城やブドウ畑なども数多く所有しているらしい。所有のシャトーで作っているというワインと、フルーツのバスケットを手て土産みやげだと渡わたされた。

　雅美がお茶の用意をするためにキッチンに消えると、ルイがぴくりと肩かたを動かした。

「風が……」

　奥のほうから風が流れてくる。

　鼻を動かしたルイが剣けん吞のんに目を細めた。

　咲夜が無言で立ち上がり、ルイがそれに続いた。

「父さん、あとよろしく」

　言い置いて玄関に向かう咲夜とルイにカールは片手を上げて応じた。

　そこに、トレイにお茶を載のせた雅美が戻もどってくる。

「あら？」

　目をしばたたかせる雅美に、カールが苦く笑しようして見せた。

「すみません。娘むすめが急用を思い出したとかで」










　雨樋を伝って見事に脱だつ出しゆつした要は、人のいるところを探して街の中を彷徨さまよっていた。

　右側から射さしてくる夕日が眩まぶしい。

　たくさんの人目があれば、それほど簡単に手出しはできないはずだ。

「でも……いつまでも逃げてられないかも……」

　日本だったら友達の家に行けばよかった。学校だってあるし、いざとなったら先生の家という手もある。

「じいちゃん……リキ……」

　涙が出そうになって、要は慌あわてて目め許もとをごしごしと手の甲こうで拭ぬぐった。泣いている場合ではない。

　もしかしたら今いま頃ごろ、要がいないことに気づいているかもしれない。

　要ははたと立ち止まった。

「そうだ、母さん……」

　自分がいなかったら、母が代わりに殺されてしまうかもしれない。

　どうしよう。逃げ出すことで頭が一いつ杯ぱいで、母のことを考えなかった。

　一雄もそろそろ帰ってくるはずだ。そうなったら、両親が自分の代わりにヴェアヴォルフの餌え食じきにされる。

「父さん、母さん…！」

　要は踵きびすを返そうとしたが、足が震ふるえてうまく動かなかった。

　どうしよう、どうしよう。誰だれかに助けを求めて。でも誰がいる。

　辺りを見回した要は、驚おどろいた様子で自分を見ている覚えのある顔を認めた。

　さっきうちに来ていた刑けい事じだ。

　要は夢中で駆かけ出した。

「刑事さん、助けてよ！」

　急に駆けて来てスーツの裾すそにすがってきた要に、刑事は面めん食くらったようだった。

　要にはさっぱりわからない言葉で何かをまくし立てるが、そんなことはどうでもよかった。

「いいから来てよ、母さんが危ないんだよ！」

　ぐいぐい引っ張る要に刑事は上を向いて肩をすくめ、仕方ないという風ふ情ぜいで手を摑つかんでくる。

　要は適当に歩いてきたので帰り道がよくわからない。

　まだ明るいものの日は傾かたむいており、そろそろ子どもがひとりで歩いていい時間ではなくなっている。

　刑事が一いつ緒しよでなかったらさすがに怖こわいかもしれないと思って、辺りを見回した。

　あまり人通りのない細い狭せまい道だ。斜ななめに射してくる夕日が眩しい。

　夜の九時くらいでもこんなに明るいのは日本より緯い度どが高いからだと学校で習ったのを思い出す。

　まばらになった人通りがさらに減っている。古い建物や新しい建物の間を刑事はどんどん進んでいく。

　ちょうど西日が正面から射すような形になって、要は目を細めた。

　唐とう突とつに思った。

　どうして眩しいんだろう。

　要はずっと、右側に夕日を受けながら進んでいた。右や斜め前に太陽があって、そのオレンジ色の光を浴びながら歩いてきた。

　胸の奥が静かに冷たくなっていく。

　アパートに戻るなら、左側か斜め後ろから日が射してこなければおかしい。

　なのに、陽ひ射ざしはいま正面から射している。土と地ち勘かんのない要でも、太陽の傾きは間ま違ちがえない。

　空そら恐おそろしさを覚えて、要は思わず刑事の手を振ふりほどいた。

　一歩後あと退ずさると、刑事が振り返る。

　オレンジ色の逆光が目を焼いてよく見えない。

　手をかざした要の耳に、ひゅうひゅうという息いき遣づかいと、低い唸うなりが聞こえた。

　肌はだが粟あわ立だつ。

　この唸り声に聞き覚えがないか。

　そう思うより早く、要の足は本能で動いた。

　身を翻ひるがえして必死で駆け出した要の肩を後ろからのびてきた指が摑む。

　尖とがった爪つめが肩に食い込んで痛い。

「うわぁぁぁぁっ！」

　要は無む我が夢む中ちゆうで暴れてその手を引き剝はがした。爪の感かん触しよくが消える。振り返りもせずにまろぶように走り出す。

　唸り声が耳の近くで聞こえた。

　頭の中に、あの夕日の中で見た光景がフラッシュバックする。

　投げ出された足。血に染まった服。転がったバッグから飛び出したポーチと財さい布ふ。

　ヴェアヴォルフに襲おそわれて殺された女の人。

　その目がかっと見開かれて、自分を確かに睨にらんでいた。

　だから忘れていた。怖くて怖くて、思い出すことすら恐おそろしくて記き憶おくにふたをした。

　助けて、誰か助けて。

　もつれた足が絡からんでつんのめる。

「…っ」

　要は石いし畳だたみに転んだ。したたか打った肘ひじと膝ひざが擦すり剝むけて血がにじむ。こんなふうにみっともなく転んだのはどれくらいぶりだったか思い出せない。

　起き上がろうとした要に黒くて長い影かげがかかる。要はそのまま動けなくなった。

　どくどくと心臓が早はや鐘がねを打っている。

　かつんと足音がした。革かわ靴ぐつが石畳を打つ音だ。心臓の音に混ざって、いやに大きく聞こえる。

　低い唸りが地を這はうように近寄ってきて要の耳じ朶だを震わせる。

　要は影の頭頂を見ていた。瞬またたきもできず、引き攣つれたような呼吸を繰くり返して、涙なみだのにじんだ目でただ見ていた。

　影がのびてくる。長い爪のある手がゆっくりと。

「………っ！」

　要は掠かすれた悲鳴を短く上げて、頭を抱かかえて体を丸めた。

　刹せつ那な、要の頭上を風が飛び越こえた。

　次いで、激しい咆ほう哮こうが轟とどろく。

　重いものを食くらったようにして後ろで何かが倒たおれる音がした。

　怒いかりの唸りを発するヴェアヴォルフが何かと争っている。ヴェアヴォルフの唸りに混じって聞こえる鳴き声を、要は知っている気がした。

「……え…？」

　恐る恐る振り返ると、大きな犬がヴェアヴォルフを組み敷しこうとし、それにヴェアヴォルフが抗あらがっている様が見えた。

　犬の首にヴェアヴォルフが手をかけようとする。犬はそれを避よけて飛び退すさる。

　体を低くして唸った犬が、石畳を蹴けってヴェアヴォルフに飛びかかる。

　要は目を瞠みはった。

「リキ…？」

　ヴェアヴォルフに牙きばを剝くその犬は、日本にいるはずのリキに違ちがいなかった。

　要はおのが目を疑った。どうしてリキがこんなところに。

　リキとヴェアヴォルフは壮そう絶ぜつな戦いを繰り広げていたが、ヴェアヴォルフが僅わずかに優勢だった。

　疲つかれの見えたリキの首を摑み、そのまま壁かべに叩たたきつける。リキはぎゃんとうめいてそのままずるずると崩くずれ落ちた。

「リキ！」

　よろめきながら立ち上がろうとした要の足を、ヴェアヴォルフが摑みあげる。

「放せよぉ！」

　じたばたと足あ搔がく要を見下ろして、耳まで裂さけたヴェアヴォルフの口がにたりと笑った。

「リキ、リキっ！」

　要の悲鳴にリキは目を開けてよろよろと立ち上がる。しかしがくりと前まえ脚あしが折れた。

　ぜいぜいと苦しい呼吸を繰り返すリキに、要は泣きながら手をのばす。

「わあぁぁぁっ！　リキぃっ！」

　ふいに、ヴェアヴォルフがぴたりと止まった。

　要の上に影が降りた。足を摑むヴェアヴォルフの手が急に動かなくなって、要はどうしたのかと肩かた越ごしに振り返る。

　ひらりと降り立った青年の髪かみが大きくうねる。その手に握にぎられたダガーの刀身が夕日を弾はじく。

　切っ先から、赤い滴しずくがひと粒つぶ落ちる。同時に要の足を摑んだモンスターの腕うでが肘からするっと落ちた。鋭えい利りな刃やいばが一いつ閃せんし、ヴェアヴォルフの肘を切断したのだ。

　硬こう直ちよくする要の腕を誰かが力任せに引っ張る。見るとあの美少女が要をヴェアヴォルフから全力で引き離はなしていた。

「おまえ…っ」

　ブラウンの瞳ひとみが要を射い貫ぬく。

「咲夜。司し堂どう咲夜」

「え、さく…」

「名前呼び捨てにしたら張り倒す」

　間かん髪はついれずに警告され、要は喉のどまで出かかった言葉を慌あわてて飲み込んだ。

「っ、しどう？」

「よろしい」

　偉えらそうに頷うなずく咲夜を、要は呆ぼう然ぜんと見上げる。

　激しい咆哮が轟いた。

　弾かれたように振り返ると、片かた腕うでを失ったヴェアヴォルフが牙を剝いて青年に躍おどりかかるところだった。

「ルイ！」

　咲夜が叫さけぶと青年は一いち瞥べつをこちらに投じた。ヴェアヴォルフの爪を難なく回かい避ひし、間合いに滑すべり込んでダガーを突つき上げる。

　ヴェアヴォルフの喉のど笛ぶえに食い込んだ切っ先を横よこ殴なぐりに払はらい、返り血が噴ふき出す前に飛び退る。

　要は見た。

　一いつ瞬しゆんこちらに向けられたルイの瞳が、琥こ珀はく色いろに輝かがやいていたのを。

　うずくまっているリキを思わず顧かえりみる。あれは、リキの瞳と同じ色だ。

　こうべをもたげたリキと目が合った。

　満まん身しん創そう痍いの老犬は、要が無事なのを確かめると、安あん堵どした様子で顎あごを落とした。

「リキ！」

　要は這うようにしてリキのところに急ぐ。首に手を回して抱え、半泣きで呼びかけた。

「リキ！　大だい丈じよう夫ぶかリキ！　お前、なんでこんなところにいるんだよ……」

　わけがわからない。要はひどく混乱していた。

　ばさっとたくさんの砂が落ちたような音が聞こえた。引かれるように目を向ければ、赤く汚よごれたスーツが人が倒れた形に広がっていた。

　手足や頭があるはずの場所には、白い灰が積みあがっている。

　要は呆然と呟つぶやいた。

「……なに？」

　刑けい事じが、ヴェアヴォルフが消えている。あの石畳に落ちているのは、ヴェアヴォルフが着ていたはずの服だ。

　白い灰が、杭くいを打たれて滅ほろんだヴァンピーアを連想させた。

　手にしたダガーのしずくを振ふり払い、ベストの裏に収めたルイが、咲夜とともに要に向かってくる。

　要はリキを抱えて身を強こわ張ばらせた。

　こいつらはなんなんだ。

　震ふるえる要の背を長い尻しつ尾ぽで軽く叩き、リキがよろりと立ち上がった。

　要とリキを見下ろす咲夜より半歩前に出たルイが片かた膝ひざをつく。

「ご老体、無む茶ちやな真似まねを……」

　ルイの柔にゆう和わな面おも持もちが険しい。対するリキはひとつ瞬きをすると、少年を顧みた。琥珀色の双そう眸ぼうが静かに彼を見つめる。

「リキ…？」

　訝いぶかる要の頰ほおを、リキはぺろりとひと舐なめした。

　リキは犬にしてはあまり人を舐め回すようなことがない。実に落ち着いた犬だと思っていた。

　祖父も祖母も、自分も、勿もち論ろん両親も、リキをずっと犬だと信じていた。

　あまりにも凜り々りしい顔をしているから、もしかしたらどこかでオオカミの血が入っているかもしれないねと、冗じよう談だんめかして話したこともあったけれど、それは本当にただの冗談だったのだ。

　要は震える手をのばしてリキの頭を撫なでた。

「……リキ…お前…」

　リキは。リキと要が名づけたその生きものは、気持ちよさそうに目を細めると、そのままふっと搔かき消えた。

　いなくなってしまったリキの姿に戸と惑まどった要が、尋たずねるような目を咲夜とルイに向ける。

　口を開いたのは咲夜だった。

「……あんたの命が危ないって、知らせてくれたのよ」

「……さっきの…ヴェアヴォルフは…」

「血族クラーンを離り反はんした異い端たんの存在」

　ふっと息を吐はいて、咲夜は灰になったヴェアヴォルフの残ざん骸がいを顧みる。

「あたしたちは、あれを異端者ケツツアーと呼んでるわ」

　咲夜とルイを交こう互ごに眺ながめて、要は強張った喉に力を込めた。

「じゃあ、あんたたちは……？」

　瞳の色が変わったルイ。モンスターであるヴェアヴォルフと互ご角かく以上に遣やり合って滅ぼした。

「異端を狩かるのが、正統な血族たる我々の役目なんですよ」

　答えてくれたのはルイで、要は困こん惑わくして問い返した。

「セイトウなケツゾク…？」

　だんだん頭が痛くなってくる。色々なことが起こりすぎて、思考回路がオーバーヒート寸前だった。

　ルイが静かに微笑ほほえんだ。

「あなたがた人間は、モンスターと呼びますね。我々は『黄昏の民ロイテ・ダー・デメルング』とも称しようしていますが」

　ルイの瞳が琥珀色に光った。

「異端のヴェアヴォルフを狩るのは、正統なヴェアヴォルフの私に課せられた責務でした。怖こわい目に遭あわせてしまいましたね。許してください、要さん」

　要は何も答えられなかった。

　イタンとかセイトウとか、もうよくわからない。

　ただ、リキは、どうやら犬じゃなかったらしいということだけは混乱した思考の中で妙みようにすとんと腑ふに落ちた。

　ぐらりと傾かたむいた要の頭がそのまま仰あお向むけに落ちかかるのを、咄とつ嗟さに手をのばしたルイがかろうじて支える。

「キャパを超こえちゃったみたいね」

　膝ひざを折って抱かかえた咲夜が、ルイの横顔を下から覗のぞくようにした。

「……ルイ、大丈夫？」

　気き遣づかう咲夜にルイ青年は寂さびしげに微笑んで頷いた。

「はい。……だいぶ前から、覚かく悟ごはしていましたから」




　　◆　◆　◆




　夢を見た。

　どんな夢だったかよく覚えていないが。

　なんだかとても嬉うれしくて、優やさしくて、あたたかくて。

　そして、哀かなしい夢だった。










　目を開けたのは、随ずい分ぶん久しぶりのような気がした。

　ぼんやり天てん井じようを見ていたら、ドアを開けた雅美が声を上げる。

「要、気がついたのね」

　ほっとしたように息をついて額に手を当ててくる母に、要は呆ほうけた口調で尋ねる。

「おれ…なにやってんの？」

　雅美は呆あきれ半分に笑う。

「川に落ちて、たちの悪い風邪かぜを引いてずっと寝ね込こんでたのよ。熱が三日も引かなくて、カールさんがお医者様を手配してくださったの」

「かーるさん？」

「ライン川であんたを助けてくれたルイさんが勤めてるお邸やしきのご主人よ。そっか、あんたはまだ会ったことなかったんだっけ」

　紹しよう介かいされた腕うでのいい医者に診みてもらい、何本か注射と点てん滴てきを打ったおかげで、要の熱は徐じよ々じよに引いていったのだという。

　ひどく喉のどが渇かわいていた。なんとか起き上がって水をもらう。水だと思っていたら薄うすく白はく濁だくしたスポーツ飲料だった。これのほうが吸収が早いのだそうだ。

　念のために熱を測ると、すっかり平熱に戻もどっていた。

　喉の渇きが癒いえると途と端たんに腹が鳴りだした。が、ほぼ絶食だったので、消化のよいスープや重湯からでないとだめだという。

「とにかくお医者様にちゃんと治ったかどうか診てもらわないとね。食事はそれからよ」

　医者に往おう診しんしてもらう。何度かそうやって、三日後にようやく普ふ通つう食しよくを食べてもいいと許可が下りた。だがその日の夕飯は家族全員野菜スープだったので、久しぶりにまともな食事を摂とったのは、目を覚ましてから四日目の朝だった。

　ずっしり重いドイツパンと果物、牛乳と卵、ヴルストの食事は、いつもより少ない量でも満腹になった。ずっと食べていなかったせいで胃が縮んだようだ。でもすぐに戻るだろう。何しろ要は育ち盛りだ。

　ところで、要が寝込んでいた間に、くだんの殺人事件は解決したらしい。

　要に事情聴ちよう取しゆした刑けい事じの片方が犯人だったのだと、母が怒いかりに拳こぶしを震ふるわせる。

「いけしゃあしゃあとよくも人んちの息子むすこに罪をかぶせようとしたわね…！」

「刑事が犯人？　……大型犬じゃなかったっけ？」

　念のために問うと、雅美はそうよと頷うなずいた。

「ほんとは飼っちゃいけない肉にく食しよく獣じゆうをこっそり飼ってて、それを逃にがしちゃったんですって。犯人は捕つかまって、肉食獣もちゃんと捕ほ獲かくされたってニュースで言ってたわ」

「ふうん」

　要は思った。オオカミは、肉食獣でいいのかなぁ。

　咲夜のことも、ルイのことも、ヴェアヴォルフのこともリキのことも、要はちゃんと覚えている。モンスターは存在を隠かくして生きているはずなのに、記き憶おくをいじったりしなくていいのだろうか。

　あまりいじられたくないからいいのだが、もしかしてそういう技術は持っていなかったりするのかもしれない。

　要のためにルイの主人のカールが医者を手配してくれたというのは、親切心なのかはたまた裏に何かがあるのか。

　正統な血族とか異端者とか、そういうことを知ってしまった要を、ルイたちはこれからどうするつもりなのだろう。

　いくら考えても彼らの意図は摑つかめない。大体十二歳の子どもにモンスターの思考回路が理解できるわけがない。

　危険がなくなったのでひとりで出かけてもいいと告げられ、要は嬉き々きとして出かける支し度たくをした。念のため、リュックに飲み物と簡単な単語を書いたメモを入れて持たされる。

　日よけのキャップをかぶってしゃがみ、スニーカーの紐ひもを結んでいる要の背に、雅美がそっと声をかけた。

「あのね、要……」










　大聖堂前の広場には、日によっては朝市が立つ。

　今日はその日だったようで、たくさんの露ろ店てんが並び、野菜や花、チーズにパスタが並べられ、活気に溢あふれていた。

　要は大聖堂前広場の、市を眺ながめられる場所に据すえられたベンチにぼんやりと座っていた。

　にぎやかな朝市ではたくさんの人たちが生き生きと動いている。それがひどく遠い世界のように感じられた。

　目ま深ぶかにかぶったキャップで要の表情は隠れている。ひとりでベンチに座っている少年に目を留める者はおらず、そこだけ置き去りにされたかのようだった。

　うつむいた視界の中に、見覚えのあるスニーカーが入ってくる。要はのろのろと顔を上げた。

　ノースリーブの膝ひざ丈たけワンピースを着た咲夜だ。こうしてみると本当に色白で、日焼けしたら真っ赤になりそうだなと埒らちもないことを考えた。

　咲夜は唇くちびるを引き結んで、なのにどこか物言いたげな顔をしていた。

「……何しにきた」

　ぼそりとした要の言葉に、咲夜は漸ようよう口を開く。

「やっと元気になったって、父さんから聞いて」

「だから、何しにきたんだよ。もう、全部終わったんだろ」

　要は顔を歪ゆがめた。

「ヴェアヴォルフもいなくなったし、お前たちは目的を果たしたし……、……リキも…もういない…っ」

　両手を固く握にぎり締しめて、要は咲夜を睨にらんだ。

「知ってたんだろ？」

　咲夜の肩かたが震える。要は声を荒あらげた。

「知ってたんだろ？　あのとき、リキが消えたあのとき、お前たちにはもうわかってたんだろ」

　──ご老体、無む茶ちやな真似まねを……

　ルイが膝ひざをついて言った台詞せりふ。

　滅めつ多たに人を舐なめることをしなかったリキが、要がリキと呼んだあのオオカミが、消える寸前に頰ほおを舐めた。

　まるで、別れを告げるように。

　雅美が何度も口ごもり、言葉を探していた。だがどうしてもうまい言い回しが見つからず、ありのままを伝えるしかなかった。




　──リキがね……、死んだって……




　呼吸を止めた要が瞠どう目もくして雅美を凝ぎよう視しする。彼女は目を泳がせながらつづけた。

　ほら、結構おじいちゃんだったでしょう？　夏の暑さに耐たえられなかったみたいでね。あんたが目を覚ました日の朝に、眠ねむるようにして息を引き取ったって…。

　要は立ち上がって咲夜に詰つめ寄った。

「リキは、確かに年取ってたけど、そんなに簡単に死ぬほどじゃなかった。リキが死んだのは、俺のせいだ…っ！」

「違ちがうわ！」

「じゃあなんでだよ！」

　行き場のなかった感情に火がついて荒あれ狂くるう。要はそのまままくし立てた。

「なんでだよ！　言ってみろよ！　リキはお前たちの仲間だったんだろ!?　だったらなんで助けてくれなかったんだよ！　無茶したってわかってたんなら、なんで死なせたんだよ！」

　咲夜はぐっと息を詰めた。その瞳ひとみが大きく揺ゆれる。

「間に合わなかったのよ…っ！」

　要ははっとした。咲夜の目から涙なみだがこぼれる。

　彼女は額に左手を当てて、悔くやしげに右手を握り締めた。その手が、肩が、震えている。

「ルイから報しらせを受けた父さんが、急いで日本に向かったわ。一刻を争うってわかってたから、予定も全部キャンセルして飛んでいった。でも、だめだった…」

　開いたままの目から、大おお粒つぶの涙がぱたぱたと落ちていく。

　咲夜は目め許もとをぐいと手の甲こうで拭ぬぐうと、要に歩み寄って右手を突つき出した。

　思わずのけぞってベンチに座り込んだ要の眼前で開かれた手のひらには、一本の牙きばがあった。

「ルイの、大おお叔父おじ様だったの」

「………」

　そろそろと差し出した要の手に、咲夜はその牙をそっと落とす。

　少年は瞬またたきもせずに牙を見つめた。

「奥様を百年前に亡なくされて。直系の子は、もう誰だれもいなくて。身の回りを整理して、十年前に気ままな旅に出て、たぶんもう帰らないとみんな思ってた」

　要の祖父の家に向かったカールは、これは自分のところから行方ゆくえ知れずになってしまった番つがいの片割れなので、亡なき骸がらを返してもらえないかと頭を下げた。祖父は随ずい分ぶん渋しぶったが、連れ合いの横に埋うめてやりたいのだと訴うつたえるカールに根負けして、亡骸を渡わたしてくれたのだという。

「あんたのせいじゃないわ」

　要が病院に運ばれて、殺人事件の容疑者にされてしまったと日本の祖父母に報せた電話。それを聞いたリキはひどく興奮し、何度も鎖くさりをはずそうとしていたという。どれほどなだめても静まらず、遥はるかな海の先を、山の向こうを、空の果てを見て。何度も何度も悲痛な遠とお吠ぼえを響ひびかせていたのだと。

　何が起こっているのかを、正統なヴェアヴォルフの老人は悟さとった。そうして、絶望するほど遠い故郷の大陸に住む血族たちに助けを乞こうた。

　だからルイはカールに許しをもらい、要を陰かげからガードしていた。咲夜はカールの命令でそれについていったのだ。

　ライン下りの遊覧船に、ケッツァーは出航ギリギリに乗り込んだ。そして人ひと混ごみの中で要が独りになるのを待っていた。

　要を川に落としたケッツァーは、騒さわぎに乗じてビンゲンで下船し、咲夜たちはそれを追ったがあと一歩のところで取り逃にがした。

　遥か遠いドイツで何が起きているのか。

　海も山も空も越こえた日本の地で、年老いたヴェアヴォルフは、三年の歳月をともに過ごした少年の危機を察知した。

「あんたのせいで死んだんじゃないわ。あんたのせいなんかじゃない。あんたのために、あんたを助けるために、最後の力を振ふり絞しぼったのよ」

　亡骸に残っていた最さい期ごの意思が、ヴェアヴォルフの血族ルイに伝えられた。

　どうかあの子に。決して己おのれを責めるなかれと。

　手のひらにのせられたその白い牙は、ずっと犬だと思っていた、リキと名づけた人ならぬ親友が、要に遺のこしてくれたものだった。

　それを握り締めて、要はうつむいて肩を震ふるわせた。

「…なんで…お前が泣くんだよ…」

　怪け訝げんそうに瞬きをする咲夜の目から涙がこぼれる。

　要は息を吸い込んだ。

「泣くのは、お前じゃないだろぉ…っ」

　そうして要は、引き攣つれたような声を上げて、ようやく泣き出した。










　海も。山も。空も。

　全部越えて。魂たましいだけになって。

　心だけになって、それでも来てくれた。

　川辺の岩の狭はざ間まで足がはまって抜ぬけなくなったときも。

　森の中で道に迷って帰れなくなったときも。

　突とつ然ぜんの夕立にあって知らない家の軒のき先さきで落らく雷らいに怯おびえていたときも。

　いつもいつも、要が怖こわい思いをしているとき。あの大きな優やさしい目をした老犬は、老犬だと思っていた生きものは、要のことを全力で守ってくれていた。

　夢を見た。

　昔のヨーロッパの貴族が着ているような古めかしい出いで立ちの、長い白しろ髭ひげと白髪しらがの老人が立っていて、優しい琥こ珀はく色いろの瞳で要を見下ろし、大きな手で頭を撫なでてくれた。

　老人はしきりに頷うなずいて、何度も何度も要の頭を撫でると、穏おだやかに笑ったまま、静かに消えていった。

　そのとき、唐とう突とつにわかってしまった。

　ああ、もう逢あえないんだ。

　お別れを言いにきてくれたんだ。
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　夢を、見た。

　なんだかとても嬉うれしくて、優しくて、あたたかくて。

　そして、哀かなしい夢だった。




　　◇　◇　◇




「母さん、俺バイトに行ってくる。もしかしたら泊とまりかも。そのときは電話するから」

「はいはい。行ってらっしゃい。皆みなさんによろしくね」

「わかった」

　一声かけてアパートを出た要は、この間バイト代をためて買った自転車にまたがった。

　義務教育を終えて、要は両親の住むドイツに留学した。中学三年間英語とドイツ語を必死で勉強したおかげで、日常会話程度ならできるようになっていた。

　できるだけ厚着をしてきたものの、冬の風は刺さすようで、やはりトラムにすればよかったかと後こう悔かいする。しかし、バイト代をはたいてこの自転車を買ったため、所持金が心もとないので、雪が降るまでは節約しなければ。

　バイナッツマルクトは一週間前に始まった。オーナメントやガラス細工の露ろ店てんが並び、クッキーやチョコレート、シュトーレンに焼き栗ぐりのおいしそうな匂においが食しよく欲よくを誘さそう。

　これにもまた軍資金が必要なので、単発バイトに励はげまなければ。

　要が初めて迎むかえるドイツの降誕祭なのだが、何やら世間は騒がしい。

　つい先日どこかのテロリストグループが政府に要求を突きつけたとかなんとか。受け入れられない場合はどーたらこーたら、すみやかにうーたらかーたら。

「うーん、意外に世界は物ぶつ騒そうだ」

　寒さに肩かたをすくめながらペダルを踏ふんで、二十分弱。目的地に到とう着ちやくした。

　レンガ造りの古い屋や敷しきだ。マインツの中心部から離はなれたところに建っていて、広い庭には本物のモミの木も植えられている。ツリーはあれのどれかを抜いて室内に移動するのかなぁとのん気に考えながら、門を抜けて車庫のすみに自転車を停とめた。

　呼び鈴りんを押しても返事がない。

「おや？」

　一応許可はもらっているので、一声かけながら扉とびらを開ける。

　と、硬かたい面おも持もちの青年ふたりが奥から出てくるところだった。

「あ、こんばんは」

　挨あい拶さつする要の横をひとりが無言ですり抜けて外に出ていく。

　つづくルイがひどく追いつめられたような表情で、しかし律りち儀ぎに一礼した。

「ああ要さん、いらっしゃいませ。すみません、ちょっといま立て込んでおりまして。カール様が奥にいらっしゃいますので。ではそういうことで」

「はあ。そういうことで」

　どこに行くかは知らないが、とりあえず行ってらっしゃいと手を振り、飛び出していくバイクと車を見送る。

「はて、司堂はどうしたんだ？」

　姿が見えないのが妙みように気にかかる。くわえて、あのふたりのあの鬼き気き迫せまる顔。

　要は息をついてダウンジャケットの内側から首に下げた革かわ紐ひもを引っぱり出した。

　紐をつけられるように加工してもらった白い牙きば。要の大事なお守りだ。

　その牙を軽く揺ゆらして、要は呟つぶやいた。

「なんかまた妙なことが起きてるみたいだなぁ、リキ……」

　おおごとにならなきゃいいけどなぁ。

　天てん井じようを見上げて思わず遠い目をする要である。

　しばらくそうしていた彼は、頭かぶりを振って扉を閉めた。

　今日は泊まり込みになるだろう。要に何ができるというわけではないが、なぜだかそういうことになるのである。

　たとえて言うなら傍ぼう観かん者。あるいは観客。もしくは見物人。

　おそらく要はそういう役回りなのだと思う。

　本当に、なんのためなのかはよくわからないが、世界中に散らばっているというモンスター・クラーンを束ねる長おさに呼ばれるのだから、何か特別な意味があるのだろう。

　たぶん。

　違ちがうかもしれないが。ただ面おも白しろいからだけだったりして。

「ありえる……」

　あれから三年以上経たつが、いまだにあの御ご仁じんはよくわからない。

　何しろモンスター・クラーンの長は、様々な意味で規格外のヴァンピーアだ。

　廊ろう下かを進んで一番奥の樫かしの扉を叩たたく。

「こんばんはー、要でーす」







　そうして要は、日常から非日常につながる扉を開けた。







　あとがき







　親愛なるナハバール、黄昏たそがれの民が織りなすモンスターの世界にようこそ。

　皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか。モンクラ五巻『紅涙の弾丸クーゲル』をお届けです。

　まずはあれを。

　一位、司堂咲夜。頑がん張ばる主人公。

　二位、トーゴ。オリエンタール・ヴァンピーア。

　三位、ロード・スケルトン。骨骨しきジェントルマン。

　以下、アベル、カール、グレーテル、レオナール、エクシール、と続きます。

　自分の好きなキャラに投票したい方は、ファンレターに感想とともに「○○に一票」と書いてくださいませ。作品ごとに一キャラ一票ですので、モンクラと陰おん陽みよう師じのキャラにそれぞれ一票ずつ、と書いてもらえれば大だい丈じよう夫ぶです。

　次の本で咲夜が一位を死守できるか、はたまたダークホースが現れるのか。気になるところです。




　モンクラも五巻目。ついに、ついに、ここまでたどり着きました。

　もともとこの話は、私がプロになる遥はるか前に作ったものでして、この巻のラストはその頃ころすでにできあがっていたのです。当然このあとにどうなっていくかもできあがっているのです。

　やっとここまで…！　やっとこのつづきを読める、と、待って待って待ってくださっていた方も、いらっしゃるかと思います。ここまで来るのは長かった。本当にお待たせしました。ここからはスピーディに！……行けたらいいなと思います。

　今回咲夜たちは久しぶりにずっとドイツにおりました。この巻の最後は国境沿いだけど一応ドイツ国内です。咲夜はここに行ってアベルはここに行って、と考えるときは、昔行ったとき買ってきたドイツの地図を見ます。これがドイツ語なもんですから、当然読めません。大体の場所を決めてから、日本語でどう読むかを探すのですが、こいつがまた厄やつ介かいで。なんであんなに読み方が色々あるんだ…。

　それはさておき、地図を見ていると旅に出たくなりますね。旅マニアな友人に頼たのんでスケジュールを組んでもらい、ひとりでドイツをめぐったあのときのことを思い出しました。

　遥かなる懐なつかしき、あの波乱の日々よ。ええ、誇こ張ちようでもなんでもなく波乱。何しろドイツ語はさっぱり、英語も片言程度しゃべれるかどーかでヒアリングはお手上げ、ドイツの地理も大して知らない。わかっているのは友人が決めてくれた地名と乗る列車と駅名とホテル名のみ。

　よく行ったなと思ったあなた。正しいです。私もいま振ふり返かえってそう思う。

　ではなぜそんな状態でなんとかなったかというと、携けい帯たい電でん話わとインターネットがあったから。ハラショー文明の利器。日英・英日翻ほん訳やく機能付きのガラパゴス携けい帯たい万ばん歳ざい。

　一番思い出深いのは、シュヴァルツヴァルトのホテルからフュッセンに移動した日。いま地図を見て、なんでそんな無む謀ぼうな移動を、と思った方。正しいです。私もいまはそう思う。

　知らないというのはときに輝かがやかしいほどの活力を生み出すものなのです。

　そして、旅にトラブルはお約束。なくてもいいのにやってくる。

　予定の列車がいきなり「今日はこの列車来ませーん」になってしまうなんて、日本では到とう底てい考えられません。いや違ちがう、三十分遅おくれた上に列車が運休になっちゃうなんてこともこの国では大したことではないのだ。日本だったら大おお騒さわぎだしＪＲも対応でおおわらわになるけどな。

　あれほど思ったことはない、日本に生まれて良かったと。日本万歳、日本愛してる。我が祖国日本、これからはもっと誇ほころう。オリンピックもワールドカップももっと真しん剣けんに応おう援えんしよう。翻ひるがえる日の丸って美しいよね安心するよねほっとするよね。

　つまりはそらもう不安だったということですが、それはそれとして、あのとき私はドイツにいたわけで、ドイツの常識に沿って行動せねばなりませぬ。不満ひとつ言わずにぞろぞろとホームを移動する現地の人々。あれがここでは正しい姿と心意気。

　ネットでルートの再検けん索さくをしてメールで送ってくれる友人に支えられ、いざ移動開始。

　ああいうトラブルが起こると、まーなんとかなるだろーと何かこう吹ふっ切きれるというか、腹が括くくれる性格のようで、とりあえず駅員の指示に従って乗った列車に揺ゆられていた私（しかし書かれていた行き先は読めなかった。もはやバクチである）。

　そしたら隣となりに座ったドイツのご婦人が声をかけてきて、片言ながらコミュニケーション。すると、心配してくれたご婦人が親切に車しや掌しようを呼び止めて説明してくれて、どのように乗のり換かえをしたらいいかなどを尋たずねてくれたのです。

　かくして、言われた駅で降り、ホームがわからないので駅員に訊きく。訊いたそばから全然別の方向に行きかける私、武骨な表情で私を呼び止め言葉少なに正しい方向を指す駅員のオジサマ。お礼を言って駆かけていく日本人ヤパーニツシユの図。もはやコメディですが本人はいたって真剣です。

　あ、筆が乗ってきたところでページがなくなってしまった。この続きは気が向いたらモンクラ六巻で。

　この本の感想などもぜひぜひお聞かせくださいませ。頂くお手紙が一番の励はげみです。お返事は難しいですが、その分小説を書いて皆様にお届けできるよう頑張ります。

　ではでは、次の本でまた、お会いできますように。
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